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プロローグ　スポーツ尻じり失しつ踪そうする







『――スカディさんがおしり団を辞やめてしまったんです！』

　その報告は、俺おれの悠ゆう長ちような心構えを一いち撃げきのもとに吹ふき飛とばした。

　悪の最大組織アザゼルバンク社長、斑鳩いかるが青あお盛もり。俺にとって過去最大の難敵となったあの人との争いは、終わってなお俺たちの中に問題を残している。

　それ即すなわち、スカディさんのこと。

　スカディさんは、悪の組織おしり団のメンバーとして、斑鳩さんとの争いの前線に立たされ、もっとも懸けん命めいに戦った。

　しかしながら斑鳩さんのあまりにも大きすぎる組織力、策さく謀ぼう、人間性、ＭＴ能力。それらによってスカディさんは完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめされ、自信を失ってしまった。

　それが、今さっきの美み夜やからの電話に繋つながる。

「……クソッ！」

　俺は、斑鳩さんとの会見を済ませたばかりのアザゼルバンク本社から猛もうダッシュしつつ、悪態をつく。

　相変わらず自分の能天気さに反へ吐どが出る。斑鳩さんとの戦いの直後、満まん身しん創そう痍いで意識も朦もう朧ろうとしていた俺を抱だきかかえるスカディさんのことを思い出す。

『う、うぁ、うああぁぁ…………！』

『うああああああああぁぁぁぁぁぁ！』

『うああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ！』

『ああああああああああああぁぁぁぁぁぁーーーーーーッッ！』

『ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーッッッッ！』

　泣いていたじゃないか。泣いていたじゃないか彼かの女じよは！

　スカディさんは日ひ頃ごろから冷静な女性なのに、前後の見境も失うほどに大声で泣なき叫さけんだ。それで翌日以降、何事もなく過ごせるなんてあるわけがない。

　そんなことにも気づかずに、俺はケガの治ち療りようで一週間も寝ねて過ごして、やっと起きられるようになったら真っ先に斑鳩さんへ挨あい拶さつに行ったって言うのか!?

　バカか俺は！　自分にとって何が一番大事か、まったく見えてなかったのか！

　おしり団のアジトへの最も寄より駅えきに電車が入ると、俺は転がるようにホームを駆け下り、駐ちゆう輪りん場じようへ停とめてあったバイクに飛び乗る。

　アジトへ着くと、おしり団の仲間たちが各おの々おの深刻な表情で俺のことを出で迎むかえた。

「正まさ人とさん……」

　美夜が、スカディさんの部屋に置いてあったという一通の封ふう書しよを差し出した。そこには『退団願』と書いてあった。




　自分ことスカディ・Ｗヴアイスマン・東とう郷ごうは、自身の能力と気力に限界を感じ、おしり団を退団いたしたく、ここにお願い申し上げます。




　簡潔にそれだけが書いてあった。

「……スカディさんは、いつから、いなくなったんです？」

　努めて冷静に、声を落として言った。いくら自分自身のバカさ加減にムカついてるからといっても、声を荒あららげて美夜たちに八つ当たりするわけにはいかない。

「今朝、正人さんが出かけてからフッと……。ここ数日は正人さんが寝込んでいて、その心配ばかりしていらしたんですが……」

　さっきも言ったが、俺は前回の水着大会が終しゆう了りようしてからほぼ一週間、アジトで寝たきり生活を送っていた。

　原因は斑鳩さんとの戦いによる負傷。全身打撲やら捻ねん挫ざやら擦すり傷きず切り傷やら。さらにそんなズタボロの状態で夕立に打たれたせいか風か邪ぜまで併へい発はつして寝ね床どこでウンウン唸うなっていたというわけだ。

　幸い深刻な外傷はなく――それも斑鳩さんがちゃんと調節したから、という可能性は大いにあるが――一番酷ひどいケガは自分で斑鳩さんを殴なぐった時に負った左手首の骨折という笑い話みたいなオチまでついたほど。

　その間はスカディさんも、食事を運んだり体を拭ふいたりと、美夜や緩ゆるや花かと交代で俺の世話をしてくれた。

　今日になってスカディさんが身を隠かくしたのは、俺の快方を見届けて、ということなのか？

「……それで、他の皆みなは？」

「佐さ藤とうさんたちにはアジトの周りを捜してもらっています。あの人たちは地域の方々と懇こん意いにしてますから目撃情報を集めやすいですし。団長さんとタピ岡おかさんは学校へ、もしかしたらスカディさんが行かれているかもしれないので」

　たしかにスカディさんと同じ学校に通うあの二人なら打ってつけだな。そして美夜は司し令れい塔とうとしてアジトに残り俺への連れん絡らくを付ける。皆テキパキと動いてくれている。

「そしたら、緩花は……？」

　緩花こと岸がん我が緩花は、戦せん闘とう力りよくにおいては美夜、スカディさんに並び立つおしり団のメインファイターだ。戦闘時には獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくをする緩花が今、何をしているかと言うと……。

「スカディ殿どの！　いずこにござるかー!?」

　アジトの庭先でスカディさんを捜していた。犬とか猫ねこじゃないんだからそんなところにいるわきゃない。

「スカディ殿！　いずこにござるかーッッッ!?」

　緩花は庭にあるちょい大きめの石をひっくり返した。ダンゴムシじゃないんだからそんなところにいるわきゃない。

「……緩花ちゃんは、本当に可愛かわいいですねえ」

　あ、美夜が和なごんどる。





＊　＊　＊






　そんな緩花の唐とう変へん木ぼくな行こう為いが、捜そう索さくの困難さを暗示するかのようだった。日が暮れるまで捜してもスカディさんの行方ゆくえはまったく掴つかめない。

　とにかく状じよう況きようを整理しようとおしり団メンバーは一度アジトに集まることになった。

「駐ちゆう在ざいさんに聞いてみたが、それらしいのは見てねえってよ」

「駅員も同じだ、もっとも見落としがあるって可能性もゼロじゃないが」

「今、都市エリアのメンバーにも声をかけて捜索してもらってるよお」

　と言うのはシャーウッド古参組の佐藤さん、鈴すず木きさん、田た中なかさんからの報告だ。大人だけあってなかなかの人脈を擁ようしているが、それをもってしてもスカディさんの行方はつかめない。

「……学校にもいなかったＺＥ」

　タピ岡からの報告も芳かんばしいものではなかった。コイツの女子制服姿は初めて見る気もするが、それを気にする余よ裕ゆうもないというのが実情だ。

　こういう結果になるんじゃないか、とは捜索の途と中ちゆうから薄うす々うす感づいていた。

　スカディさんのＭＴ能力『ブリュンヒルデの鎧よろい』は超ちよう高こう速そくの飛行能力を有する。その気になれば九州や北海道へもフラッと行くことだってできるんだ。

　そんなスカディさんが一度行方をくらませたら、捜し出すのは至難の業わざだろう。少なくとも何の手がかりもなしの虱しらみ潰つぶしではどうしようもない。

「ふみゅう……。スカディちゃん…………」

　団長も、これまで見たこともないほどに沈しずんでいる。

　おしり団は、団長とスカディさんから始まった悪の組織だ。お尻しりを好き過ぎる団長が、スポーツ尻の素す敵てきなスカディさんに目をつけて友だちになったことからおしり団はスタートした。

　その後に俺がおしり団に入り、シャーウッドと美夜を仲間に加え、緩花やタピ岡などマッドエンペラーの皆さんも加わり、そして今日、斑鳩さんにまで認められるに至った。

　そのすべての戦いを、スカディさんは皆と一いつ緒しよに戦い抜いてきたというのに……。

「…………私、思ったんですけど」

　美夜がポツリと呟つぶやく。

「私たちのアジトって、山中にあるじゃないですか。周りは森だらけで、ヨソの人なら入ったら絶対迷うみたいな…………」

　遭そう難なん。

　そこに集つどう全員の脳のう裏りを、その二文字がよぎったことだろう。

　しかし待ってほしい。さっきも説明したとおり、スカディさんには『ブリュンヒルデの鎧』という、言わば『着るジェット戦せん闘とう機き』がある。どれだけ山やま奥おくに迷い込もうとも一っ飛びで脱だつ出しゆつできる……。

「……自殺」

　それを誰だれが呟いたのか、もう確かく認にんするどころじゃなかった。

「オレちょっと捜そう索さく隊たい出だしてくる！」

「待って佐藤くん待って！　もう日が暮れてるから！　二重遭難の危険あるから！」

　混乱が皆に拡ひろがりだした。

　イヤ待て落ち着け。悪い方にばかり考えるな。他に手て掛がかりがあるはずだ。スカディさんが行きそうなところ……。

「そんなところあるか……？」

　スカディさんは、おしり団のアジトに移り住むまでは俺同様、学校で寮暮らしだったはずだ。しかし学校は既すでにタピ岡と団長によっていないことは確認済み。

　次に可能性があるとしたらスカディさんの実家だが、スカディさんは俺たちおしり団が初めて正義の組織ＭＩＮＯＳミノスと戦った際に実家に絶ぜつ縁えん状じようを出している。

　それには彼女の複雑な家庭の事情が絡からむのだが、それは置いといて。とにかくスカディさんが実家に帰ったということはないだろう。

　じゃあ益ます々ますいったい何ど処こへ……？

「……あ」

　そういえば、スカディさんの実家といえば、俺は最近スカディさんの家族に会ってないか？

　フレイヤ・Ｗ・東郷ちゃん。

　悪の組織にして日本有数の大企業であるアザゼルバンクの芸能部門に所属して、アイドルをやっている女の子だ。先日、俺たちがアザゼルバンクの社長たる斑鳩さんへ挨拶に行った際、どういう巡めぐり合あわせかスカディさんとともに顔合わせしたのだ。

　聞くところによると、フレイヤちゃんも今はスカディさん同様実家を出て、今はアザゼルバンクが用意したアイドル寮に寄宿しているとか。

　実家と絶縁宣言したスカディさんでも、その実家から出ている妹には頼たよっているかもしれない。

　俺は一も二もなくスマホを取り出し、いつぞや交こう換かんしていた番号をタップする。

　相手が通話に出るのにワンコールと掛かからなかった。

『――遅おそいッ！　今まで何してたのよお兄さんッ!?』

　鼓こ膜まくがわんわん揺ゆれるほどの大声だった。間ま違ちがいなくスカディさんの妹、フレイヤちゃんの声。俺は軽いショック状態に陥おちいりながらも会話を試みる。

「フレイヤちゃん……？　遅いってどういう……!?」

『何よ？　ディ姉のことで電話してきたんでしょう？　これで違ちがうとか言ったら通話切るよ!?』

　……ッ!?

　俺はブロックサインを出して、メンバーたちに事態の進展を告げる。皆も俺の周囲に集まり、ケータイの会話に耳をそばだてる。暑苦しい。

「ふ、フレイヤちゃん？　スカディさんはキミの所に来たのか？」

『来たわよ。今朝いきなりマンションのドア前に立っててさ。……一体何があったのよ？　あんなベトナム帰りのアメリカ兵みたいなディ姉初めて見たんだけど』

　よくわからんが相当ひどい状態だったらしい。

『何があったのか聞いても全然答えないしさ。でも多分お兄さん絡がらみだろうと思って、こっちから連絡しないようにしてたの。なんかムカついたから。それが何よ！　なんでこんなに遅くなってんのよ!?　まさか今の今までディ姉がいなくなったことに気付かなかったわけ!?』

　なんか理り不ふ尽じんに怒おこられる俺。しかしスカディさんの居場所がわかってホッとした気持ちの方が大きい。他の皆も大体そんな感じだ。

「ゴ、……ゴメン。今日一日、皆でスカディさんのこと捜し回っていたんだよ。それでさっきフレイヤちゃんのこと思い出してさ。それで電話を……」

『あー、気づかなかったのはディ姉じゃなくボクのことですか。まー、いーですよ。付き合いもそんなに長くないしねー』

　扱あつかいづらいなこの子。

「とにかくスカディさんはそこにいるんだろ。ゴメン迷めい惑わくかけて。すぐ迎むかえに行くから」

　横目でチラリと見ると、佐藤さんたちが既に車を出す準備を始めていた。陽ひはもうとっぷりと沈んでしまったが、まだヒト様の家にお邪じや魔まするのに遅すぎる時刻ではあるまい。

　スカディさんにも、彼女なりの考えがあってアジトから出しゆつ奔ぽんしたのだろうが、ここはやはりちゃんと話し合って……。

『いないよ、ディ姉』

　と頭の中で組みかけていた算段が、フレイヤちゃんの一言でブッ壊こわれた。

「え…………？」

　耳を疑う。だってフレイヤちゃん。姉が訪ねて来たってさっき言ったやん？　だったらそこにスカディさんいるんだよね？

『お兄さんが連絡してくるのが遅いから、もう次のフェイズに移っちゃったよ』

「フェイズって何だよ!?」

『ボクだって忙いそがしいんだよ？　アイドルの仕事はあるしガッコーだってあるし。そんな中ディ姉の世話する暇ひまなんてないの。だから引き取ってもらったんだよ』

「引き取る？　何処へ？」

『実家』

　その一言が、俺たちの新しいクエストの始まりを告げた。

　スカディさんの実家。そこはかねてより噂うわさに聞く、日本最大の軍人家系。その祖先は数多くの名将勇者を輩出し、現在の当主は第二防衛軍の幕ばく僚りよう長ちようを務めるという。

　それが東郷家。

　俺たちはそこにスカディさんを取り返しに行かなければならない。







第一章　スポーツ尻じり帰き省せいする







「はるばる来たぜ横よこ須す賀かです！」

　翌朝、俺と団長の二人はアジトから遠く離はなれた神か奈な川がわ県けんの横須賀駅に降り立っていた。

「横須賀といえば、黒船来航の地！　さらには日本で初めての軍港も置かれ、現在でも米軍が駐ちゆう留りゆうし、防衛大学のキャンパスがあるなどの一大軍港なのですよ！　ちなみに美少女ゲームつ○きすの舞ぶ台たいモデルとなった土地でもあります！　聖地巡礼ですよ！」

　団長から丁てい寧ねいなご説明があった。

　そんな歴史ある軍港都市だからだろうか、ここに日本屈指の軍人家系であるスカディさんの実家があるのは。

　昨日の夜、スカディさんが実家に送そう還かんされたという事実をフレイヤちゃんから聞かされた俺は、すぐにもその実家とやらへ乗り込むことを決めた。

　しかし佐さ藤とうさんら大人勢からの制止もあり、とりあえず一夜明けてから訪問すべきだ、ということで話がまとまる。

　フレイヤちゃんとの電話があったあの時はもう日が暮れていたし、さすがに初めて訪問する家へ深夜に押し掛けるのは非礼だろうとの佐藤さんたちからのアドバイスだ。

　俺たちは、相談もなく消えてしまったスカディさんと再び会うためにここまで来た。目的を遂とげるためには、実家にいるであろうスカディさんのご家族との衝しよう突とつは極力避さけるべきであり、それには礼節を守ることが肝要だ。

　同じ理由で、スカディさんの実家を訪問するのは俺と団長の二人だけに絞しぼられた。あまり大勢で押し掛けるのも先方の心証を害するという配はい慮りよからだ。

　そういうアドバイスを事細かに授さずけてくれた佐藤さんたちには毎度のことながら頭が下がる。

「行きましょう正まさ人とさん！　まずは戦せん艦かん三み笠かさで『タイタニックごっこ』をするのです！」

「イヤ観光に来たんじゃないですよ!?」

　早くも団長が目的を見失っていた。団長も昨日の夜から随ずい分ぶん元気を取とり戻もどし、いつものはっちゃけ振ぶりに一点の曇くもりもない。スカディさんの無事が確認されたからだろう。どっちにしろ団長には沈んでいるより元気溌はつ剌らつな方が似合っている。

　とにかくも俺たちは三笠公園には寄ったりせず真まっ直すぐスカディさんの実家を目指す。

「えーと、まず道順は……」

「……駅出て右だよ」

「ああ、たしかそうだった。……って、え!?」

　隣となりから投げかけられる声に何者？　と振ふり返かえってみると、そこにはフレイヤちゃんが立っていた。

　スカディさんの妹で、アザゼルバンクに所属するアイドル。今回スカディさんの居場所を教えてくれたのも彼女だ。

　昨夜、電話で話しただけだった彼女が何な故ぜここに!?

「何よ、スパイ映画で主人公と遭そう遇ぐうした敵てき要よう塞さいのザコ兵みたいなバカ顔して。アンタたちと同じ電車から降りてきたのよ。こっちから声かけるまで気づかないなんてサイテー」

　そうだったの!?

　フレイヤちゃんは、トレードマークというべき銀のツインテールを揺らし、ふくれっ面つらを示す。服装も、アイドルだけあって随ずい所しよにフリルをちりばめた気合の入ったものだ。

「でもフレイヤちゃん何故ここに……？　スカディさんのことが気になったから？」

「勘かん違ちがいしないでよね！　たまたまアイドルの仕事がオフになったから、たまには実家に顔出しとこーと思っただけよ！　別にお兄さんたちが、実家に乗り込むなんてノースパンで言い出すもんだから、ビックリしたわけじゃないんだからね！」

　何とも清すが々すがしいツンデレ振り。

「ともかくこっちだよ！　ここまで来たんだからついでにお兄さんたちも案内してあげるんだから！　あくまでついでなんだからね、勘違いしないでよね！」

「わぁい。舐なめたらしょっぱいツンデレアイドル尻ですぅ～～！」

　団長がフレイヤちゃんのお尻に誘さそわれて、カルガモの子供のごとく後についていった。アレならはぐれることはあるまい一安心。

「…………正直ボクもさ、しくじったって思ってるんだ」

「え？」

「ディ姉を実家に引ひき渡わたしたこと。ヨル姉――って一番上のお姉ちゃんなんだけど、ヨル姉からはもしディ姉から連絡来たら必ず教えるようにって言われてたし。ディ姉もボクん家に来たとき、お兄さんと顔を合わせたくないって凄すごい落ち込んでたから。だから、ボクがするべきなのはディ姉を一番落ち着ける場所へ移すことかなって……」

　スカディさんとその実家の関係。それはおしり団が旗はた揚あげされて以来おざなりにされていた問題だった。

　今まで何度も言われてきたが、スカディさんの生まれた東とう郷ごう家は日本有数の軍人家系だ。東郷家に加え、山本家、児玉家、乃の木ぎ家。これらが日本の四大軍人家系と言われ、軍の中枢は久しくこの四家によって動かされ続けてきたという。

　そんな由ゆい緒しよある家いえ柄がらにとって、その一族の一人が悪の組織――言ってしまえば犯罪集団に所属するなど言語道断。スカディさんはそうした板いた挟ばさみにあっていたのだ。

　両立しがたい二つの事こと柄がらを整合するために、スカディさんは絶縁状を書いた。実家と完全に縁えんを切ることで家族からの介かい入にゆうをシャットアウトし、同時に悪の組織に所属することで家族にかかる迷惑を未然に防いだ。

　それが今から三カ月ほど前、俺たちが正義の組織ＭＩＮＯＳミノスと初めて衝突した時のことだった。

　だが俺は、スカディさんがどんな気持ちで絶縁状を書いたか、想像したことがあったか？

　十数年。生まれてからすべての時間を共に過ごした家族。そんな人たちとの関係を唐とう突とつに断たち、二度と会わぬことを誓ちかうとは、どのような覚かく悟ごで行われるものなのか。

　家族愛の薄うすい俺には想像が及およばない。しかしそんなアホな俺にも僅わずかながらにわかることは、それはとても辛つらいことだろう。絶縁を言い放った方にも、勿もち論ろん言われた方にも。

「……ゴメン、フレイヤちゃん」

　歩きながら、俺は独りでに呟いていた。

「俺はずっとスカディさんに甘あまえていたみたいだ。あの人が俺に差し出すものが、どんな苦しみの上に生み出されてきたのか。考えようともしなかった」

「…………」

「スカディさんに会ったら、まずそのことを謝あやまるよ」

「……………………やっぱ優やさしいじゃん、コイツ」

　ん？　なんかフレイヤちゃんが小声過ぎてよく聞き取れなかった。

「あぁぁ、もぅ！　いいよ着いたよ！　右手に見えますのがボクん家にございます！」

　話し込んでいて全然気づかなかったが、もう随分歩いていたらしい。地形の入り組んだ横須賀の坂道をグングン昇のぼり、小高い丘おかの上に建つ、とても大きな洋館。

「洋館ッ!?」

　何と言うか、自分が推理小説の探偵役にでもなったかと錯さつ覚かくを起こさせるような、雰ふん囲い気きのある洋風邸宅だった。

「うわぁ！　黒○館ですか!?　夢○館ですか!?　わかった『う○みねこのなく頃ころに』ですね!?」

　団長、それ全部洋館にまつわる不ふ吉きつな小説あるいはゲームです。

　しかし今目の前にある洋館は、白しろ塗ぬりの壁かべが清潔で、周囲に見える松の緑や、遠く海からの潮風も相まって、とても爽さわやかな印象だ。

「ヘンな言いがかりはやめてよね。コレでもボクやディ姉が生まれ育った家なんだから！」

　まことにフレイヤちゃんの仰おつしやる通りであった。

「じゃあ、これから中に入るけど充じゆう分ぶんに気をつけてね。お兄さんたちのことは事前にボクから伝えてあるけど、どんな対応をしてくるかはちょっと予想ができないから」

「えぇー？」

　と困こん惑わくの声を上げつつ、反面それも仕方ないことかもな、と思えた。

　思えばスカディさんが実家に絶縁状を出したこと。今回ズタボロ状態で実家に強制送還されたこと。どちらも俺が原因であると言えなくもない。

　そんな俺が、スカディさんの家族の方々からどのように見られているか。想像するのも恐ろしやであった。

「まあ、顔を見るなり襲い掛かってくるとかはないと思うけど。……イヤあるか。三兄とか四兄ならあるいは……？」

　なんかフレイヤちゃんが怖こわいことを言っております。この洋館のジャンルはアドベンチャーではなくアクションらしい。今のうちに特とく殊しゆな操作性を覚えておかなくては。

「じゃ、入るよー」

　ギギッ……、時代がかった音をたてて玄げん関かんの扉とびらが開く。中に入るとそこは広めの玄関ホールだった。

「ただいまー。一家のアイドル・フレやんが帰ってきたよー。誰かいるー？　……って」

　フレイヤちゃんの声が止まる。何かに気づいたようだ。俺もフレイヤちゃんの視線を追ってみると、そこは玄関ホール。二階へと続く大きな階段がしつらえてあり、その正面に体格のガッシリした若い男性が仁王立ちしていた。

　白い学生服を着て、その服の上からでもわかる鍛きたえられた肉体。背も高く、手足も首も丸太のように太く、そして頭は丸まる坊ぼう主ず。

　そんなプロレスラーみたいな巨きよ漢かんが、両りよう腕うでを組んで俺たちのことを待ち構えていた。

「……よ、四兄」

　フレイヤちゃんが、その丸坊主に向かって呼ぶ。

　四兄と呼ばれた巨漢は、ギロリと血走った目をこちらに向けた。イヤ、正確には俺に向けてか。

「…………貴様か、オレたちのスカディを誑たぶらかしたゲス野や郎ろうとは……!?」

　ヤバイ、と一目でわかった。あの巨漢の体たい躯くから、敵意というよりも殺気が蜃しん気き楼ろうのように昇り立っている。

「……フレイヤちゃん。あのお方は、誰？」

「四兄……。と言うか東郷志し四し郎ろう兄さん。ボクとディ姉のお兄ちゃん」

　やっぱりねー。それで彼かれの噴ふん出しゆつさせる怒いかりのオーラが納なつ得とくできた。あの人は確実に、俺のことを敵と認にん識しきしている！

「よくこの東郷家にやってきた。これで可愛い妹の受けた苦しみを、オレのこの手で返してやれる！　くたばれゲス野郎ォォーーー！」

　言うなり志四郎兄さんとやらは、俺に向かって猛もう然ぜんダッシュをかましてきた。その巨きよ体たいが駆け寄ってくる様は、さながら猛もう獣じゆうが襲い掛かってくるかのよう。

「うひー！　この洋館、アドベンチャーかと思ったらアクションジャンルなのですよー！　タ○ラントが襲ってくるのですよー！」

　団長の感想も俺と同じらしい。

「うら死ねやぁーーーー！」

　相手は柔道経験者なのか、迷うことなく俺の襟えり首くびをつかんできた。対して俺はその手を取り、捻ひねり上あげ、逆関節に極きめて抑え込む。

「痛て、いてててててててて…………ッ!?」

　うむチョロい。このタ○ラント超ちようチョロい。ベリーイージーどころの話じゃない。コイツを倒たおすにはロケットランチャーが必要だと思っていたけど、なくても倒せた。

「すっご……。四兄って柔道インターハイで全国まで行ったのに……」

「え？　そうなん？」

　俺はそのインターハイ全国クラスの腕うでをギリギリ捻り上げながら言う。

　俺も前回斑鳩いかるがさんと戦って、これよりベリーハードな相手なんていないだろうという思いを味わったからなあ。それに比べれば今さら他の相手にビビる必要もないと言うか。

　まだ前回負った左手首のケガが完治していないけど、それでもＭＴ能力のない一般人相手ならもう負ける気がしない。

「いた、いた、いたたたたた！　離せこの卑ひ怯きよう者もの！　……痛い！」

「そんなこと言っても、離したらまた襲い掛かってくるでしょ、おたく？」

「当たり前だ！　大事な妹を傷つけたヤツなど生かして帰すか！」

　大事な妹を傷つけたヤツ。

　やはりこの家の人たちにとって俺への認識はそういうものだった。

　しかもそれはどう言いい繕つくろおうとも真実。だからこそ俺は、かつて美み夜やの父親である赤オッサンと争あらそった時と違い、敵意全開でこの人たちに対することができない。

　なんとか矛ほこを収めてもらって、話し合いの場に持ち込まなければ……。

「――何を呆ほうけている志四郎」

　すると今度は、上の方から新たな声が聞こえてきた。見上げると玄関ホールの、二階へと続く階段の踊おどり場ばに、スカディさんやフレイヤちゃんを一回り大きくしたような銀ぎん髪ぱつの女性が立っていた。

　銀色の長ちよう髪はつはウェーブで、その凛り々りしい立ち姿は神話にある狩しゆ猟りようの女め神がみのようだ。ただそう思うのは、その女性が手にアーチェリーの弓矢をつがえていることも原因に他ほかならない。

　それともう一つ。その女性について特筆すべき点は、お腹なかが異様にポッコリ膨ふくらんでいた。妊にん婦ぷ？

「ヨル姉!?　帰ってたの!?」

　フレイヤちゃんが女性の姿を確認して同様に叫ぶ。

「小官の名は、ヨルズ・Ｗヴアイスマン・秋あき山やま。栄えい誉よある東郷家の長女なり。我わが家門に泥どろを塗ぬり、純じゆん粋すいなる我が妹をかどわかした夜道怪。我が家系の誇ほこりにかけて、貴様を生かしてここから出さぬ。覚悟せよ！」

　夜道怪って俺のこと!?　スカディさんのお姉さんらしいその女性は、これまた殺気のこもった目つきで俺のことを睨にらみつけ、満月時の悪魔並に交渉不能な雰囲気だ。

　手にもつ弓矢は、当然俺を射殺すためのものだろう。

　と言うかコレ地味にヤバい。今俺はお兄さんの志四郎さんを捻り上げているわけだから、お姉さんに弓矢で狙ねらわれていても動けないってことだ。

　動いたらお兄さんの拘こう束そくが解けてまた襲い掛かってくるだろうし、動かなかったらお姉さんの弓矢の格好の的だ。

　ナニコレ知らんうちに追おい詰つめられている!?　この窮きゆう地ちをどうしたものかと俺が思考を巡らせていると。

「ヨル姉貴！　気を付けろ！」

　俺に関節を極められているお兄さんが、痛みに耐たえつつ叫ぶ。どういうことだ？　俺に何か切り札があるとでも思っているのか!?

「そこの床ゆか、ワックス塗りたて……！」

「「「「え？」」」」

　弓矢を構えるお姉さんが立っているその床。その床は遠くの俺から見てもピカピカで、よく滑すべりそうだった。そのよく滑りそうな床の上に立つお姉さんが、示し合わせたかのようにツルッと足を滑らせた。

「あっ……」
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　体が四十五度傾かたむき、もはや自力での姿勢制御は無理だろうと一目でわかる。お姉さんが今立っているのは、階段の踊り場なのだ、そんなところでこけたら、どこぞの映画のワンシーンみたいに階段をゴロゴロ転がり落ちていくのは必定。

　そしてさらに緊きん急きゆうをもって語られるべきは、そのお姉さんのお腹がポッコリ膨らんでいること。

　妊婦＋コケる＋階段＝？

　これらの方程式が揃そろった時、俺の頭は真っ白になった。

「わぁぁぁぁーーーーーーッッッッッッ!?」

　俺はもう拘束しているお兄さんなど意に介かいさず、階段へ向かって猛ダッシュ。自分でも信じられないぐらいの速さで踊り場まで到とう達たつすると、床に衝突する寸前のお姉さんのお腹を、見事にキャッチ！　しかも羽う毛もうを掴むような優しさで！

「「「おおぉーーーー」」」

　パチパチパチパチ。

　階下から感かん嘆たんの声と称しよう賛さんの拍はく手しゆが聞こえてきた。イヤまあともかくも何事も起きずによかった。俺は母体に衝しよう撃げきを与あたえないよう細心の注意でお姉さんを床に下ろし……、グボヘッ!?

「何を勝手に小官の体に触ふれるか馬ば鹿か者ものッ!?」

　殴られた!?　九死に一生を救ったのに!?

「小官の体に触れていい男は我が夫のみ！　夫への貞てい操そうを守れなかったどころか敵に窮地を救われるなど、軍人としてこれ以上ない恥ち辱じよく！　これを清算するには……！」

　ん？

「腹を切る！」

　お姉さんは、いまだ手にしていたアーチェリーの矢を自分の腹に突つき立たてようと……!?

「わぁーッッ!?　やめてぇーーーーッッ!?」

「ヨル姉貴やめてぇぇーーーーッッ!?」

　これには兄弟である志四郎さんも一緒になって制止に入る。

　ヤヴァイ。さっきから全然生きた心ここ地ちがしない。このお姉さん、スカディさんの親族だけあって行動原理がまったく同じだ。軍人はなんかあるとすぐ自決しようとするから厄やつ介かいだ！

「やめてくださいお姉さん！　今アナタが腹を切ったら想像以上の大だい惨さん事じに！」

「そうだよ！　そんなことになったらオレもう一生悪夢にうなされ続ける自信あるよ！　だからやめて！　命を大事に！」

　必死の中の必死を振り絞ってお姉さんを説得すること五分弱。

「ふむ、そういうことなら思いとどまろう」

　お姉さんは何とか俺おれたちの進言を受け入れてくれた。その頃には俺も志四郎さんも精根使い果たし、ワックスピカピカの床に足を投げ出すのだった。

「疲つかれた……。超疲れた…………！」

「なんでお宅訪問した傍そばから全力で流りゆう血けつ沙ざ汰た阻そ止ししなきゃいけないんだ……!?」

　まさに恐おそるべし東郷家であった。俺が今まで経験してきたスカディさんの奇き行こうは、それらのほんの序の口にすぎないのではないか？

「あ、お姉ちゃんたち終わったー？」

「お茶の用意ができたのですよー。テラスに全員集合なのですよー」

　フレイヤちゃんと団長。俺たちが寿じゆ命みようを削けずってお姉さんを説得してる間にそんなことをしてたのか。

「ふむ、そうだな。喉のども渇かわいてきたことだし一いつ杯ぱいいただくとするか」

「「誰のせいだと……!?」」

　俺と志四郎さんの恨うらみ言ごともまったく聞こえぬ風で、お姉さんは団長たちの待つテラスへと歩いていく。

　そしてその通過地点に、何故かバナナの皮が置いてあった。

「あっ」

　妊婦のお姉さんはあやまたずその皮を踏ふみ、また見事にすってんころりんと宙を舞まう。

「「うわぁぁぁーーーーーッッ!?」」

　俺と志四郎さんはまたしても肝きもが潰つぶれる思いでダッシュした。

　ヤバイよ、この人。ドジッ娘こ属ぞく性せいの妊婦とか心臓に悪すぎる！
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　こうして一通りのゴタゴタを済ませた後、俺たちは無事（？）テーブルを囲むことになった。

「本当に何事もなくてよかった……！」

　まだ心臓がバクバク言っていて、口にしているカモミールティーの味もよくわからん。

「まずはさ、自己紹介から始めよーよ！　互たがいに初対面なんだしさ！」

　フレイヤちゃんが、みずから折せつ衝しよう役やくを買って出て、場を仕切ってくれている。

「まずはボクから！　ボクはフレイヤ・Ｗ・東郷！　東郷家五女にしてＡＺＢ６４に所属する大人気売出し中のアイドルだよー！　サイン貰もらうなら今のうち……、ぐふぉッ!?」

　調子こいたフレイヤちゃんを、お姉さんが小こ突づいた。

「……東郷家長女、ヨルズ・Ｗ・秋山」

　むっすりとした口調で言う。

「秋山、ですか？　苗みよう字じが違うような……？」

「この腹を見てわからんか愚おろか者もの。小官は既に他家へ嫁とついだ身。ゆえにもう小官には東郷姓せいを名乗る資格はない」

　わかりますよっ。そのお腹のお陰かげで何度寿命が縮まる思いをしたか。恐らく生まれてくる赤子は、俺や志四郎さんの寿命を吸い取ってさぞ壮そう健けんに育つことだろう。

「今は出産準備のために家に戻っておるが、母上が不在である以上、変事に指揮するのは長ちよう姉しの務めだ。長ちよう兄けいたる悌てい一いち郎ろう兄上を始め、他の兄弟も任地に散らばっておるゆえな」

　そういえばスカディさん家は五男六女の大家族だったっけ。前に聞いたことがある。

　お父さんお母さん頑がん張ばりましたね、としか言いようがないが、それがたしかとするなら今いるヨルズさんたちの他にもスカディさんの兄弟は沢たく山さんいるということだ。

「一兄貴と次つぎ兄あに貴きは本職の軍人として任地に。イル姉、ヒル姉はダンナにくっ付いてこれまた任地だな。三兄貴は防衛大学で受講中。そしてオレが四男の東郷志四郎だ！」

　うん知ってる。

「年少のランと剣けん五ご郎ろうは小学校におる。東郷家当主たる父上もまた、第二防衛軍幕僚長の大任を果たすため、ここ数カ月視察のために海外を歴訪されておる。それがようやく本日お帰りになると言うので、母上はその出で迎むかえだ。よって現在この家にいるのは長姉である小官、四男志四郎、五女フレイヤ。……そして四女であるスカディのみ」

　最後の一言に、俺は自分を抑おさえることができなかった。

「スカディさんは……！　スカディさんはここにいるんですね!?　お願いです、スカディさんに会わせてください！　一目でもいいんで…………！」

「控ひかえよ下げ郎ろう！」

　ヨルズさんの冷然とした一言に、俺は言葉を詰まらせる。

「こちらは全員名乗ったというに、貴様は応ずることもなく己おのれの要求を通すか。物事の道理を知らん夜道怪め。話を聞いてほしかったら、最低限の礼節を示すのだな」

　ヨルズさんの言うことはまったく正論だった。俺ははやる気持ちを抑え、襟えりを正してみずからを名乗る。

「……十じゆう王おう正人と言います。スカディさんは、俺にとって大切な仲間です」

「伊い佐さ波なみ美みと申しますですよ！　おしり制せい覇はの野望に燃えるスカディちゃんのお友だちです！」

　便乗して団長も名乗ったが、スルーしてくれると嬉うれしい。

「十王……？」

　その苗字にヨルズさんは僅かに反応を示した。

「……イヤ、名乗ったところでこちらの対応は変わらん。即そつ刻こく立ち去るがいい。スカディと会わせることなど許さん」

「なんでよヨル姉!?」

　俺よりも先にフレイヤちゃんがヨルズさんに食ってかかった。

「この二人が自分で言ったじゃん、ディ姉の友だちだって！　コイツらをディ姉に会わせないで追い返すなんて、それこそ非礼だよ！」

「何が友か。コヤツらが薄うす汚ぎたない悪の組織とやらの一員であること。小官が見み抜ぬけぬと思っているのか？」

　ヨルズさんの言葉に、俺もフレイヤちゃんも身が竦すくむ。やはり軍事という華はな々ばなしき表おもて舞ぶ台たいに立つ東郷家にとって、俺たち悪の組織は害虫のようなものなのか？

「三カ月前、スカディから絶縁状が届いた際、我が家は大いに混乱した。開国より国防担いし由緒ある東郷家から、法に逆らう集団に属する者が出ようなど。しかし折おり悪あしく、家長たる父上が海外視察に出かけたばかり。スカディの身をどう処すか、すべての裁定は父上が戻られて後と、当時は決した」

　ヨルズさんは立ち上がり、真っ直ぐに俺を睨みつける。頭上から、見下すようにして。

「しかし父上の帰き還かんを待つことなく、スカディの方が我らの下へ帰ってきた。身も心もボロボロにして。スカディがどんな扱いを受けてきたか。何をさせられてきたか。あの姿を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん」

「ッ!?　スカディさんは、そんなに酷ひどい状態なんですか!?」

「白々しいことを言うなッ！」

　ヨルズさんは立ったまま、鋭するどく尖とがったものを俺に向けて突き付けた。さっきのアーチェリーの矢だ。弓から放たずとも皮ひ膚ふを突き通すぐらいはできるだろう。

「昨さく日じつ、フレイヤから急報を受けて母上と志四郎が迎えに行き、そしてこの家へ戻ってきたスカディを見たとき、小官がどれほど衝撃を受けたか貴様ごときにわかるか!?　……あのスカディが、まるで子こ猫ねこのごとく弱々しくなっていたあの様を……！」

　ヨルズさんの瞳ひとみに宿っていたのは、激しい怒り。それと同時に深い悲しさも見み出いだすことができた。

「あの子が生まれたとき、我々家族がどれだけ喜んだか、貴様など知る由もあるまい。何度繰り返そうと変わりはしない、新しい家族を迎えるめでたさは。そこの志四郎などは、すぐ下の妹であるゆえに兄弟の中でも一ひと際きわスカディのことを可愛かわいがっていた。……そのスカディを、貴様のようなどこの馬の骨ともわからん男に弄もてあそばれた無念がわかるか!?」

　彼かの女じよの怒りは正当なものだということは問うまでもない。大切な家族。それを傷つけられた痛みをヨルズさんは今訴うつたえているんだ。

「東郷家の家門を汚けがしたことはこの際どうでもいい。だがスカディを、我が妹を誑かし、傷つけたことは断固として許せぬ。だからこそこれが最後通告だ。今すぐここから去り、二度とスカディの前に姿を見せるな。それが守られぬ時は、我ら一族との全面戦争を覚悟せよ！」

　ヨルズさんは、突き付けるアーチェリーの矢をより一層強く俺に突き付けた。あと一ミリでも押し出せば、俺の眉み間けんに刺ささってしまいそうなほどに。

　その鋭さは、彼女ら一家の怒りの鋭さと同義だろう。この矢は、彼女らの気持ちを形に表したものにすぎない。

　だからこそ俺は、この矢を使ってやることがあった。

　俺は唐突にイスを蹴けって立ち上がると、ヨルズさんの手からひったくるように矢を奪い取る。

「なっ……!?」

「お兄さん!?」

　志四郎やフレイヤちゃんも当とう惑わくして立ち上がる。

　しかし俺は、彼らが対処を始めるよりなお早く、奪い取った矢を振り上げると、力の限り思い切り振り下ろした。

　矢をもつ右手を、テーブルに置いた自分の左手の甲こうへ、ザクリ！　と。

「あっ!?」

「ひっ!?」

「……バカッ!?」

　東郷家兄弟三人。それぞれ表情を凍こおらせて、俺の左手に突き立つ矢に注目する。中手骨の隙すき間まを狙って見事手の平を貫かん通つうできた。

　ぐりっ、ぐりっ、と二、三度揺ゆらし矢を引き抜く。思った以上の血が噴き出す。

「……これで、スカディさんの受けた痛みの何百分の一かでも、俺は知ることができたでしょうか？」

　硬こう直ちよくして立ち尽くすヨルズさんに俺は尋たずねる。

「もしこれで納得してくれたなら、お願いです、スカディさんに会わせてください。スカディさんを辛い目に遭わせたのはたしかに俺だ。だからこそ俺は一目でもスカディさんに会って詫わびたい。それが許されるまで、俺も引き下がる気はありません」

　ザクッ、と今一度肉をえぐる手て応ごたえが俺の骨身に響ひびいた。再び矢が俺の左手を貫つらぬいたのだ。俺の肉体的苦痛が、少しでもこの人たちの溜りゆう飲いんを下げ、スカディさんへの道を繋つなげてくれるなら、俺にためらう理由はない。

　矢を引き抜く。テーブルに益ます々ます血だまりが広がる。俺は矢を振り上げ、三つ目の穴を左手に空けようとした、その直前……。

「待てッ！」

　振り上げた右手を、両手で押さえたのは志四郎さんだった。そのまま立ち尽くすヨルズさんに視線を送る。

「わかった！　もう充分だ！　ヨル姉貴、コイツの言うとおりにしてやろう！　コイツの覚悟は充分に伝わったろう!?」

　ヨルズさんは答えず、心が消し飛んだかのような表情で直立不動だった。少しして、糸が切れたかのようにプツンと椅い子すに座すわる。

「悪い、テーブルを台無しにしてしまった。弁べん償しようするから値段を……」

「バカッ、そんなことより救急車だ！　フレイヤ、俺が応急処置してる間に１１９番を……！」

「ふざけるな」

　志四郎さんの肩かたを掴つかむ。

「俺は、スカディさんに謝るためにここに来たんだ。それが済むまでどこにも行く気はない。……頼たのむ、スカディさんに会わせてくれ」

「……わかった、わかったよ、ああもうッ！　でもとにかく応急処置だけはさせてくれ！　っていうか痛くないのかよ!?　手に矢が突き刺さったんだぞ？　貫通してるんだぞ？」

「めちゃくちゃ痛いけど」

「だったらもっと痛そうにしろよ！」

　彼の態度や言動から、どうやら俺のことを本心から気き遣づかってくれているのがわかった。ゴツイ見た目に反して優しいヤツだ。

「……どうせ前の戦いでの傷が治ってないからな。役に立たないのがわかりきってるなら、どんだけケガが増えても同じさ」

　自分の左手を見る。斑鳩さんを殴なぐって負った手首の骨折が、まだ快かい癒ゆしていない。

「それに俺もちょっと辛しん抱ぼうの限界に来てたから、ガス抜きにはちょうどよかった」

「辛抱……？」

「スカディさんをここまで追い詰めた、俺自身への怒りだ」

　次の瞬しゆん間かん、俺の身に不可解なことが起こった。傷だらけになった俺の左手を、薄緑色の光が包み込む。

「はっ!?」

　突とつ然ぜんのことに何が何やら。緑の光は俺の左手を舐めまわすように煌きらめき、驚おどろくべきことに、空いた穴が時間を逆回しするかのごとく、見る見るうちに塞ふさがっていく。

　傷が、治ち癒ゆしていく……!?

「おしりヒーリングです！」

　団長が高らかに宣言した。このケアルあるいはホイミ的な緑光は、団長のＭＴ能力によるものなのか？

　そりゃまあＭＴ値一〇万という、インフレも甚はなはだしい能力の持ち主だからな団長は。傷の治癒ぐらいは朝飯前でこなすだろうけど。

「珍めずらしいですね団長。こんなお尻しりにまったく関係ないことに……」

　団長のＭＴ能力の源は、その困るぐらいに溢あふれださんばかりのお尻への愛。それゆえに団長のＭＴ能力発動のトリガーはお尻に関かかわること全ぜん般ぱんで、それ故ゆえ実戦に利用することは不可能。
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　色々理解が整わないまま暴走させた最初のＭＩＮＯＳ戦はともかく、それ以降はほとんど有効活用できなかったしな。

　それが何故今……？

「何を言うのです！　おててが元気でないとスカディちゃんのおしりを撫なでられないではないですか！」

　団長、ご家族の前です。御ご自じ重ちようください。

「それから……」

　団長は、唐突に俺の向むこう脛ずねへサッカーボールキックした。

「いったッッッ!?」

　骨の芯しんを駆け上がる衝撃！

「痛ツッ……!?　何するんですか団長!?　いた、いたたたたたた……!?」

「さっきの矢で刺した方が絶対痛いと思うんだけど……？」

　などと志四郎さんから呟つぶやかれるが、うるさいな。覚悟してやるのと不意打ちでやられるのはだいぶ違ちがうんだよ。

　団長は何故、おもむろにこんな体たい罰ばつを？

「皆みなさんを怖がらせたお仕置きだべーです」

　いつになく真ま面じ目めな表情で語る団長。言われて俺は、初めて周囲の状じよう況きようへ注意が向く。ヨルズさんもフレイヤちゃんも顔を真っ青にして、唇くちびるを震ふるわせている。まともな判断力を保持しているのは志四郎さんぐらいのものだった。

「今の正人さんはダメダメです。そのままスカディちゃんに会いに行っても余計スカディちゃんを怖がらせるのです。それならいっそ会わないでトンボ帰った方がいいです」

「う……」

　まさに団長の仰る通りだった。俺のせいで一変してしまったこの場の空気だけでわかる。

　俺は、自分に腹が立つあまり周りのことが見えなくなっていたのか？

「……すみません団長」

　団長のお陰で頭が冷えた。たしかにさっきまでの俺なら、自分に感じている苛いら立だちをスカディさんにまでぶつけていたかもしれない。

「うむです！　スカディちゃんに会って心行くまでおしりを撫でるといーのですよ！」

　だからご家族の前ではっちゃけるのおやめくださいませんかね。

　……気がつけば左手のケガは、矢傷どころか斑鳩さん戦での骨折まで完治していた。テーブルまで綺き麗れいに元通りになっている。いつもながらおしりパワーは偉い大だいだ。

「じゃあその……お兄、さん？」

「誰だれがお義に兄いさんだ!?　……志四郎でいい、志四郎で」

　なんか単語のニュアンスが微び妙みように違った。

「まあお前の覚悟はたしかに見させてもらった、あそこまでされたらお前の要求も聞き届けんわけにもいくまい。スカディには会わせてやる」

「……ありがとうございます」

「だが、事は簡単じゃないぞ。スカディのヤツ、帰ってきてからずっと自室に閉じこもって一歩も出てこない。家族のオレたちですら顔も見られぬ状態なんだ」

　スカディさん、そこまで……。

　家族から許可を取っただけでは、スカディさんにたどり着くミッションはコンプリートではないということか。

「昨日から食事だってとってないし、正直心配していたところなんだ。もしお前が部屋から連れ出してくれるなら紫し綬じゆ褒ほう章しようものだ」

　妙みように期待を掛かけられてもな。

「がんばってください！　正人さんはやればできる子なのですよ！」

「そんなこと言って、団長は一いつ緒しよに来ないんですか？」

「団長的には、ここですべきことがあるのですよ」

　と言ってヨルズさんやフレイヤちゃんを見る団長の目は獣けもののように光っていた。この人の方がよっぽど頭を冷やすべきな気がした。
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　そうして俺は、ようやくにしてスカディさんとの再会の場に辿たどり着つくことができた。

　志四郎の案内で二階に上がり、奥おくから四番目の部屋の前に立つ。ここがスカディさんの部屋らしい。

「アイツがこの部屋にいるのも、実に一年ぶりだ」

　志四郎が感かん慨がい深ぶかく言った。軍のＭＴ研究機関が閉へい鎖さしてから、スカディさんは都内の学校にいたわけだからな。こんな形で里帰りするなんて、誰も予想しなかったに違いない。

「……スカディ、起きているか？　お前の友だちが訪ねて来たぞ？」

　志四郎がノックするも返事はない。まるで空き部屋のようだった。

　本当に空き部屋かと思ってドアノブを回してみるも、ガチャガチャいうだけでビクともしない。

「鍵かぎがかかっているな。……こうなっては気が進まんが非常事態宣言を出すしかあるまい。マスターキーを取ってくる。お前はここで待っていろ」

　マスターキー。洋館推理物の必ひつ需じゆアイテムですな。

　それを取りに行くために志四郎は階段をパタパタと駆け下りていった。二階の廊ろう下かには俺一人がポツンと取り残される。

「…………さて」

　志四郎が戻もどってくるまでただボーッと待ってるのも芸がないから、俺も何か行動を起こすことにしよう。

　とりあえずポケットから財さい布ふを取り出し、さらにその中に隠かくしてあるピッキングツールを取り出した。それをスルリと鍵穴へ。

　カチャカチャカチャ、カチリ。

　五秒か、まあまあのタイムだな。

　ドアは開いた。誰をも拒こばんできたスカディさんの秘密の領域に、今足を踏み入れる。

「……ん」

　室内は、思ったよりもずっと整然と片付いていた。まあスカディさんの性格を思うと当然な気もするが、彼女はかれこれ一年間ここを留守にしていたはずだ。

　家具の上にうっすらと埃ほこりが積もっていて、生活感が薄れ始めているのを感じた。

　その中で、ただ一カ所だけ感じる生活の息吹いぶき。

　グシャグシャに乱れたベッドの上には、こんもりと盛り上がった毛布がある。

　人の気配に感づいたのだろう。毛布のふくらみはモゾモゾと動きだす。まるでイモムシのような動きだ。やがて毛布の端はしから銀色の頭がチョコンと出てきた。

「……ヨル姉上ですか？　マスターキーまで持ち出して……」

　どうやら今まで眠ねむっていたらしかった。ノックに応こたえなかったのはそのせいか。

「……申し訳ありません。今はまだ誰とも会いたくないのです。食事もいりませんから、一人にしておいてください」

「スカディさん」

　ビクッと、ベッドの上のイモムシが反応した。

　ガバリと跳はね起おき、毛布を払はらいのけて現れたのは、俺もよく知る銀髪の女性。

　スカディさんは、学校の制服そのままで、髪かみも寝ね癖ぐせでボサボサ。普ふ段だんの几き帳ちよう面めんな彼女からは考えられないほどの、だらしのない格好だった。

　しかしそれは結局、彼女の打ちひしがれた心の発はつ露ろにすぎない。

　服装や髪かみ形がただけではない、真っ赤に腫はれ上あがった彼女の両目。一晩中泣き明かしたであろうことが一目でわかる。

「ま、正人中ちゆう尉いッ……!?」

　スカディさんは、払いとった毛布をすぐまた引き寄せ、頭から被かぶった。尻しりもちをついた体勢のまま俺から後ずさり、背中をドンッと壁かべに付ける。

「スカディさん……」

「正人中尉……ッ!?　なんで……ッ!?　こ、来ないでください、見ないで、私を見ないで…………ッ!?」

　肩が震えているのが、毛布を被った上からでもわかる。それを目まの当あたりにした時俺の心は、石のナイフでガリガリ削られていくような感覚に襲おそわれた。

「スカディさん……！」

　俺の足が独りでに動き、一歩、一歩、スカディさんに近づいていく。ベッドの上に膝ひざを乗せ、ジリジリと詰め寄って、そして毛布の上からスカディさんのことを抱だきしめた。

「あっ……」

　頭を撫でたことぐらいは何度かあったが、こうしてスカディさんの体全体を抱きしめたのは初めてではないだろうか。

　細い。としか思えないほどスカディさんの体はか細かった。

　もう少し力を込めたら折れてしまいそうなほど。俺はこんな女の子を、戦いの前線に立たせてきたのか。傷だらけになるまで酷こく使ししてきたのか。

　団長から諭さとされたばかりだと言うのに、また自分への苛立ちがふつふつと湧わく。

「すみません……。スカディさんすみません……ッ！」

　自分の意志に関係なく、抱きしめる腕に力がこもる。

「おやめください正人中尉。もう私は、正人中尉のお役に立つことはできません。だから……、だから、こんなに、優やさしくしないで……！」

「そんなこと関係ないッ！　なんで黙だまって出て行ったんですか!?」

「……ッ！」

「斑鳩さんに敵かなわなかったことがそんなにショックだったんですか？　仕方ないですよ、あんな人に勝てるヤツなんか地上にはいません。スカディさんはベストを尽くした。それはスカディさんの戦いを直に見た俺が保証します！」

「でも、でも私は、正人中尉のお役に……」

「それがなんだって言うんです!?　役に立たないなら出て行けって俺が言いましたか!?　いらないって言いましたか!?　それとも他に誰か、スカディさんにそう言ったヤツがいましたか？　もしそうなら、俺がソイツを叩たたき殺ころしてやる！」

「……ッ!?　ち、違います正人中尉……！　これは私の意志で……」

　スカディさんを怯おびえさせてしまった。またヒートアップしていたようだ。努めて心を落ち着けて、静かに語りかける。

「…………スカディさん。俺とスカディさんは、おしり団が始動した時からずっと一緒に戦ってきた。俺の傍にはいつもスカディさんがいた。それがどれだけ頼もしかったか。俺は昨日、スカディさんが俺の前からいなくなって初めて気づけた」

「………………」

「すみません。今までスカディさんが隣となりにいて、一緒に戦ってくれることを当たり前だと思っていた」

　俺の腕の中で毛布がモゾモゾ動くと、それだけでスカディさんの頭が毛布の中から現れた。

　頬ほおに、まだ乾いていない涙なみだの筋があった。

「でも私は……、これ以上正人中尉のお役に立つことはできません」

　スカディさんは、縋すがり付つくように訴えた。

「私の目標は、地上最強の兵士となることです。この東郷の家に生まれ、軍人となることを宿命づけられた私には、その道しかない。正人中尉の下でならその目標を達成できると思い、私は正人中尉の副官となることを希望したのです」

　たしかにそうだった。

　副官にしてほしい。初めて言われた時はどういうことかと面食らったが、スカディさんがその言葉に、いかなる決意を込めていたかは今ならわかる。

　でもそれとは別に、俺のスカディさんに対する想おもいも、時間は育はぐくんできた。

「いいじゃないですか。たとえスカディさんの理想通りになれなくても、俺にはスカディさんが必要なんです。それじゃダメですか？」

「ダメです…………！」

　キッパリ言われた。

「だって私は……、軍人としてダメなら……。どのような立場で正人中尉に仕えればいいのです？　つ、つまりは、お、おんな、として…………ひゃわわっ!?」

「スカディさん!?」

　スカディさんが急に可愛い悲鳴を上げるので、俺は当惑する。

「正人中尉……、やはりそういうことなのですか？　兵士として役に立たない私は、女として正人中尉の利益に……、つまりは慰い安あん……、ひゃううッ!?」

「ちょっ、何言い出してるんですかスカディさん!?　しかもさっきからやたらと色っぽい声を出して……。一体何が原因で……、ッ!?　うえぇぇぇぇッ!?」

　その時俺おれは、スカディさんがやたらとエロい声を発している原因を特定した。

　それは俺自身だった。俺の左手が、スカディさんのお尻へと伸のび、サワサワしたり、モミモミしたり、ムギュムギュしたりしていたのだ！

　そりゃースカディさんもそんな痴ち漢かん行こう為いされたら赤くもなるし、エロくもなるわ！

　しかし何な故ぜだ!?　何故俺はスカディさんのお尻を臆おく面めんもなく触さわりまくっているんだ!?

　何を言っているかわからねーと思うが、つまり俺は、俺の左手がこのような淫いん行こうに及およんでいることにまったく気づかなかったのだ！

　要するに俺の左手は今、俺の意思とは関係なく勝手にスカディさんの尻を蹂じゆう躙りんしまくっているのだ。

【――フフフのミ、うまくいっているよーですね！】

　今度は俺の頭に直接声が流れ込んできた!?

　誰だ!?　もしや俺の左手を支配する寄生獣の声か!?　……ってイヤ、この声は聞き覚えがあるぞ、団長か!?

【――正解エサクタなのですよ！　私は現在、一階からおしりテレパシーによって直接正人さんの心に語りかけているのです！　正人さんに掛けた呪のろいは上う手まく機能しているよーですね！】

　呪いですと!?

　……そーいえば、スカディさんの部屋に向かう直前、団長のＭＴ能力によって左手を治ち療りようしてもらったが……。

　現在スカディさんのお尻で悪さしているのが、まさにその左手！

【――なーに、大したことじゃござんせんなのですよ！　今正人さんの左手は、美しいスポーツ尻が接近すると吸い寄せられずにはいられない呪いを掛けられているだけです。コレを『はんど・おぶ・おしーりー』と名付けてみたのです！】

　な、なんだってー!?

　それは『栄光ハンド・オブの手・グローリー』と掛けたんですか？　でもアレって語るのも躊躇ためらわれるほどおぞましい呪いのアイテムじゃなかったですか？

【――さっきの怖こわい正人さんが険悪にしてしまうのでは？　と危き惧ぐした私が、場を和なごませるために気を遣ったのですよ！　私ｉｓ気の利きく女なのです！　コレをきっかけに、スカディちゃんとの円えん滑かつな関係修復を図はかるのです！　それではアデューなのですよー！】

　ちょっと待って団長！　言うだけ言って俺の心から去っていきやがった！

　俺の左手に何してくれはるんですか!?　これじゃあ関係修復されるどころか痴漢の被ひ害がい者しや加害者という新しい関係が生まれてしまいますわ！

　クソッ、鎮しずまるんだ俺の左手よ！　しかしダメだ、左手のうずきが止まらない！

　お尻上で大ハッスルする左手を止められなければ、スカディさんの中にある俺の幻げん想そうがぶっ壊こわされかねないと思ったが……。

「くっ……、くぅん……！」

　意外とスカディさんはご満まん悦えつだった。お尻を責められすぎてトロンとした表情になっておられる。

「わ、わかりました。やはり正人中尉は、私の女に用があるというわけなのですね。そのためにここまで追ってこられたのですね？」

「ス、スカディさん？　何を言っているのか……？」

「もはや兵士として戦いの役には立たずとも、女として生まれた私には胸や尻など、殿との方がたを楽しませるための機関を搭とう載さいしてあります。……その、美夜女史のものと比ひ較かくすれば、物量に劣おとりますが……」

　スカディさんの言こと葉ば尻じりがゴニョゴニョしていた。

「……とにかく！　敬愛する正人中尉にそこまで求めていただけるのは武人の……いえ、女の誉ほまれ！　このスカディ・Ｗ・東郷、不慣れではありますが粉ふん骨こつ砕さい身しんにて滅めつ私し奉ほう公こうさせていただきます！」

　そしてガバッと抱きついてくるスカディさん！

　スカディさんのしなやかな体付きが、俺の全身に密着してくる!?　華きや奢しやでありながらしっかりと筋肉のついた、しなる竹のよーなスカディさんの腰こしつきがぁぁぁーーーーッ!?

　そんな混乱の最中にも俺の呪われた左手は依い然ぜんスカディさんのお尻を蹂躙中だし！　スカディさんの尻！　スポーツ尻と絶賛される、程ほどよい筋肉の厚さで包まれた機能美と造形美が絶ぜつ妙みようの比率で共存する奇き跡せきの尻！

　ああもう俺はこんなことをするためにここへ来たわけじゃないのに！

　じゃあ何をするためだ？　スカディさんのお尻を触るためだ！　と答えてしまうぐらい今の俺は、抱きついてくるスカディさんの感かん触しよくに理性が砕くだけ散ちってしまうぅー！

　ああもうスカディさんのすべてが俺に密着！　直で接しているからスカディさんのアレやソレやがダイレクト！

　体温とか！　心音とか！　様々な要因による柔やわらかさとか！　あとスカディさんの全身から香かぐわしい、洗ってない犬のような臭においとか！　……？

「……洗ってない犬のような臭い？」

「きゃあああーーーーーーーッ!?」

　ドゴンッ！

　なんかスカディさんに突つき飛とばされたよ!?

「あっ、あの正人中尉……。臭いますか？」

　……この場合、何と答えたらよいのだろう？

　素す直なおに答えて死亡フラグ。ウソをついても俺おれはウソがヘタだから死亡フラグ。そして何も言わずとも、雄ゆう弁べんな沈ちん黙もくということで死亡フラグ……。

「ち、違うのです正人中尉。これは、昨日からお風ふ呂ろに入っていなかったので。アチコチ移動して汗あせもかいてしまいましたし。…………アッ!?」

　なんですか!?

　急に声を出だされたらビクッとする！

「ダメです私こんな、髪もベタベタで寝癖だらけ、寝ね起おきで顔も洗ってないし……。なんでこんな時に来たんですか正人中尉……ッ!?」

「ええッ!?」

「こうしてはいられません……！　正人中尉に拝はい謁えつするに見苦しくないよう、身づくろいしなければ……ッ！」

　とスカディさんはベッドから転がり落ちるようにしてダッシュ。部屋の外へと飛び出していった。

「へっ？　へっ？　……何？　何なの？」

　茫ぼう然ぜんと俺は取り残されるも……。って呆ほうけてる場合じゃねえ。スカディさんを追わないとっ。
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　バタン、カチャッ、トトトトッ……、と階段を下りると、既すでに一階に辿り着いたスカディさんがヨルズさんへ何やら訴えていた。

「なっ、スカディ？　貴様出てきてくれたのか……!?」

「ヨル姉上、そんなことよりお風呂です……！　お風呂に入らせてください……！」

　スカディさんのあの必死さは何なのだろう？

　しかしスカディさんの様子もさることながら、引きこもっていた妹を迎むかえるヨルズさんも相当気が動転したようで……。

「スカディ、貴様よくぞ……！　お腹なかは空いてないか？　何か食べたいものはないか？　そうだ、冷蔵庫に貴様の好きなＭＲＥが……」

「誰がそんなモノを好きだと言いましたか……!?　いえ、それよりも入浴を、これ以上あの人の前で見苦しい姿でいるのは……！」

　スカディさんは相変わらず寝ねグセではねる髪をペタペタ撫でつけていた。

　そんな彼女を背後から見守っていると、さらにその背後から俺を襲う平手打ちがッ!?

　痛ぇッ!?

「やるじゃんお兄さん！　さっすがボクの期待を裏切らない！」

　フレイヤちゃんだった。

　この妹っ子、背後から強きよう襲しゆうとは何たる非道。背中の一部がジンジンと紅葉型に赤くなっていくのが感覚的にわかるぞ。

「まさかこんなにも早くディ姉を元気にしてくれるなんて、さすが水着大会の敏びん腕わん仕し掛かけ人にんは仕事が早くて完かん璧ぺきだね！」

「イヤ、そんな褒ほめ方かたされても。大体水着大会はもうあの一回こっきりだし……」

「とにかく、ここから先は肉親であるボクらに任せてもらおーか！　そりゃあヨル姉、ディ姉ぇー！」

　フレイヤちゃんは職業アイドルに相応ふさわしいバイタリティで姉たちの元へと突とつ進しんした。

「わははは！　そんなにお風呂に入りたいならみんなで一緒に入ろーよ！」

「なっ、なんだフレイヤいきなり!?　小官は今スカディと話をだな……!?」

「フレイヤ、何故ここに……!?」

　スカディさんとヨルズさんは、妹であるはずのフレイヤちゃんに引きずられて屋や敷しきの奥に消えて行ってしまった。多分そっちにバスルームがあるのだろう。

　一人取り残され寂せき寥りよう感かんひとしおな俺の下へ、どたどたと騒さわがしい足音。

「……お！　お前ここにいたか！　スカディの部屋の前にいなかったから何ど処こに行ったかと思ったぞ!?」

　志四郎が現れた。そういやコイツ、スカディさんの部屋に入るためにマスターキーを取りに行ってたんだっけ？

「それより大変なんだ聞いてくれ！　今マスターキーでスカディの部屋に入ったら誰もいない！　もぬけの殻からだったんだ！」

「へー」

「しかも机の上にはスカディの持っていたであろう部屋の鍵があった！　なのにスカディはいない！　つまりこれは密室殺人！」

　殺人じゃねーよ。死体発見されてないんだからせめて密室事件にしておけ。

　ちなみに、今回の密室トリックは俺がピッキングで入室した後、スカディさんを追って退出した際なんとなく再び鍵まで閉めたことによる。

「……お前な、そんな気の抜けた顔をして。ウチは洋館だから密室殺人が頻ひん繁ぱんに起こると思われがちだが、そんなことないんだぞ!?　少なくともオレがここで生まれ育って十八年、初めてのことだ！　クソッ、金田一の孫も祖父もいないのに一体どうしたら……」

「ワクテカしてるところ悪いが、その部屋から消えたとゆースカディさんは、今姉妹で入浴タイムだぞ」

　耳を澄すませると、バスルーム特有の反はん響きようを伴ともなわせつつ、姉妹の会話が聞き取れる。




『……ぐはっ、ヨル姉のおっぱい大きい。ウチの家系では異い端たんだね！』

『煩わずらわしいぞフレイヤ。それよりスカディをしっかり押おさえておけ。昔っからコイツはシャンプーが苦手なんだから……！』

『何故ヨル姉上が私の洗せん髪ぱつをしているのですか……!?　やめてください、以前ヨル姉上の全力の指が滑すべって目に入った地じ獄ごくの記き憶おくが……！』

『ドジッ娘こに自分の命運託たくすほど怖いことはないよね。今はお腹に子供が入っててスリルは倍増だし。……ヨル姉、石せつ鹸けん踏ふんでずっこけるとか古典的なことしないでよ？』

『煩わしいと言っておろうが！　……それよりスカディ、貴様もすっかり大人の体になったな。腰こし回まわりの肉付きはエイルやヒルドより豊かではないのか？』

『ヨル姉上……！　せめてここではお尻のことには触ふれないで……！』

『あ、そーか！　ヨル姉今妊娠中でボーナスタイムなのか。そのおっぱいは、その辺差し引いて評価しないと……』




　なんとも艶つやっぽい会話が漏れ聞こえるのだった。

「……なんだ、スカディは無事なのか。とりあえずホッとした」

　と志四郎はけっこうあっさり密室事件から興味を失った。

「……ところで、なあ、おい」

　そして、なんか別のモノに興味が移ったらしい。

「お前それ、何してるんだ？」

　と志四郎は俺に尋ねてきた。それは、俺が今捕ほ獲かくしているモノについてのことだろう。

「アレ？　正人さん？　どーいうことですか？　なんで私捕つかまってるですか？」

　俺にガッシリ捕まえられているのは団長だった。現在この瞬間も、じりじりと脱だつ出しゆつを試みている。

　スカディさんたちがバスルームへ向かう直前、それにさりげなくついていこうとした団長をホールドしておいたのだ。

　何故そんなことをしたのか？　羊の群れにオオカミを放つヤツはいないだろ？

「おかしーですよ正人さーん？　スカディちゃんがお風呂。フレやんちゃんもお風呂。おねーさんも風呂。ならば私もバスタイムだよ全員集合なのですよ!?」

「そうだぞお前。せっかくウチの女どもが揃そろって風ふ呂ろに入ってるんだから、その子だけ仲間外れになるは可か哀わい想そうだろ」

　何も知らん志四郎が、純じゆん粋すいな善意と言わんばかりに注意してきやがる。

「ホラ聞きましたか正人さん！　これぞ正しき日本男児のありよーなのですよ！　弱きを助け強きをくじくです！　おしりを助けおっぱいをくじくのですよ！」

　ええい騒がしい！

　そんな間にも団長はニュルニュルと鰻うなぎのように脱出を試み、俺との激しい攻こう防ぼうを繰くり広ひろげていた。

「……仕方ないな、オイ四男坊！」

「その呼び方は……ッ。まあいいや、なんだよ？」

　志四郎が基本的いいヤツなのはこれまでのやりとりで充じゆう分ぶんわかっていた。

「全責任はお前が取ってくれるんだよな？」

「え？」

「俺は止めたけど、お前がどうしてもと言うので仕方なく離はなすことにしたんだよな？　俺は悪くないよな？」

「待てよ、それはどういう……？」

「ハイ団長、ＧＯしていいですよー」

　志四郎の返答を聞くのを待たずに、俺は団長の封ふう印いんを解いた。パンドラの箱的な意味で。

「ひゃっほーい！　登っていく坂の上の青い天にもし一朶のおしりが輝かがやいているならそれのみを見み詰つめて坂を登っていくですよーッ！」

　こうなったらもうノンストップ団長である。

　スカディさんらのいるバスルーム目め掛がけて一直線。その道筋には脱ぬぎ捨すてたスカートやらソックスやらパンツやらが舞まい落おちるのだった。

　バゴーン、と何かを蹴け破やぶる音がした。

『突とつ入にゆうですーッ！　うひゃほーい数々の生尻を一望に見み渡わたすことができるのですよーッ！』

　団長がこの屋敷の二〇三高地に到とう達たつしたようだ。

『波美ッ……!?　アナタもここへ来ていたのですか？』

『当たり前田のダ○ソン掃そう除じ機きです！　スカディちゃーん！　また会えてよかったのですよーッ！』

『波美っ、あの、その……！　このたびは独断専行誠まことに申し訳なく……！　ですが、とにかく、早さつ速そくお尻にむしゃぶりつくのは、やめていただけますかっ……！』

　まずいつものようにスカディさんが犠ぎ牲せいになったのだ。

『げっ、そういやアンタは水着大会にいたお尻の神様……！』

『そういうアナタは小こ振ぶりで可愛かわいいアイドル尻の人ですか！　百万ドルのおしりをいただきストリートですよーッ！』

　次に餌え食じきになったのはフレイヤちゃんか。彼かの女じよもかつてアイドルコンサートやら水着大会やらで団長の毒どく牙がは経験済みだが。

『なっ、何だコイツは!?　スカディ、フレイヤ!?　何故そやつのなすがままにしている!?　なんで尻にむしゃぶりつかれているのだ!?』

『ご挨あい拶さつが遅おくれたのですおねーさん！　いつもニコニコ、おしりに這はい寄よる伊佐波美と申します。というわけでおねーさんのおしりもむしゃぶらせてくださいオナシャス！』

『何をふざけたことを……、っていつの間にか背後に!?　きゃあーーーッ!?』

　ついにヨルズさんにまで突入したか。何に対しても物もの怖おじしない団長スピリットの素す晴ばらしさ。

　ちなみにここまで俺にとってはＳＯＵＮＤ　ＯＮＬＹである念のため。

『おのれふざけおって！　軍人の尻を舐なめるなど無礼千万、手て討うちにするゆえそこになおれーー！』

『おやめくださいヨル姉上！　暴れてはお腹の子供に障さわります！』

『そーだよヨル姉こんなとこで暴れたら滑って転ぶに決まってるんだから！』

　ガシャーン、バキン、ゴロゴロゴロゴロ……！

　想像通りの展開になった。

「あわわわわわわ…………!?」

　隣で志四郎がカタカタ震えておるが後の祭り。

　以下、スカディさんら三者三様の嬌きよう声せいと団長の喜き悦えつの声。そして色々砕け散ったり爆ばく発はつしたりする音がして、……そしてついに何かが決けつ壊かいした。

「「「ひゃわぁーーーーー!?」」」

　という生き娘むすめのような声を上げて風呂場から飛び出してきたスカディさん、フレイヤちゃん、ヨルズさんの三人。

　当然一糸まとわぬ全ぜん裸らである、体中から透とう明めいな水すい滴てきがしたたり落ち……。

「ちょいやぁーーッ！」

　そこへフレイヤちゃんが、風呂場からもち出したのだろうポンプ式のシャンプーボトルの発射口を強く押した。その勢いで弾だん丸がんのごとく飛び出したシャンプーが、まるで狙ねらい澄すましたかのように俺の眼球へクリーンヒット。

「目が！　目がぁーーーーーッッ!?」

　いつぞやのごとくム○カごっこに興じるしかない俺。

「ゴメンナサイ正人さーん。風ふ呂ろ釜がまが炸さく裂れつしちゃったのですよー？」

　シャンプーがしみて何も見えないまま、なんか団長のテヘヘな声が聞こえてきた。しかしこの声こわ音ね、絶対反省なんかしていない！

　裸はだかで放ほうり出だされた三人を救助すべきだろうが、まず一刻も早く洗面所で目を洗いたい。

　しかし初めて訪問した家で手て探さぐりのみで目的地に到達するとか無理ゲーすぎる。

　とりあえず暗くら闇やみの中をテキトーに手で掻かき回まわしてみると、……ふにっ、なんか柔らかいモノに触れた？

「こんな人前でやめてください正人中尉ッ！」

　スパンッ、と叩かれた。今の声はスカディさんか？

「はいはい、嫁入り前の娘たちがマッパでバカやってんじゃねえよ。まあ嫁入った娘も若じやつ干かん一名いるが。ホラ、バスタオル」

　と暗闇の向こうから志四郎の声がした。どうやら姉妹たちのためにバスタオルを取りに行っていたらしい
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「なんだ？　お前意外に冷静だな……？」

「何言ってんだ。なんで姉貴や妹の裸でドキドキしなきゃいけないんだよ？」

　これがリアル姉妹をもつ男の反応かっ。かく言う俺も姉的なものがいないではないが、今はもう他人のようなもんだからな。

「ヨル姉貴と、フレイヤと、残る一枚をスカディに……。ってしまった」

「どうした？」

「そこのソファの後ろにいるお嬢じようちゃんを忘れてた。バスタオルが一枚足りねえ」

　志四郎が指しているのは団長のことだろう。志四郎がやってくる気配を察して物もの陰かげに隠れたか。抜ぬけ目めのない。

「まあいい、ならそのバスタオルは団長の方にやってくれ」

「正人中尉どういうことですか……!?　私は裸でいろと……!?」

　スカディさんは見捨てられたような声で大いに戸と惑まどう。

「すみませんスカディさん。新しいバスタオルが届くまでスカディさんは『ブリュンヒルデの鎧よろい』で凌しのいでてもらえますか？」

「「「あ」」」

　俺の発言に何人かが目からウロコが弾はじけ散ちる気配が伝わった。

『ブリュンヒルデの鎧』の鎧はスカディさん所有のＭＴアームズ。凝ぎよう縮しゆくされたＭＴエネルギーが鎧となり、まとう者に音速の移動力を与あたえる。最高クラスのＭＴ能力だ。

　本来そんな落語楽屋での洗面器みたいな使い方は不敬だが、緊急時だから仕方がない。

「そーだよディ姉！　ディ姉は新しいＭＴ能力でヘンな鎧出せるんだから裸になっても問題ないじゃん！」

「あ……、イヤ、その……？」

　フレイヤちゃんから迫せまられるも、スカディさんは何故か歯切れが悪い。

「どうしたんですかスカディさん？　はやく『ブリュンヒルデの鎧』を……」

　しかしどう催さい促そくしてもスカディさんは『ブリュンヒルデの鎧』をまとおうとはしなかった。

「…………ダメなのです。だからもう私は、正人中尉のお役には立てないのです……」

　泣きそうな声が伝わってきた。また彼女は、ここで再会してすぐの彼女に戻ってしまった。

　まさか。スカディさんの言わんとしていることに気づいてしまった。

「私は……、ＭＴ能力が消失してしまったのです……！」

　その俺の予測は、ついにスカディさんの告白によって裏づけされる。事態は、ますます混こん迷めいの深みにはまっていく。







第二章　スポーツ尻じり迷めい走そうする







「…………ＭＴ値、五八」

　スカディさんに向けられたＭＴ値測定器が示した数字だった。ピーク時には二五〇〇近くを叩き出した『千越オーバー・えサウザンド』スカディさんの、現在。

「申し訳ありません……。申し訳ありません正まさ人と中尉……！」

　とりあえず服を着たスカディさんは、しかし椅い子すに座すわってこれ以上ないほどに沈み切っていた。

「……これが、スカディさんがおしり団を出た本当の理由なんですね」

　思い返せば思い当たる節はいくつもあった。

　スカディさんはアジトを出た後、フレイヤちゃんのアイドル寮りようを訪ね、そこからフレイヤちゃんの通報によってこの実家に強制送還された。

　しかしＭＴ値一〇〇〇を越こえるスカディさんなら、家族の強制など本気になれば力ずくで振り払えたはずだ。

　それをしなかったということに、俺は少しの不自然さも感じることができなかった。クソッ。

「……小官は、門外漢ゆえよくわからぬのだが、こういうことは頻繁にあるのか？」

　長女であるヨルズさんも、俺の背中越しから心配げに自分の妹を見詰めている。

「ＭＴ能力の消失。過去にまったく例がないわけじゃありません。ＭＴ能力は、心を根源にする超ちよう能のう力りよくですから……」

　人の信念をパワーに変えて超常的な現象を引き起こす。これがＭＴ能力だ。

　何かを信じる心、それが強ければ強いほど発生するＭＴエネルギーは膨ぼう大だいで、その指標であるＭＴ値も高い。

　だがだからこそ、人の心から信念が消えてしまえば、それを根源にするＭＴ能力だって消失せざるを得ないのだ。

　かつて俺は、まだ魔ま女じよモリガンを名乗っていた美み夜やとの戦いで、口八丁で彼女を惑まどわし、彼女が信じるシャーウッドの理念を疑わせることができた。

　それによって美夜＝モリガンのＭＴ能力は減げん衰すいし、ピンチから逆転することができた。

　それと同じ種類で、それよりさらに深刻な事態がスカディさんに起こっている。

「何というか……、アレだ！　スカディは元に戻もどれるのか!?」

　志し四し郎ろうが問とい詰つめてくるが、その辺は俺もなんとも言えない。

「たしかに過去、信念を失ったことによりＭＴ能力が消失した例は世界中で報告され、研究もされている。俺もそれに関するレポートを幾いくつが読んだことがある」

　その結果知り得た結論は、一度消失したＭＴ能力は、取り戻せることもあれば、一生消失したままもあるということだ。

「問題は、能力者が力の源にしていた信念を、もう一度信じることができるか。ということだ」

「というと？」

「能力者がＭＴ能力の源にする信念は様々だ。ある者はイデオロギーだったり、ある者は物質や人物への信しん奉ぽうであったり、またある者はもっと原始的な、感情の激発だったりする。当人がそれまでひたむきに信じ続けてきたモノを、ある時急に信じられなくなる。そうして起こるのがＭＴ能力の消失だ」

　だから一度信じられなくなった何かを再び信じられるようになれば、消失したＭＴ能力はおのずと回復する。しかしそれは口で言うほど簡単ではない。ＭＴ能力と関係ない一いつ般ぱん人じんであっても、生じた疑念を振り払うのがいかに難しいかは、誰だれだって知っている。

　一度信じられなくなったものを、再び信じられるようにするには、どんな心境変化が必要なのだろう？

　できるはずがない。できたとしても、それは自分の気持ちにウソをつくことに他ほかならず、そんなあやふやな信念では高ＭＴ値など望むべくもない。

　かつて美夜＝モリガンのケースでは、彼女が信じていたのは彼女が所属していた悪の組織シャーウッドの自由と独立の理念だった。

　俺はそれを屁へ理り屈くつでもってぐらつかせたのだが、その際美夜が疑ったのはあくまで二代目に移り変わったシャーウッドの惨さん状じようであって、初代ロビンさんが掲かかげた理想とはあくまで別件だった。

　だからこそ美夜は戦闘後、自分の気持ちを整理することで簡単にＭＴ値を元の水準まで戻せたが、今回のケースではどうなのか。

　俺の目は、再び眼下で俯うつむくスカディさんへ向く。

「斑鳩いかるがさんに敗北したのが、そんなにショックだったんですね……」

　俺は、少しだけ躊ちゆう躇ちよしてから、スカディさんの肩かたにそっと手を置いた。

　スカディさんの信念は問うまでもない。軍人家系である東とう郷ごう家に生まれた者として、強い軍人の生き様を貫つらぬくこと。スカディさんは事あるごとにそう言って、俺の指示のもとに戦ってくれた。

　そんなスカディさんを完かん膚ぷなきまでの敗北が襲おそった。悪の組織アザゼルバンク社長・斑鳩青あお盛もりさんは、今の俺たちなんか豆まめ粒つぶにすぎないほど大きな人であり、そんな斑鳩さんとの戦いは、ただあの人の巨きよ大だいさに小さな俺たちが翻ほん弄ろうされただけのことだった。

「それがスカディさんの自信を……信念を粉々に打ち砕いてしまった」

　俺だけが知っている、斑鳩さんとの戦いの直後、スカディさんがどれだけ我を失って泣なき叫さけんだかを。

　俺に惑わされただけの美夜はすぐに回復できたが、斑鳩さんに心を折られたスカディさんはそうもいかない。斑鳩さんの巨大な影えい響きよう力りよくは、俺などと比べるべくもない。

「そうなんです正人中ちゆう尉い。……私は、もう正人中尉のお役に立てません。ＭＴ能力のない私は、ただの役立たずです……ッ！」

　スカディさんの声が涙に震えていた。

　少し前から気づいていた。スカディさんは今、自分のことを『私』と呼んでいる。いつもだったら、ヨルズさん同様『小官』という一いち人にん称しようを使っていたのに。

『小官』というのは軍人や警官といった人たちが自分を指す呼び名だ。スカディさんがそれを使わなくなった。彼女が、自分に軍人の資格がないと判断したからなのだろう。

「スカディ！　この愚おろか者もの！」

　ヨルズさんが、俺を押しのけてスカディさんに相対する。

「東郷家の娘たる者が、たった一度の敗北に何をウジウジしている！　いかなる苦境からでも泥どろをすすって這はい上あがるのが真の大和やまと魂だましいではないか！　いつから貴様は、そんな腑ふ抜ぬけた女になった!?」

　ヨルズさんの叱しつ咤たの声は、言葉の内容に反して響ひびきは優やさしい。ヨルズさんが心の底では妹を労っているのがわかるが、しかし、彼女ではスカディさんの心の傷を理解しきることはできない。

　斑鳩さんの恐おそろしさは、実際斑鳩さんの前に立ったヤツにしかわからない。

「……わかった、そういうことなら我々も助力しよう」

「はい？」「何言ってんのヨル姉？」

　ヨルズさんの唐とう突とつな発言に、志四郎もフレイヤちゃんもキョトンとする。

「スカディの今後の処分や、そこにいる連中についてはひとまず置いておく」

　そこにいる連中って、俺と団長のことだよな、やっぱ。

「スカディが挫ざ折せつし、力を失ったというならば、それを取り戻すために尽じん力りよくするのが家族であろう！　スカディ諦あきらめるな！　貴様に夢があるならばそれを目指して不死鳥のごとく立ち上がれ！　我々が何度だって支えてやる！」

「ヨル姉上……」

　ヨルズさんの力強い声に、初めてスカディさんが顔を上げた。

「おおー、愛は奇跡を信じる力っぽいですよー？」

　団長も目の前で繰り広げられる姉きよう妹だい愛あいに感かん嘆たんを漏らしていた。しかし俺は、熱い心のこもったヨルズさんの発言に……。

「……どうやって？」

　どんな時でも冷静さを捨てられない俺だった。

「単純なことではないか！　スカディは、士気の低下によって超能力が使えなくなってしまった。そういうことだろう!?」

「だからそんな単純なことではっ…………！」

「低下した士気を回復させる方法など、軍にはいくらでもある。たとえば軍歌だ！」

「軍歌？」

「そうだ。日本軍人たる者、心身疲弊し挫くじけかけた時こそ軍歌を口ずさみ心を奮い立たせるのだ！　管楽や太たい鼓この力強い響き。歌詞に浮うかぶ勇ゆう猛もうな情景。それらが魂たましいに火をつけ、進め一億の火の玉となるのだ！」

　軍人が根性論を唱え出したら亡国の兆きざしです。

「そぉれ、はーこねーのやーまは、てんかーのけん！　スカディも歌え、フレイヤも！」

「ヤだよ！　なんでアイドルのボクがそんなイモ臭い歌、熱唱しないといけないのさ!?」

　歌は平和の架かけ橋はしというのは、少なくともこの家庭では違ちがうらしかった。

「あの、ヨル姉上。お気持ちは大変ありがたいのですが、今は歌とか踊おどりというものは……」

　スカディさん本人もあまり乗り気にはならないようだ。『歌』というのが前回のアイドル騒そう動どうを思い起こさせるらしい。

「そうだぞヨル姉貴。いくらなんでも姉貴の考え方は単純すぎる」

　志四郎がしたり顔で身を乗り出してきた。

「スカディが、そのナントカ能力ってのを使えなくなったのは、自信を喪そう失しつしてしまったからだろう。なら、その自信をどうやって回復させるか、というのが重要だ！」

　だからさっきから散々そう言ってるじゃねえか。問題はどうやってそれを成なし遂とげるかであって、せめてその方法を提示してからドヤ顔しろや。

「ならばオレはその道のエキスパートを知っている！」

「エキスパート？」

　意外にも志四郎はちゃんと腹案があるらしい。家いえ電でんの受話器を取って、どこぞにかけ始めた。

　一体誰に問い合わせるつもりだ？

「……あ、もしもし純じゆん之の助すけ義に兄いさん？　オレです、志四郎です」

「小官のダンナじゃねーかコノヤロウッッ！」

　ヨルズさんが絹裂くような高い声で飛び上がった。

　え？　何？　ヨルズさんの旦だん那なさん？

「……ああいえ、ヨル姉貴は元気ですよ。まだ産気づく気配もないし、元気すぎて困るくらいで。今日はその件じゃなくて義兄さんに聞きたいことがあって。……はい、ホラ結婚前にウチの姉貴が凄すごく落ち込んだことがあったじゃないですか？　そのとき義兄さんどうやってヨル姉貴を立ち直らせ……」

「だっしゃらーッッ!!」

「ぐほぇあッ!?」

　ヨルズさんがカエル跳とびアッパーで志四郎のアゴを吹き飛ばした!?　妊娠中にあんな動きしていいの、と思えるほど豪ごう快かいに志四郎を滅殺した後、志四郎もろともアッパーで飛び上がった受話器を見事に空中キャッチ。

「もしもしアナタ様!?　……そうだヨルズだ。スマンな職務中にバカ弟が邪じや魔ましてしまって。……なに？　そちらは会議中だったか。重ねてスマンな、そんな大事な時に。……イヤこちらは至って平へい穏おんだ。四海波静か、ひねもすのたりのたりかな、といったところだな」

　ヨルズさんが電話口でモジモジしとる。とてもついさっき勇猛に軍歌を朗唱していた人とは思えん。

「……わかっている。産むときになったら必ず連れん絡らくするから。小官だって、アナタ様が傍そばについていないと心細いし。……でだな、折せつ角かくだから、電話口でもいいので『愛してる』と。……だってもう三日も聞いていないのだぞ！　だから、その、……………………～～～～ッッッッ!!」

　ヨルズさんの周囲に数えきれぬハートマークの幻げん視しが。

「ありがとう、これで小官二十四時間戦えるぞ！　アナタ様も軍務に精せい励れいしてな。……でだな、……小官も愛してるワンっ♥」

　ヨルズさんが電話を切ると俺もフレイヤちゃんも耐たえ切れずに砂を吐はいた。何この元気な若わか奥おく様さま？

「……む、どうしたのだ貴様ら。そんな胸焼けしたような表情で？」

「ヨル姉がスイーツたっぷりな空気を周囲に振ふり撒まくからだよ！　もはや公害だよ！　妹として真しん剣けんに恥はずかしいよ！」

　フレイヤちゃんが一同の意見を代表して述べてくれた。
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　そして俺おれは会議中に「愛してる」と言わされた旦那さんの職場での立場に思いを馳はせたい。

「何を言う。フレイヤにはまだいい人がおらんからわからんかもしれんが、夫ふう婦ふの語らいというものは大事なのだぞ。一声でも交かわしあえば進め一億の火の玉だ」

「それだよ！」

　さっきまで死んでいた志四郎が復活した。

「つまり、女性はいい人から一声かけてもらえば元気百倍になれるってことだ。だからスカディにも、そういう男から全力で励はげましてもらえばいいんだよ！」

「それって誰よ？」

　フレイヤちゃんの口から疑問が出ると、途端その場が沈黙に包まれた。

　……ふと、周囲から注がれる視線に気づく。俺が周囲を見渡してみると、すぐさまヨルズさんと目があった。次にフレイヤちゃんと目があった。さらに志四郎と目が合い。団長、そしてスカディさん本人とも目が合った。

　………………どういうこった？

「おのれ妹を誑たぶらかすスケコマシがぁーーーーーーーーーーーッッ！」

　なんか再び激げき昂こうした志四郎が襲い掛かってきた。俺はそんな志四郎の顎あごをカウンター気味に殴なぐり飛とばし、典型的な脳のう震しん盪とうの症しよう状じようを作り出し、さらに下顎へダメ押しの左アッパー。崩れ落ちる体勢を利用した左背足の回まわし蹴げりは志四郎をさらなる遠い世界へと連れ去り、すべてを終わらせた。その間実に二秒。

「何なんだ一体……？」

　なんとなくスカディさんの方を向いてみるが、顔を真っ赤にして目を逸そらされた。ますますわけがわからない。

「…………ちょっといい？」

　そう言っていきなり俺の手を握にぎったのはフレイヤちゃんだった。いつもアイドルで外面のいい彼女にしては、何か逼ひつ迫ぱくした表情をしていた。

「お兄さん、ちょっとボクの部屋に来てくれるかな？　二人だけで話したいことがあるの」

　と俺のことをグイグイ引っ張る。

「ちょっ、フレイヤ……？」

「どうしたのだフレイヤ！　ま、まさか貴様までその男に誑かされて……!?」

　スカディさんとヨルズさんが、各おの々おの妹の突とつ発ぱつ行こう為いに戸惑う。

「バカヨル姉、勘かん違ちがいしないでよ!?　ヨル姉と四兄の作戦がダメだったんだから、次はボクの番でしょう!?　これからお兄さんと作戦会議やるの！　絶対覗のぞかないでよね！」

　そう言って俺もろとも居間から出ようとするフレイヤちゃん。

「……あ、そうだおしりの神様。その二人のこと頼たのんだね？　もしディ姉が逃にげようとしたら、容よう赦しやなくお尻しり齧かじっていいから！」

「ハイです！　ご親族の許可も出たことですので容赦いたしませんですよ！」

　団長に怖こわい許可を出す妹だった。
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　俺が連れてこられたフレイヤちゃんの私室は、屋敷の二階、奥おくから五番目の部屋。さっき入ったスカディさんの部屋のすぐ隣となりだった。

　間取りはスカディさんのとまったく同じだが、内装はポスターが貼はってあったり、人形やぬいぐるみが数多く並べてあったりと賑にぎやかだ。

　ただ、フレイヤちゃんもアイドル活動で東京に移り住んでいるせいか、この部屋もしばらく住み主と離れ、生活感が薄れ始めている。

「適当に座ってよ」

　フレイヤちゃん本人は、勉強机の椅子に座りつつ言う。

「こんなところまで引っ張ってきて、一体何の話があるんだ？」

　もし本当にスカディさんのＭＴ能力を復活させるための相談なら、こんなところで密談めいたやり方をしなくてもいいと思う。

　それに東郷一家の中では、スカディさんとフレイヤちゃんだけが唯ゆい一いつのＭＴ能力者だという。だからこそ無能力者である先の二人と違い、フレイヤちゃんの案には期待が持てると思うのだが……。

「その前に一つ、聞きたいことがあるの。……お兄さんはホントに、ディ姉のＭＴ能力を復活させたいと思ってる？」

　根本的なことを聞かれてしまった。

　そりゃあ、スカディさんがＭＴ能力を消失してしまった原因は少なからず俺にもある。だから俺はその責任を取るべきだろうが……。

「……率そつ直ちよくに言わせてもらうと、俺はどっちでもいい」

　明言した。

「俺にとって大事なのはスカディさん自身で、能力は二の次なんだ。そんなこととは関係なくスカディさんには俺たちの仲間でいてほしい。スカディさんが、能力がないとおしり団にいられないって言うなら、能力復活を真剣に検討すべきって思うぐらいだ」

「…………お兄さんなら、そう言うと思ってた」

　フレイヤちゃんは、静かに俺のことを見詰める。こんなに物静かだと、普ふ段だんのアイドルな彼女とはまったく別人のようで、女という生き物の奥おく深ぶかさを垣かい間ま見みせられた気分だ。

　ある意味、姉であるヨルズさんやスカディさんより大人びてないかこの子？

「……もしかしたら、ボクのせいかもしれない。ディ姉の能力がなくなったの」

「え？」

　なんでだよ？

　スカディさんの能力消失の原因は、あの斑鳩さんとの対戦による完全敗北。強い軍人であることを望むスカディさんが、それを果たせなかったことで自信を喪失してしまった。

　そこにフレイヤちゃんは何の関係もない。

「そうじゃない……！　ディ姉が能力を失ったのは、きっと他に原因がある。ボクがあの時、あんなことを言ったから……！」

　フレイヤちゃんの口から語られる事実は、今から数日ほど遡さかのぼった過去のこと。

　あの運命の日。俺の足あ掻がきと斑鳩さんの人じん気きがせめぎ合った水着大会での出来事だった。
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―――フレイヤ・Ｗヴアイスマン・東郷の回想






　その日、ボク――フレイヤ・Ｗ・東郷は突とつ発ぱつ的てきな仕事でレジャープール施し設せつに来ていた。

　社長直々の指示で、劇場での定期ライブを中止にして全メンバーを投入する力の入れようだけど。仕事内容を聞いてビックリ。

　今回参加するイベントはポロリもあるよ、な水着大会で、何と主しゆ催さいしているのはこないだ会ったディ姉とその仲間たちらしい。

　ディ姉って、しばらく会わないうちに変な――本当の意味で変な人たちとつるむようになったなあと思ったけど、変の度合いがボクの想像を頭一つ越していたようだ。

「それって誰のせい？」

「何がだ？」

　ボクとディ姉は、水着大会に際して建てられた出場者用の控ひかえ室しつにいた。

　一応、参加する各チームごとに控室は分けられていて、ボクらがいるのはアザゼルバンク専用控室だ。周囲にはボクら以外の出場者――大半がボクと同じアザゼルバンク所属のアイドルたちが、乳や尻しりなどをまろび出して着き替がえ中である。

「だってさー、ディ姉って頭の固さではウチの兄弟においても随ずい一いち、ブリキのパンツを頭に被かぶったような頭の固さっぷりじゃない？　それがこんなチャラいイベントに出るなんて、今日はダイヤモンドダストでも降りそうさー」

　ボクはけっこう思っていたことをそのまま口に出すタイプの人間だ。するとディ姉は露ろ骨こつにイヤそうな気配を発した。

「たしかに内容は軽けい薄はくだが、この大会に出場することは上官からの命令だ。小官の軍人としての信条になんら反しはしない」

「何が軍人だよー？　『柏かしわ』が潰つぶれたからボクと同じで軍をクビになったくせに。……どぶえッ!?」

　イカン、ＮＧワードだったか。音の速さで振り下ろされる空手チョップにボクの目から星が飛ぶ。

『柏』っていうのは、昔ボクとディ姉が所属していた軍直轄のＭＴ研究機関のこと。成果を上げられなかったことから解散に追い込まれたのはディ姉にとってはトラウマらしい。

「……たとえ正式な軍ぐん籍せきになくとも、小官の心は常に戦場にある。史書の英えい雄ゆうに劣おとらぬ優すぐれた上官の下で、日々任務に精励しているのだ」

「はいはい、ねーディ姉それよりボクのビキニの紐ひも結んでよ。ぶちゃいくな結び方になったらファンに笑われちゃうー」

「……仕方がないな」

　ディ姉は渋しぶ々しぶといった風にボクの背後に立って、着替え中の水着の紐を結んでくれる。

「こんどはパンツ脱がせてー」

「ふざけるな。小官は、ヨル姉上や次つぎ兄あに上うえのように貴様を甘あまやかしたりはせん。パンツぐらい自分で穿はき替かえろ」

　何さディ姉、自分だってヨル姉たちから散々甘やかされてるくせに。どうせアンタが絶ぜつ縁えん状じよう出だしたときだって姉どもが必死にフォローしたに決まってるんだし、……って。

「そーだよディ姉！　絶縁状だよ絶縁状！　なんでそんなの出したんだよ絶ぜつ縁えんＪＯ！」

　慌あわてたせいで最後がラップ調になってしまった。

　軍のＭＴ能力研究機関『柏』が解体されたのをきっかけに、ディ姉並びにボクは実家から出て外で暮らすようになった。

　ボクはともかく、ディ姉の方は真ま面じ目めだから心配ないだろうと家族皆みなが思っていたけど、ところがギッチョンこないだ起こったのが絶縁状騒ぎ。

『小官は悪の組織に入りますので親子兄弟の縁えんを切らせていただきます』

　と宣言されて、実家は大騒ぎだったという。そんなに皆をお騒がせして、何を考えてんだよディ姉は!?

「貴様ごときに話したところで理解などできぬ。小官は、己おのが才能のすべてを発揮できる戦場を見つけたのだ。そして、そこへ送り出してくれる理想の上官にも」

「だからなんなのよ、その上官って？　もしかして、こないだ一いつ緒しよにいたヒョロ男のこと？」

　バキッ。

「フレイヤ貴様、歯を食いしばれ」

「食いしばる前に殴ったよねえ!?　お父さんにだって殴られたことがないのに！」

　その分お姉ちゃんどもにポカポカ叩たたかれる人生ですが！

「……で？　何なのあのヒョロ男、ディ姉の彼かれ氏し？」

　バキッ、ズガッ、ドンッ。

「三発も殴りやがった!?　やめてよアイドルの顔に傷つけたら損害賠償モンよッ!?」

「貴様こそふざけるな。小官と正人中尉はそんな低てい俗ぞくな関係ではない……！　我々はもっと高こう尚しようで格式ある……上官と部下の関係なのだ……！」

　ヨル姉やヒル姉も結婚前はそれに近いこと言っていた。

「まあいいや、つまりディ姉は、そのマサチューセッツだかマサイ族だかの中尉さんにお仕えするために、絶縁状出したっていうの？　バカじゃないの。そんなどこの馬の骨ともわからないヤツに。むしろそっちの方が東郷家の信条汚けがしてない？」

「貴様は正人中尉のことをよく知らぬから、そんなことをほざけるのだ。ならば貴様の不明を正すために教えてやるが、まず正人中尉は断じてどこの馬の骨でもない。あのお方は現ＭＩＮＯＳミノス司令である十じゆう王おう厳げん破ぱ氏の御子息にあらせられる」

　ＭＩＮＯＳって正義の組織じゃなかったっけ？　なんでそんなののお坊ぼつちゃまが悪の組織なんかにいんのよ？

「現在は親子仲を違え疎そ遠えんとなっておられるが、血筋からして非ひ凡ぼんなることは証明済みということだ。それに加えあの方はご自身も非常に優れた才覚の持ち主である。あの年ねん齢れいで組織の中ちゆう核かくを担にない、平時には執しつ務むを取り仕切り、有事とあれば前線に立って戦われる。まさに古いにしえの諸しよ葛かつ孔こう明めい、楠くすの木き正まさ成しげを思わせるお方だ……！」

「へ、へぇー……」

「しかもただ強く賢かしこいだけではない。平時は冷静であらせられるが、その奥には熱く燃えたぎる心をおもちで、特に仲間を思いやる優しさは、他に比べるべくもない。あの方は、一人の仲間を助けるために千の犠ぎ牲せいもいとわぬ人間なのだ。しかしそうした優しい心をもちながら、普段はそれを否定されておられる。謙けん遜そんが過ぎるお方なのだ。そこで小官は…………」

　うわぁぁ……、めっちゃ語りだしたよぉぉ……！

　何この手放しの賛美？　狂きよう気きを感じるんですけど？　軍人がこういう個人崇拝をしだすのは非常にヤバい傾けい向こうではないでしょうか？

　しかもマサなんたらを語るときのディ姉の瞳ひとみの輝かがやき、ボク見覚えあるよ？

　あれは、……そう。ウチの長女ヨル姉や、次女イル姉や、三女ヒル姉が、こんなに瞳を輝かせてる時期があった。いずれも今の旦那さんたちと出会った頃ころなんだけど。

「……つまりディ姉は、その人のこと好きなの？」

　ガガガガガガガッ！

「だから何で殴るの!?　しかも今拳こぶしが見えなかったよ!?　目で追えない速さで何回も殴ったよね、この鬼畜姉ッ！」

「貴様こそふざけるでない……！　小官の話を聞いていないのか。小官と正人中尉は、信しん頼らいしあう上官と部下という間あいだ柄がらなのだ。そこを取り違えるでない……！」

「はーはーはぁー!?　そうは仰おつしやいますけどねえスカディお姉様？　アンタの口調の熱さがハンパなさ過ぎて、とても上司を尊敬する部下の態度とは思えないんですけどぉー!?」

「な、なにっ……!?」

「絶対なんか別のものが混じってるよねっ。上司と部下の関係を越えた、男女の関係!?　キャー何言わせんのよ淫いん乱らん姉ねえ！　地じ雷らい踏ふんで死ね！」

「貴様が勝手に言っておるのだろうが……！　言いがかりをつけるな……！」

「でもさー、真面目な話、やっぱディ姉のそれって恋愛感情じゃん？　友情も忠誠心も、結局男と女の場合は恋愛感情に行き着いちゃうと思うと妹は愚ぐ考こうする」

「そ、そんなことはない。小官と正人中尉の関係は、主従として非常にドライだ。忠誠と信頼だけが両者の絆きずなだ」

「具体的には、どんな？」

「うむ、正人中尉はな。小官の功を労ねぎらうために頭を撫なでてくださるのだ」

　ん？

「フレイヤも、我々の母上が父上からしてくださるのを見たことがあるだろう。あんな感じだ。あとたまにハグしてもらったりもする」

「それ完全に恋人同士のスキンシップじゃんッッ！」

「なん、だとッ……!?」

　ボクからの指し摘てきにディ姉は心底驚おどろく。なんでだよ？

「当然だよ、フツー年とし頃ごろの男女はむやみに異性の体に触ふれたりしないの！　していいのは夫婦とか恋人だけなの！　その証しよう拠こにウチのお父さんお母さんはガチ夫婦じゃん！」

「た、たしかに……、盲もう点てんだった……」

　どこがっ!?　っていうかそんなことやらされてるお兄さんの方も、事の非常識さには気づいてるよね!?　気づいた上でやってるならディ姉の無知に付け込んだ猥わい褻せつ行こう為いの可能性もあるけど。どうせディ姉のことだから「やってくれないと切腹します」とか脅おどしてるかもだし一いち概がいに責められない！

　しかも面前のディ姉が、「それではもう正人中尉に撫でてもらえないのか」みたいな感じでションボリしてる。可愛かわいい！　我わが姉ながら叱しかられた子犬のよう。可愛い！

「し、しかしだなフレイヤ。それは置いておくとしてもまだ小官には、正人中尉の副官として果たすべき大任がある……！」

「……イヤな予感しかしないけど、聞こうか」

「うむ、それはな……」

　イヤな予感が的中する予感しかしなかった。




「正人中尉の子供を産むことだ……ッッ！」




　その堂々たる宣言には、ボクは声を失った。ボクだけでなく、周囲でボクたちの会話を聞くとはなしに聞いてたアイドル仲間たちも、全員即そく座ざに凍こおり付ついてしまった。

　何なのこのマタニティ宣言は？　本気で言ってるのこのアホ姉？

「よいか、才覚溢あふれる英えい傑けつは、その血を後世に引ひき継つがせることも重要任務だ。それゆえ副官たる小官が、英傑たる正人中尉の遺伝子をお預かりし、次代の担い手として産み育てることが……！」

「……ないよ」

「え？」

「ないって言ってんの。そんな使命副官の業務にはないよ！」

「し、しかしかつて父上の副官を務められていた母上が……」

「騙だまされてるんだよ！　お母さん、ウチのお姉ちゃんたちを片付けるために様々な嘘うそ八はつ百ぴやく吹き込んでるって知らないの!?　大体お母さん、お父さんの副官なんて務めたことないよ!?　あの人、フィンランド軍で事務官してたのを海外視察に来たお父さんと出会ったんだよ！」

　なんとお母さんの話はそこから大ウソだったのだ。恐るべし。

　真実を聞かされたディ姉は、さすがにいつもの鉄面皮を保てず、茫ぼう然ぜんとした顔になる。

「…………では、小官が正人中尉のお子を産みたいと言っていたのは？」

「それこそ夫ふう婦ふ間かんでやる行こう為いだよ！　つまりディ姉は、お兄さんに対して間接的に『嫁よめにしてくれ』って迫せまってたようなものだよ！　ガチ告白だよ！」

　衝しよう撃げきの真実。イヤ世間においては衝撃でも何でもないんだけど、ディ姉にとっては衝撃の事実。

　ディ姉は、助けを求めるかのように周囲のアイドルたちを見み渡わたした。彼かの女じよらもコクコク頷うなずいた。厳然たる事実だった。

「………………フレイヤ」

「なんだい？」

「…………小官は、女性として、正人中尉に好意を寄せているのだろうか？」

　そんなこと当人から聞かれても。しかしディ姉は子供のころから軍人としての訓練ばかりで色いろ恋こいには疎うといからなあ。

　そんな姉を憐あわれんで、ボクは大おお鉈なたを振ふるうことにした。

「話を聞く限り、ベタ惚ぼれ」

「!?」

「しかもそれは、対象であるお兄さんにモロバレ」

　ん？　今の韻いんを踏ふんでてラップっぽかったな？　作詞家さんに頼んで次の新曲のメインフレーズにしてもらおうか？

　などと関係ないことを思おもい耽ふけっていると、問題のディ姉が小刻みに震ふるえ、顔が青くなったと思ったら次は赤くなり、さらに黄色になったりした。……なんだこの現象？

「ディ姉？　ちょっと大だい丈じよう夫ぶ……」

「ひぃやぁぁぁぁぁぁぁぁーーーーーーーーーーーッッッッ!?」

　ズガガガガガガガガガガッッ！

　という音が聞こえたのは、無数の拳打によってボクがブン殴られた後のことだった。

　ディ姉の拳は音速を越こえた。
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「……………………マヂで？」

　フレイヤちゃんからの話を聞き終えた俺は、ねばっこい汗あせで顔中ビッショリなっていた。

「マヂだよ。ディ姉はボクのせいで自分の本当の気持ちに気づいちゃったの。女の子としてお兄さんにラブってるってことに。お兄さんだって気づいてるんでしょ？　ディ姉のホントの気持ちに」

「え!?　イヤあの、その…………！」

「気づいてないの!?　まったく両方揃そろってなんて鈍どん感かんなのよこのカップルは!?　……まあ、気づいててディ姉を利用してたって方が数倍タチ悪いから、その方がいいかもだけど」

　怖いことを仰る妹殿だった。

　イヤまあたしかに、頭を撫でてくれだの子供を産みたいなど、日ひ頃ごろのスカディさんは想像を絶するような言動をするにはするが、それはきっと軍人として訓練漬けの毎日を送っていたために一いつ般ぱん的てきな常識が備わらなかったんだろうなあと納なつ得とくしてしまい。最近では慣れてすらいたんだが。……やっぱりそれがいけないのか？

「ディ姉は、お兄さんのことが好きなの。でも小っこいころから軍人になるって訓練ばっかだったディ姉は、普ふ通つうの女の子みたいに恋愛がどういうものかわからなかった。だから多分、自分の中にある気持ちを、既すでに知ってる気持ちの中で一番近いもの――忠誠心とか尊敬とか、そういうものに置おき換かえたんだと思う」

　フレイヤちゃんはシリアスに語る。

「自分を軍人だって始終言ってるディ姉は、自分が軍人でいられる範はん囲い内ないで、たくさんお兄さんのことを想おもったんだと思うよ。でもそれは結局、自分の本当の気持ちを誤ご魔ま化かしたものにすぎない。ちょっとしたきっかけで崩れ落ちて、本当の気持ちが出ちゃう。そのきっかけを、ボクが作っちゃった」

　そこまで聞いて俺は、フレイヤちゃんの言わんとするところがやっと理解できた。

　スカディさんの能力消失は、斑鳩さんからの敗北による自信喪失などという単純な問題ではなかった。

　自分は軍人だと激しく規定し続けてきたスカディさんが、それに反する気持ちを抱き、誤魔化し続けた挙句、ついに直面せざるをえなくなった。

　直面した気持ちにそれでも気づかぬふりをするには、さらに激しく自分が軍人であることを規定し、恋こい心ごころを使命感の中に埋うめさせていかねばならない。

　しかしその矢先にスカディさんは斑鳩さんに敗北した。敗北することによって、彼女の軍人としての価値は、根底から崩された。

　その結果、スカディさんは何もないまっさらな状態で、自分の恋心と向き合わなければならなくなった。

　その混乱、動どう揺ようがＭＴ能力を不全に追い込んでしまったのか。

「実はさ……、さっき四兄が出した案。アレ多分大正解なんだ。ディ姉の能力はきっと凄い簡単なきっかけで治ると思う。それこそ一言言葉を掛けるだけで」

　フレイヤちゃんの言葉が、核かく心しんに近づきつつある。

「でもお兄さんは、その言葉を言える？　ボクはそれが心配なの。ボクはお兄さんのことをあんまり知らない。お兄さんが、ディ姉が惚ほれるぐらい凄い人だってのは充じゆう分ぶんにわかってるけど、そのディ姉の気持ちに応こたえてくれる人かは、まだわかんない……！」

「イヤあの、フレイヤちゃん……!?」

「ボクだってわかってる、恋愛は個人の自由だって。だからお兄さんがディ姉の気持ちに応えられないならそれでもいい。後のフォローはボクたち家族がいくらでもしてやるよ！　……でもね、もし応えられないって言うなら、今すぐにでもディ姉にそう伝えてほしい。そしてできるだけ早くこの屋や敷しきから出てってほしいの」

　どういうことだ？　フレイヤちゃんの物言いはこれ以上ないほどの拒きよ絶ぜつの意思表示に聞こえた。大事な姉の思いを受け止められないヤツはここにいる資格はない、ということか？

「ヘンなこと言ってるって思うよね。……でも違うの。ボクが心配なのは、あの人のこと」

「あの人？」

「ボクたちのお母さん」

　お母さん？　それはつまりスカディさんやフレイヤちゃんヨルズさん、それに志四郎たちの母親ってことだよな。

　そういえばこの家を訪おとずれてから、まったく姿を見ない。本当だったら真っ先に顔を合わせてもいい人だろうに。

「お母さんは今、海外視察から帰ってきたお父さんを迎むかえに軍港へ行ってるんだって。ある意味ラッキーだったかも。お母さんがいない時にこうしてお兄さんを迎え入れられたんだから」

「そういやそんなことを言ってたような…………」

　でも何な故ぜフレイヤちゃんはそんなにお母さんのことを気にしてるんだ？　イヤ、気にしてるというか、この態度は『警けい戒かい』と表現しても差さし支つかえないほどだ。母親を警戒する娘むすめ。不可解すぎる。

「お兄さんも知ってるでしょ？　ディ姉に『副官は上官の赤ちゃんを産むのが仕事です』ってウソ吹き込んだのは、お母さんなんだよ？」

「あ」

　知ってる知ってる。スカディさんから初めてそのことを告げられた時は「キミはお母さんに騙されている！」と絶ぜつ叫きようしたものだ。

「でもね、それだけじゃないんだよ……。ウチのお母さんはね、何故か自分の娘を嫁とつがせるのに物もの凄すごく豪腕奮って。そのためには手段を選ばないんだよ……！」

「手段を……？」

「ウチは、ボクの上にディ姉、そしてディ姉の上にはヨル姉含ふくめて三人のお姉ちゃんがいるんだけど、もう全員結婚してるのね？　でも、その三人のお姉ちゃんたちが結婚した経けい緯いっていうのが……」

　そうしてフレイヤちゃんが語りだす話は、ある意味恐きよう怖ふの回かい顧こ録ろくであるようだった。





＊　＊　＊







　第一のケース：長女、ヨルズ・Ｗ・東郷（旧きゆう姓せい）の場合。

　本人データ（当時）：日本第一防衛軍（陸軍）、中ちゆう佐さ。作戦本部勤め。

　標的：秋あき山やま純之助。同、中佐。ヨルズとは同どう僚りよう。

夫①「風か邪ぜを引いてしまった……。一人暮らしだし、メシも作れずに一人寝寂さびしい……」

ヨルズ「いいザマだな秋山中佐」

夫①「おおっ、東郷中佐!?　何故ウチに!?」

ヨルズ「勘違いするな。貴様の病欠が長引くと演習の打ち合わせに支障が出るから様子を見に来ただけだ」

夫①「え？　それって看病……？」

ヨルズ「どうせ昨日から何も口にしておらんのだろう。粥かゆを作ってやる。台所を借りるぞ」

夫①「おお、東郷中佐の手料理……」

ヨルズ「できたぞ」

夫①「早っ」

ヨルズ「それでは、この出来上がった粥を、小官が食う」

夫①「えっ、なんで？」

ヨルズ「もぐもぐもぐ……、ちゅ～～～～～～～っ」

夫①「なにっ!?　んちゅっ!?　んー、んー、～～～ぷはッ！　何してるんですか東郷中佐!?　今、オレに口移しでお粥食べさせましたよね!?　おもっきしチューなんですけど!?」

ヨルズ「なんだ知らんのか秋山中佐？　病人というのはあらゆる生体機能が衰すい弱じやくしている。それは食べ物を消化する機能も例外ではない」

夫①「んん？」

ヨルズ「そこで病人への負担を減らすため、看病する者が先に口に含み、自身の唾だ液えきに含まれたアミラーゼで食物のデンプン質を分解してから病人に与あたえるのだ」

夫①「いいえ大丈夫です！　病びよう魔まに侵おかされた我が身みといえど、デンプン質を分解するぐらいの余力は残っています！　どうぞお気き遣づかいなく！」

ヨルズ「……そうか、では別の看病を。……よいしょ」

夫①「待って！　なんで服を脱ぬぐ!?　何な故ぜ全ぜん裸らになる!?」

ヨルズ「病気を治すには体を暖めるのが一番有効だからな。こうして肌はだを直接合わせ、体温の低下を防ぐのだ。……よっしょ」

夫①「そんな雪山で遭そう難なんしたんじゃないんだからッ！　うわーベッドの中に東郷中佐が入ってきた!?　全裸で!?　違ちがうでしょコレ！　大体病人の方が熱出してるんだから健康な人より温かいでしょ！」

ヨルズ「大丈夫だ。これ即すなわち母上より伝授いただいた必殺の看病法だ！」

夫①「騙されてる！　キミはお母さんに騙されている！」







＊　＊　＊






「…………その三カ月後、二人は婚こん約やくしました」

　やべぇ、戦せん慄りつしか感じねぇ。

　俺もヨルズさんには今日直に会ってるけど、そんな手段でダンナさんを堕としたのか。鉄の女みたいな印象を受けていたのに、とんだ萌もえキャラだよ。

「……で、次が次女のイル姉なんだけど」

「まだ続くの!?」





＊　＊　＊







　第二のケース：次女、エイル・Ｗ・東郷（旧姓）の場合。

　本人データ（当時）：日本第二防衛軍（海軍）、少しよう尉い。

　標的：広ひろ瀬せ切きり緒お。同、曹そう長ちよう。エイルの部下。当時少尉への昇しよう進しんが決定していた。

エイル「広瀬曹長、少尉昇進おめでとうございます」

夫②「あ、ありがとうございます東郷少尉。これも少尉の御指導があってこその……」

エイル「というわけで結けつ婚こんしましょう」

夫②「また直球ですね」

エイル「広瀬曹長、いえ切緒。私たちは幼おさな馴な染じみですよね？」

夫②「そうだね、小学二年生からの腐れ縁だね」

エイル「幼い頃から結婚を約束してきた私たちですが。親の七光りでキャリアな私と違い、切緒は下士官からの叩たたき上あげで少尉にまでなりました。これで階級は同じ。ウチのクソ実家も文句はないでしょう」

夫②「したっけ約束!?　そしてキミは相変わらずご両親と仲が悪いよねッ！」

エイル「大丈夫です。切緒の昇進に合わせて寿除隊する準備も完かん了りようしています。女たるもの、愛する男と添そい遂とげるためなら仕事などうっちゃれと母から教わりました」

夫②「騙されてる！　キミはお母さんに騙されてる！　っていうか本当はウソだってわかっているだろう！　キミお母さんのこと嫌いで基本信用していないから！」

エイル「さすが切緒は私のことを何でも知っているのですね」

夫②「まあな！　幼おさな馴な染じみ舐なめんな！」







＊　＊　＊






「二人は一カ月後に婚約しました。その次は……」

「もういいです。なんかもう充分によくわかりました」





＊　＊　＊







　第三のケース：三女、ヒルド・Ｗ・東郷（旧姓）の場合。

　本人データ（当時）：日本第三防衛軍（空軍）、中ちゆう尉い。天才戦闘機パイロット。

　標的：長なが岡おか凱がい。同整備課所属。ヒルドの乗る戦闘機の機き付つき長ちよう。

夫③「なんで自室に戻もどったら東郷中尉が裸はだかでオレのせんべい布ぶ団とんに寝ねてるのッ!?」

ヒルド「バカヤロウ、そんなこともわからねえのかテメエはッ？」

夫③「わかるものかよ！」

ヒルド「いいか、テメエはオレの機の機付長――つまり専属の整備士だ。オレは、テメエが整備してくれる戦闘機に乗って飛び回ってるわけだ」

夫③「たしかにそうだけども!?」

ヒルド「つまり、オレ自身だって戦闘機の部品の一つと言えなくもないから、オレのこともテメエが整備してくれてもいいんじゃないのか！」

夫③「どういうことだよ!?　中尉の何を整備しろっていうんだよ!?」

ヒルド「バッカ、男が女を整備するって言ったら……そういうことなんだよ！　オフクロに教わったことだから間ま違ちがいねえ！」

夫③「騙されてる！　お前はお母さんに騙されてる！」







＊　＊　＊






「……その三日後、二人は婚約しました」

　フレイヤちゃんから過去の話を聞かされ、俺おれは鉛なまりを飲み込まされたかのような重苦しい気分になった。

　彼女のお姉さんたちは、そうして旦だん那なさんたちをゲットしていったのか。お母さんに吹き込まれた嘘八百をもって。

「…………失礼なこと言っていい？」

「……どうぞ」

「バカなの!?　キミん家ちの人たちは全員残らずバカなの!?　なんでそんなウソにもなってないよーなウソを簡単に信じちゃうの!?」

「そんなの言われなくたってわかってるよバカヤロー！　なんでウチの女どもはバカばっかりなのコノヤロー！」

　フレイヤちゃんも、自分の家の子たちがヘンなのは重々承知らしい。アイドルになって多少世の中を知っている分、背し負よわなくていい苦労を余計に背し負よっているようだ。

「まあつまり、そうしてヨル姉、イル姉、ヒル姉は、アホだけどもちゃんと結婚できたわけです。そして、その次に続くのが四女ディ姉！」

　スカディさんのことか!?

　ああ俺もスカディさんに対して「キミはお母さんに騙されてる！」って叫さけんだ記き憶おくがあるが。まさかアレが…………？

「ウチの姉妹の中でもっともカタブツで厄介物件と思われたディ姉が、十代半ばにしてもう生しよう涯がいの伴はん侶りよを見つけちゃったんだよ！　しかもその相手は、ディ姉のことを追って家に押おしかけちゃうほどの情熱っぷり」

「えーと、誰だれのことかな？」

「現実から目を逸そらさないで！　とにかく！　今留守にしてるお母さんが帰ってきたら、これに乗じようとしないわけがないの！　わかるでしょう!?　上三人の姉どもの勝因は！　お母さんから吹き込まれたウソなんだよ！」

　たしかにそーだ。

「お母さんが関かかわると、まとまらないものまでムリヤリまとめさせちゃう。もしお兄さんにその気がないなら、そーいうのは絶対違うと思うの。だからお兄さんにディ姉を貰もらう気持ちがないなら、一刻も早くここを出るべきなの！」

「なんてこった！　俺は虎こ口こうに入っていたというのか!?」

「ホントーだよ！　っていうかなんでボクもそのことにもっと早く気付かなかったの！　ディ姉のことで頭いっぱいで気が回らなかったーッ！」

　どうやらフレイヤちゃんも戦犯級の大チョンボをやらかしてたようだが、責任追及の余よ裕ゆうはない。スカディさんたちのお母さんはいつ帰ってくるの!?

「今にも玄げん関かんの戸を叩いてくるかもしれないよ！　とにかくもー、お兄さんの気持ちに関係なく今はそこの窓から逃にげて！　結論は後日ということでいーから！」

「わかった！　ご協力に感謝する！」

　フレイヤちゃんの助言に従って、俺は部屋の窓に足を掛かける。ここは二階だが、そういうことが気にならなくなっている自分が心のどこかで怖こわかった。

「そうは問屋が米こめ騒そう動どうなのですよ～～」

「うわぁ！　団長!?」

　なんと団長が窓の外から顔を出だした!?　てかここ二階だってさっきも言ったんだけど、それをわかっているのかこのお子様!?

「この屋敷から誰だれ一ひと人り逃にがすなとフレやんちゃんからのお達しなのですよー。逃とう亡ぼう者しやはおしりを齧かじるのです。でも男のおしりを齧っても楽しくないので、おててをカミカミです」
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「ああっ、腕うでを甘あま噛がみしないでっ。……違うでしょう？　逃がすなといったのはスカディさん一人だけで……！」

　団長の思わぬ暴走によって脱だつ出しゆつが阻はばまれる。そんなことをしてる間にコンコンとノックがして、

「フレイヤ何をしている。入るぞ」

　とヨルズさんがドアを開けた。

「あ、裸で布団に入ってダンナさんゲットした人がきた」

「全裸で布団に入ってダンナさんゲットした人、こんちゃーっす」

「んなぁぁぁぁーーーーーー!?」

　俺たちの発言に顔を真っ赤にして絶叫するヨルズさんだった。

　しかしまずいなこの状じよう況きよう。前門に団長、後門にヨルズさん。脱出しようとしてもこれでは動けない。

「フレイヤ貴様喋ったな機密情報を！　スパイ容疑で銃じゆう殺さつするぞ!?」

「ハイハイ、それよりなんで来たのヨル姉？　絶対覗のぞくなっていったでしょ。ドジッ娘のクセに一人で階段上るとか自殺行為まで冒おかして……」

　途と中ちゆうでこけて転がり落ちそうだからな、この人。きっと志四郎辺りが細心の注意を払はらってくれたんだろうけれど。

「うむそれだがな、貴様ら早さつ急きゆうに降りてこい。出で迎むかえの用意だ」

「「え？」」

　ヨルズさんの発言に、俺もフレイヤちゃんも耳を疑った。

「あの……、ヨル姉……？　出迎えっていったい誰の……？」

「誰って、海外視察に出ておられた父上に決まっておるではないか。数カ月ぶりの帰国なのだ。フレイヤなどは普ふ段だん家を空けておるのだから、しっかり顔を見せておけよ」

　俺もフレイヤちゃんも、冷や汗がタラリと頬ほおを伝った。

「お父さんが帰ってきたってことは……。あの、お母さんは……？」

「ん？　ご一緒に決まっておろう。母上は父上のお迎えに出ていたゆえに」

　時ときすでに遅おそし。そんなフレーズが俺とフレイヤちゃんの頭の中で輝いた。







第三章　スポーツ尻じり結けつ婚こんする







　階段を下りて玄関ホールに向かうと、これまでとはまったく違った雰ふん囲い気きがそこにあった。

「もう既に到とう着ちやくしてる……？」

　志し四し郎ろう、スカディさんと、既に見慣れた面子の他に、さらなる新たな人物の姿を確かく認にんすることができた。

　年齢六十代とおぼしき初老の男性だった。

　皺しわの刻まれた顔。海を戦場とする第二防衛軍の軍服をまとい、豊かに蓄たくわえられた顎あご鬚ひげには白いものが交じっている。

　しかしその人を見て如によ実じつに感じられるのは、外見の特とく徴ちようではなく、佇たたずまいだ。こちらを威い圧あつする刺とげ々とげしさはない。なのにその人は、立っているだけで無言で俺を圧倒する。まるで海が、荒あれることなくうねることなく、ただ大きいというだけで見る者の心を奪うばうように。

　あの男の人は……？

「第二防衛軍幕ばく僚りよう長ちよう、東とう郷ごう禅ぜん八はち郎ろう大将。そしてこの東郷家の家長であり、我らが父上だ」

　俺の後ろから、階段を下りてくるヨルズさんが告げた。

　では、その禅八郎さんの傍そばに寄り添うように立っている和服の婦人が、その奥おくさんということか。

　スカディさんたちと同じ銀色の髪かみを、和装に合うよう小さくまとめあげ、柳やなぎの木のように立つ様はとても流りゆう麗れいだった。

　顔には年齢相応に僅わずかながらの皺が浮うかんでいるが、その身から香かおり立たつ知性や麗うるわしさが、老いという衰おとろえを見事に消し去っている。

「イルマタル・Ｗヴアイスマン・東郷。我々の母上だ」

　アレが問題の……。

　帰宅したばかりの老ろう夫ふう婦ふは、子供たちの出迎えに気構えなく顔をほころばせていた。

「……志四郎。長いこと留守を任せ、ご苦労だったな」

「は、はい！　お帰りなさいませ父上！」

　父親が最初に声をかけたのは、四男である志四郎へだった。

「孝こう三さぶ郎ろうが防衛大学生として寮りように詰つめ、忠ちゆう次じ郎ろうも佐さ世せ保ぼで軍務に就ついているとなれば、この家に男はお前一人だからな。父がおらぬ間、よく家を守ってくれた」

「勿もつ体たいないお言葉です父上！　それに、家にいる男はオレ一人ではありません。剣けん五ご郎ろうもいますから……！」

「ははは……。そうだった、剣五郎も小学生とはいえ立派な東郷の男だったな。アイツは、今はまだ小学校か？」

　俺にはわからない家族の会話がホールに響ひびいていた。何ど処この家庭とも変わらない温かさが充じゆう満まんしている。……のだと思う。俺はそういうのがよくわからんから。

「それから……、スカディ、お前もよく帰ったな」

　東郷家の父の目が、スカディさんへ向く。俯うつむくスカディさんの肩かたが、ビクリと震えた。

「お前の話は、母さんたちから伝え聞いている。この家と絶ぜつ縁えん……」

「おかえりなさいお父さん！」

　東郷父の言葉を遮さえぎるかのように、フレイヤちゃんがその人へ抱きついた。さっきまで俺の背後にいたのが、颯さつ爽そうと脇わきをすり抜ぬけて。何という身の早さ。

「ははっ、フレイヤ、お前も帰っていたのか？　元気そうで何よりだ」

「お父さんも！　ねえボクの活かつ躍やくネットでちゃんと見てくれてる!?　ボク、センターとってアイドル活動頑がん張ばってるんだからね！」

　フレイヤちゃんの、自分に注意を引かせてスカディさんを庇かばう目もく論ろ見みが、俺には即座にわかった。

　彼女が場を和なごませているうちに、どうにかスカディさんをここから逃がせないだろうか……、と考えあぐねていると。

「……父上、あまり妹たちを甘あまやかさないでいただきたい」

　と玄関の外から声がした。

　誰だ？　その声は、ここに来てから出会った人の誰とも一いつ致ちしない。完全に初めて聞く声だ。

　やがて、玄関から怜れい悧りな顔つきをした青年が入ってきた。

　重々しい色の黒くろ髪かみをオールバックにまとめあげ、その表情はのっけから不ふ機き嫌げんそうなへの字口。しかし顔の造形そのものは美形と言っていいほどに整っていてこれぞ青年将校という印象だ。東郷父・禅八郎さんと同じ第二防衛軍の軍服を着ている。

「……悌てい一いち郎ろう兄上!?」

　俺の後ろでヨルズさんが唸うなった。

「いつこちらへ!?　いつものように市いちヶが谷やへ詰めておられたのでは!?」

「愚おろか者もの、今回の海外視察、小官も父上に同行していたのだ。今回の視察は、我が国の命運を分ける大事なものゆえにな」

「は、はぁ……」

　珍めずらしいことに、ヨルズさんはその青年将校に対してやけに引け腰だった。東郷家の長女として、弟妹や、部外者である俺に対して常に気き丈じような態度で振る舞ってきたこの人が。

「ヨルズ、貴様少々騒さわぎすぎているようだな。他家に嫁ぎ、東郷姓せいを失った貴様が、何の資格があってここの指揮官を気取る」

「そ、それは……」

「女は余計な口出しをせず、子供を産み育てることに専念しておけばいいのだ。貴様の夫である純じゆん之の助すけ君もそれを望んでいよう。彼かれに迷めい惑わくを掛ければ、それは貴様の実家たる東郷家の恥はじとなることを忘れるな」

「は、はい……」

　ついにヨルズさんは、一言も言い出さないまま黙り込んでしまった。

　そして不機嫌面の青年将校は、その視線を今度は俺と団長へ向ける。

「何だキミたちは？　ここは我が家の私し邸てい、部外者が断りもなく入ってきていい場所ではない」

「ハイ、私はスカディちゃんのお友だちで、伊い佐さ波なみ美みと申すのですよ！　今回はスカディちゃんのお見み舞まいにやってきました！」

　団長が元気に答えた。

「スカディの……、そうか、キミたちがスカディを誑たぶらかしたという連中か」

　随ずい分ぶんな言い草だった。

「そういうことなら今すぐお引き取り願おう。スカディは、栄はえある東郷家の一員、キミらのような無法者と交友は許されぬ」

「兄上ッ!?」「一兄！　それはちょっと……！」

　ヨルズさんとフレイヤちゃんが色をなすも、青年将校は無視して今度はスカディさんの方を向く。

「しかし、今スカディが戻ってきたのはいいタイミングだった。……聞けスカディ、我ら防衛軍は、再びＭＴ能力の利用開発を進めることにした」

「なっ……!?」

　今までずっと俯いていたスカディさんが、顔を上げる。

「ＭＴ能力者であるお前にもまた協力してもらうことになる。今まで無役に置き、申し訳なく思っていたが、それもようやく終わりだ。軍に戻れスカディ。ＭＴ研究機関である『柏かしわ』も再スタートすることになる」

「ですが一兄上、私は……！」

「拒きよ否ひは許さんぞスカディ。お前は東郷家の人間だ。軍人として国防を担にない、国に尽つくす義務がある。特にお前はＭＴ能力という稀け有うな才能を生まれもった以上、それを国のために役立てるべきだ」

「ちょっと、ちょっと待ってくれ悌一郎兄貴！」

　志四郎が、慌あわてふためいて割って入る。

「実はそのことについて問題があるんだ！　スカディは今ＭＴ能力がなくなってて、今もどうしようかって皆みなで話し合ってたところなんだ！」

「なんだと……!?」

　それを聞いて初めて青年将校の表情が慌てたものに変わった。しかしすぐまた能面のような不機嫌顔に戻り、スカディさんに語りかける。

「……そうか、だが安心しろスカディ。新たに結成される『柏』には優ゆう秀しゆうな研究者が揃っている。お前の不調となった能力もすぐに回復しよう」

「一兄上……！　それは……！」

「口答えはするなと言った。ＭＴ能力は、これからの新時代に国を守っていくための必要不可欠なファクターとなろう。……フレイヤ、貴様も無論計画に参加するのだ。アイドルなどという無益な遊びは今すぐ辞やめろ」

「何言ってんの一兄!?」

　これにはフレイヤちゃんも大憤慨だが、青年将校は取り合わない。

「今回はお前たちだけでなく、軍内にいるＭＴ能力者をすべて召集する計画だ。それによって防衛軍は、他国の侵しん略りやくに対してより強い防衛力を、……ぐぼはッ!?」

　青年将校は、絶好調の演説を最後まで言い終えられずに吹っ飛ばされた。顔面にゴガンッ、と蹴けりを一発喰くらって、玄関ホールの床ゆかをゴロゴロと転がる。

　居合わせる東郷兄弟全員が、凍こおりつく表情でこちらへ注目した。蹴ったのは俺だ。俺の飛とび蹴げりが、見事に青年将校の顔面に突つき刺ささった。

「…………ぐへぇッ？　な、なんだ？　何をする貴様……!?」

「素人しろうとのガキに簡単に蹴け倒たおされるヤツが、よく国防なんて大層に語れるもんだ」

　努めて冷れい淡たんに皮肉を吐はく。

「な、何をするのだ貴様ッ!?　そのお方はな、東郷悌一郎といって我わが東郷家の長男だ！　いずれは父上の後を継つぎ、東郷家の当主となられるのだぞ！」

「そうだぞ正まさ人と！　気持ちはわかるが暴力は！　……イヤそれは悌一郎兄貴が気に入らない気持ちではなく、その、なんと言うか……！」

　ヨルズさんと志四郎が周囲で騒ぎ立てるが、今の俺おれにとっては雑音にすぎない。

「そこの男のようなクズを……」

　俺が威い気をこめて言うと、二人はピタリと静まった。

「……俺は何人か知っている。ＭＴ能力者を道具のように扱あつかい、自分の利益のためだけに利用しようとするクズ野や郎ろうをな」

「な、なんだと……!?」

「そういうヤツに会うたび、俺は全力で戦ってきた。スカディさんの意志を無視して道具のように利用したいんなら、まず俺を殺せ。そうしない限りお前の望みは叶かなわない」

　青年将校、イヤ、悌一郎というスカディさんの兄貴か。ソイツは凄すさまじい表情でこちらを睨にらみつけるが、それだけだった。これだけ挑ちよう発はつしているというのに飛びかかってくる気配もない。根こん性じようなしめ。ならこっちからボコボコにしてやるかと、足を前に出して……。

「ふはははははははははッ！」

　しかし豪ごう快かいな笑い声が俺の行動を遮った。重くて濁にごった年配者の声。

「ははっ。……口より先に手が出るのは斑鳩いかるが流。匕首あいくちのように鋭するどい文句で周囲を黙らせるのは十じゆう王おう流。両方使われては敵かなわんな」

　そう言ったのは、スカディさんたち皆の父、東郷禅八郎さんだった。

「ち、父上……!?」

「引きなさい悌一郎。エリート街かい道どうをぬくぬく歩いてきたお前では、この少年には勝てん」

　またバッサリと言うものだ。そこまで断定されては悌一郎も引き下がるしかない。

　そして父親は、消しよう沈ちんした長男から俺へ視線を移す。

「……十王正人君だな？」

「は、はい……？」

　何な故ぜ俺の名を知っているのかと恐きよう縮しゆくものだった。

「キミと話がしたい。……イルマ、西側の応接室は掃そう除じしてあるか？」

「はいアナタ。いつでも使えるようにしてありますわ」

　ここで初めて、父、長男と共に帰宅してきたお母さんが口を開いた。やはり外見に似合った若々しい声だった。

「ではそこへ行こう。……正人君、付いてきてくれ」

　禅八郎さんは、背中を向けてどこぞへと歩いていく。

　どうしようかと戸と惑まどって周囲を見み渡わたすが、ヨルズさんも志四郎もフレイヤちゃんも「行けっ、行けっ」とジェスチャーで訴うつたえるために、どうやら俺に拒きよ否ひ権けんはないようだった。

　ただ一人、スカディさんは顔を真っ赤にして俯いていた。
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「……ウチの長男が無礼をしてしまった」

　応接間に着くなり、禅八郎さんが申し訳なさそうに言った。室内は、やはり洋館の一部だけあって舶来風の気品があり、俺と禅八郎さんはふかふかのソファに向かい合って座すわる。

　しましまあ、無礼というなら俺の方がぶっちぎりなんだが。

「だが許してやってくれ。アレも若いゆえにな、目新しいものに何かと夢を感じてしまう。今回私が行った海外視察も、各国のＭＴ能力軍事利用を見せるためアレが無理やり連れだしたようなものでな。最先端の世界情勢を知れば、私の気も変わると企たくらんだらしい」

「はあ……？」

「そして、極きわめつけがこの映像だ」

　禅八郎さんは、手に提さげていたカバンから一枚のタブレット端たん末まつを取り出し、軽快に操作しだした。年のわりにハイテク慣れしている。

　そして、そのタブレット端末が再生させる動画は……！

「スカディさん!?」

　例の水着大会のものだった。スカディさんがＭＴアームズをまとい、同じく『千越オーバー・えサウザンド』の美み夜や、緩ゆるや花かなどと激げき闘とうを繰くり広ひろげている。

「テレビ放送するって言ってたけど。もうオンエアされてたのか……」

「この映像は、関係各所でかなりの話題になっとるよ。なにせＭＩＮＯＳミノスの十王あてな以外、ＭＴ値一〇〇〇を越こえる能力者はいないとされていたからね」

　正義の組織を名乗るＭＩＮＯＳにとって、世界唯一の『千越オーバー・えサウザンド』であるウチの姉さんを占せん有ゆうしているのは、この上ないアドバンテージだった。しかしその姉さんが敗れ、二人目、三人目の『千越オーバー・えサウザンド』が現れたのは正義にとって好ましいはずがない。

　だからＭＩＮＯＳは、最近まで悪側に『千越オーバー・えサウザンド』がいることをひた隠かくしにしてきた。それをこの水着大会はブチ壊こわしにしたのか。

「悌一郎もこの映像に大層興奮しておった。何せ世界に二人といないはずの『千越オーバー・えサウザンド』の中に、自分の妹がいたのだからね。現在軍部で議題に挙がっておるＭＴ能力研究機関の復活へ、ますます意欲が湧わいたようだ」

「……？　軍のＭＴ機関の復活は、決定したんじゃ？」

「それは悌一郎の勇み足だよ。三軍の一つを指揮する私が乗り気でないのでね。アレをやきもきさせている」

　では軍でのＭＴ機関の復活は、まだ賛成派と反対派で揉もめているといった段階にすぎないのか。それはスカディさんを守りたい俺の立ち位置としては嬉うれしいが、そんなことを話す禅八郎さんの意図とは？

「……そこで十王正人君。この件について、キミはどう思う？」

「はい？」

「日本におけるＭＴ能力第一人者、ＭＴ能力の生き字引と言って過言ではないＭＩＮＯＳ司令、十王厳げん破ぱの子息であるキミの意見を聞きたい。ＭＴ能力の軍事利用、キミは賛成と思うかね？　それとも反対か？」

　東郷家の家長、禅八郎さんは透とう明めいな瞳ひとみで俺を見み詰つめてくる。透明ではあるが、その瞳の奥おく底そこにある意思は、俺にはまったく見通せない。

　この人が、何な故ぜ部外者でしかない若造の俺に意見を求めているのかもわからない。しかし真しん摯しに聞かれ、答えずにはいられない何かを、この軍人はもっている。

　俺は数秒黙り込み、言うべきことを胸中でまとめてから口を開いた。

「……反対です」

「それは何故かな？　まさかスカディを軍に取られたくないから、と言うのではあるまい」

「個人的にはそれもありますが、そもそも、ＭＴ能力は軍事利用には向きません」

「ほう」

　刀かたな槍やりで戦う戦国時代ならともかく、現在の戦争はハードウェアによって勝敗が分けられる。

　敵よりも優すぐれた兵器を開発し、大量生産し、それを的確に運営できた方が勝つのだ。それは銃じゆうだったり、戦車だったり、戦闘用の飛行機やヘリだったり、戦せん艦かんだったり、核かくミサイルだったりする。あるいはレーダー、暗視装置といった哨しよう戒かい機き器きも含ふくまれる。

　そして優れた兵器を決める要素とは何か？

　威い力りよくはもちろんのこと、取り扱いの利便性、安全性。過か酷こくな環境下での耐たい久きゆう性せい。生産時のコストパフォーマンスも重要だ。

　どれだけ威力が高くても、一つ一つの作成にかかる費用が高ければ大量生産はできないし。完成した後も、重くてもち運びしにくいとか、操作が複雑だとか、ちょっとした故障で使えなくなるとか、そうした欠点を抱かかえていたら兵器としては失格。

　そうした様々な要因が複雑に折り重なって、兵器の優ゆう秀しゆう性せいは審しん査さされる。

　そして、ここからが本題。ＭＴ能力を軍事用ハードウェアとして見た場合、どうなるか。

「ＭＴ能力は、軍事兵器としてはあまりに不安定すぎます」

　まず威力。それは各能力者によってまちまちだ。ＭＴ能力者の力はＭＴ値で計られ、しかもその数値は一～一〇〇〇と幅はば広ひろい。当然、一〇〇〇の能力者と一の能力者を同一の戦力として扱うことはできない。

　ましてＭＴ能力者は、能力の特色自体が千せん差さ万ばん別べつだ。筋力強化能力、知覚拡大能力、他色々。誰がどのような能力をもつか、運うん次し第だいでしか決定できない現状。そんな不安定なものを軍組織に供給するのは、戦争をギャンブルに変えるようなものだ。

「状況から不確定な要素をできうる限り排はい除じよする。それは戦略戦術における鉄則の一つです。軍にＭＴ能力者を供給するのは、その鉄則に逆行するのと同じでしょう」

　その上、ＭＴ能力は能力者のメンタルに大きく左右されることも無視できない。

　今回、スカディさんのＭＴ能力が消失してしまったのがいい例だ。

　どんなに強力で、大量破壊兵器にすら匹ひつ敵てきする能力者がいたとしても、メンタルの状態一つでいつ使用できなくなるかわからないのでは実戦では使えない。

　イヤ、強力な能力者であればあるほど、むしろリスクは大きくなる。たとえばスカディさんや美夜のような『千越オーバー・えサウザンド』がたった一人で敵軍を駆く逐ちくできるとしても。その能力者が何かの精神的要因で能力を消失し、それと同時に敵軍が襲おそってきたらどうなるか。

　以上の理由から、ＭＴ能力を軍事ハードウェアとして実戦利用するのは危なっかしすぎる。そういう旨むねを、俺は、自分のもてる説明力を駆く使しして禅八郎さんに伝えた。

「しかし、キミのお父上が設立したＭＩＮＯＳは、ＭＴ能力者の組織化を成功させ、成果を挙げている」

「それはＭＩＮＯＳが治安維持組織だからです。治安維持組織と軍隊とでは、おのずと要求される戦力に雲うん泥でいの差があります。必要とされる人員数も、戦力も、ＭＩＮＯＳは軍隊の数十分の一でいい。だからこそ能力者の特性に合わせて逐ちく一いち部隊編成を変えたりと余裕のある行動ができる。行動単位が何万人もある軍隊では、そんなことはできません」

　俺の伝えたいことは、この人にちゃんと伝わっただろうか？

　緊きん張ちようの思いで禅八郎さんの顔を見詰めていると、その顔に、満足げな笑えみが浮かんだのを俺は見つけることができた。

「なるほど、冷静な意見だ。ウチの幕ばく僚りよう監かん部ぶにはそのような意見を言える者がいなくてなあ」

「はあ……」

「賛成派は、ＭＴ能力をどのようにして軍事利用するか、手段と目的が逆転したようなことしか言えないし、反対派も、人道的な見地からの意見がほとんどだ。それで会議はずっと平行線だったのだが、……いい意見が聞けたよ。さすがは十王厳破の息むす子こ、そして斑鳩青あお盛もりの弟で子しでもある」

　イヤ、誰が、誰の息子で誰の弟子やねん。遺伝子的な楔くさびは否定しようがないが、斑鳩さんの弟子というのは……ん？

「……東郷大将は、斑鳩さんのことを御ご存ぞんじなんですか？」

　禅八郎さんについての呼び方は、『禅八郎さん』ではなんか馴なれ馴れしい気もするし、『お父さん』ではヤバすぎるため、『東郷大将』で落ち着いた。

　禅八郎さんは、さっきから度たび々たびウチのオヤジや斑鳩さんの名を口に出し、いかにも親しげな雰囲気を醸かもしている。

　正義の組織ＭＩＮＯＳ司令、十王厳破＝ウチのオヤジ。

　そして悪の組織アザゼルバンク社長、斑鳩青盛。

　ウチのオヤジについては、禅八郎さんとは国家の要職同士なわけだし、どっかで面識もあるだろう。しかし悪の大ボスたる斑鳩さんについては……？

「なんだ、知らんのかいキミは？　斑鳩君もかつては軍人だった。陸軍――第一防衛軍退たい役えき大たい尉いだ」

「いいっ!?」

　あの斑鳩さん、大企業の社長だけじゃなくてそんな職歴まであったのか!?　どんだけヒトをビックリさせる要素をもってるんだよ。人生波は乱らん万ばん丈じようか!?

「それで私も面識があってね。彼が軍にいたころ私の階級は大たい佐さで、今でも彼は私を『大佐』と気さくに呼んでくれている。彼の会社に五番目の娘むすめフレイヤを預けたのも、その縁えんからだ」

　フレイヤちゃんがアザゼルバンク所属のアイドルとして活躍しているのには、そんな裏話が……。

「キミの父上である十王厳破君と知り合ったのもその時だよ。当時ＭＩＮＯＳはまだなく、彼は警察官僚として軍に出向していた。同じＭＴ能力者として、斑鳩君とウマが合ったようだ。ＭＴ能力者の未来について、二人とも真しん剣けんに思いを巡めぐらせていてな。喫きつ煙えん所しよや食堂で、見かけるたびに侃かん々かん諤がく々がくの議論をしていたよ」

「ええー？」

　前に斑鳩さんと対面した時、斑鳩さんがウチのオヤジのメアドを知っていたことの謎なぞが解けた。あの二人って、実は仲良しだったってこと!?

「その二人が、今ではそれぞれＭＩＮＯＳとアザゼルバンクを立ち上げ、ＭＴ能力者を取り巻く社会を牽けん引いんしている。日本のＭＴ能力界は、彼らが支えていると言っても過言ではない。……断金の友情とは、ああいうものを言うのだろう。そんな友をもてるというのは、同じ男として羨うらやましい限りだ」

　禅八郎さんが、遠くを見るような目で言った。ただその遠くを見るような瞳が、何故か俺おれを見詰めていた。

「十王正人君、キミを見ていると二人の友情の深さを如実に見る気がするよ。キミが斑鳩君の下にいると聞いてね。さもありなんと思った。十王君が、自分の息子を一人前に鍛きたえ上あげるために、もっとも信しん頼らいのおける友人に預けるということがね」

「はぁッ!?」

　さっきから漠ばく然ぜんと感じていたが、禅八郎さんは何か重大な勘かん違ちがいをしてないだろうか。

　俺は、ウチのオヤジとはもはや他人同然だし、斑鳩さんと対面したのもまったく別の要因からだ。第一俺は斑鳩さんにコテンパンにのされただけで弟子でも何でもない。

「自分の息子を安心して託たくせる者こそ君子だと言うが、斑鳩君はまさにその通りの男だ。その斑鳩君に息子の養育を頼たのんだ十王君も、いかにキミの将来に期待し、大事に育てていこうとしているかがわかる」

「イヤ、あの……！」

「ははは、世辞が過ぎると思っているようだね。だがキミは、自分がいかに恵めぐまれた環境にいるか重ねて知っておくべきだ。偉い大だいな父と偉大な師、二人の人物から色々なものを吸収して、よい若者に育っている。十王君は、よい後こう継けい者しやに恵まれた。斑鳩君も教えがいのある生徒をもって心躍らせているだろう」

　朗ほがらかに笑う禅八郎さんを前に、俺は何も言いだすことができなかった。禅八郎さんの言うことはすべて誤解でしかなく、その内容は俺にとって不快ですらあるのだが、それを口に出せないほど、禅八郎さんは善意に溢あふれた人だった。
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　こうして俺は東郷家のお父さん、東郷禅八郎氏との一対一の会談を終え、応接間を出た。

　正直言って超ちよう気き疲づかれした。まあ当たり前だな、何せ相手は国防を担う軍の司令官なのだから、緊張しないわけがない。

　人間の太さというが、大きさが違うのだ。

　大人物といえば、こないだ斑鳩さんと対決したばかりだけど、スカディさんのお父さんということで今回の方が余計に緊張したし。同じお父さん繋つながりで前に差し向かった美夜の父親・赤オッサンを思い出すが、今日の禅八郎さんと比べれば魔ま王おうとスライムぐらいのプレッシャー差がある。と思うのは美夜には悪いけどさ。

　色んな要素が合わさって、これまでで一番緊張した会談となった。

　フレイヤちゃんから吹き込まれていた事前情報のせいで、スカディさんたちのお母さんの方にばかり注意が行っていたけど。お父さんだって要注意じゃないか。

　ホントに油断のできない一族だった。

　禅八郎さんは、出張から帰ったばかりで片づけなければならない雑事があると言うので、そのまま自室へ向かわれた。

　俺は手て持もち無ぶ沙さ汰たで、皆の待っている居間へ戻もどったのだが。

「ただいまー。皆何して……、うえぇぇぇッッ!?」

　俺は、自分の見通しの甘さを益ます々ます思い知らされた。思い知らされるものが、そこに立っていた。




　スカディさんが、ウエディングドレスを着ていたのだ。




「なんでさッッッッッッッッッッッッ!?」

　なんでさと叫さけびたくなるこの唐とう突とつさ。スカディさんは、純白のドレスに身を包つつみ、モジモジした表情で、こちらを流し見ている。

　肩を露出した大だい胆たんなデザインで、スカートはお姫ひめ様さまのドレスのように大きく膨ふくらんでいる。そんな晴れやかな衣装に包まれたスカディさんは、端たん的てきに言って美しいのだが、惜おしいことにこの場合、唐突さへの驚おどろきが勝った。

「オホホ……、どうですか正人さん？　綺き麗れいなものでしょう？」

　と俺の後方斜め四十五度から話しかけてきた、まだまだ溌はつ剌らつとした若さを保つ老婦人。

　スカディさんの母、イルマタル・Ｗ・東郷さんだ。

「ウチの子たちはほとんど私の銀ぎん髪ぱつが遺伝したので白はあまり似合わないのですけど、やはり晴れの衣装は誰だれが着ても映はえるものですわ。このドレス、そこのヨルズや他の姉たちも着た物なんですの。ちょっと虫干しにしようと出して見たんですが、スカディもこれが着られる年になってきましたのねぇ」

　絶対ウソだ。さっき帰ってきたばかりなのに、なんでいきなり虫干ししようなんて思いたつのか。このお母さんは、明らかに俺に見せるためにスカディさんにウエディングドレスを着せたんだ！

「……あらあら、そういえば挨あい拶さつがまだでしたね。私、この子らの母親でイルマタル・Ｗ・東郷と申します。あまりかしこまらず『お義母さん』と呼んでくださいましね」

　すんげえナチュラルに言われた。過去三人の婿むこを撃げき墜ついしてきた熟練の手管を窺うかがわせた。

　俺とイルマタルさんの周囲で、ヨルズさん、フレイヤちゃん、志四郎が一様に渋しぶい顔つきをしている。

　……って、アレ？　さっき俺が蹴り飛ばしちゃった長男さんは？

「悌一郎のことをお捜し？　あの子ったら、あの後すぐ『残した仕事がある』なんて言い出して出て行ってしまったのよ？　やりこめられたのが悔くやしいからって本当に大人気ないのだから……」

　イルマタルさんはオホホ、と品よく笑う。

「気を悪くなさらないでね正人さん。アナタにはスカディのことで充じゆう分ぶんすぎるほどお世話になっているのだし、我が家としてはアナタを歓かん迎げいしたいのです。家長である夫が今日まで不在だったせいで総意がまとまらず、血気にはやる子もいましたが……」

　イルマタルさんがチラ、と視線を横に動かすと、志四郎とヨルズさんがビクリと肩を震ふるわせた。

「正人さん、アナタには感謝しているのですよ。スカディったら堅かた物ぶつで不器用だから、年とし頃ごろになっても男の子にモテるかどうか不安だったのですけれど、アナタのような良い人に出会えて、私も母親としてホッとしておりますの。どうか末永く、あの子のことをよろしくお願いいたしますわね」

「いやいやいやいや……」

　俺はハンターに追われる野の鹿じかの気分だった。

「ところで正人さん、アナタお住まいはどちらなのかしら？」

「え？　今は法的には学校の寮住まいになってますから、スカディさんとほぼ同じで……？」

「アラそう、ところでご両親のお名前は何とおっしゃるの？」

「十王厳破と十王ゆのですが……？」

「それから、じゅうおう・まさと、ってどういう字を書くのかしら？　こちらに書いてみてくださる？」

　とイルマタルさんは一枚の紙キレを俺へ差し出した。

　婚こん姻いん届とどけだった。

「何にサインさせようとしてるんだァーーーー!?」

　俺は婚姻届を奪い取って絶ぜつ叫きようした。クッソ、よく見たら氏し名めい欄らん以外もさっきの質問の答えで埋うまってるじゃねーか!?　悪質な新聞勧誘みたいな手を使いやがって！

　クソ、やっぱり俺の見通しが甘かった。長男の乱入と、お父さんの人間の大きさにすっかり注意を逸そらされてしまったが、やはりフレイヤちゃんの指摘通り、もっとも厄やつ介かいなのはこの人だったんだ！

「……我らが母上、イルマタル・Ｗ・東郷。旧きゆう姓せいイルマタル・ヴァイスマン」

　俺の背後で、ヨルズさんが幽ゆう霊れいのように呟つぶやいた。

「かつてはフィンランド軍属の事務官であったが、若き日の父上が視察として彼の国を訪おとずれた際に一ひと目め惚ぼれし、猛もう烈れつなアタックの末結けつ婚こん。そのまま父上の帰国に付いて日本に渡わたってきたという猛も者さだ」

　猛者ですか。

「その後は、軍人家系である東郷家の妻として日本に馴な染じむことを努め、茶さ道どう、華か道どう、舞ぶ踊よう、和歌などの芸事、いずれも家元レベルにまで極めた才人だ。認めたくはないが、小官を含めこの家の女全員は、あの人の情の濃こさを受け継いでいる。余よ程ほど優性な遺伝子をおもちなのだろう」

「何ですかヨルズ、自分の母親をまるでオバケみたいに言って。母はプンスカいたしますよ？」

　長女と母の口くち喧げん嘩か。

「それよりも正人さん、東京からこんな遠いところまでお越しくださって、長旅でさぞお疲つかれでしょう？　お腹なかもすいていませんか？」

「はい？　ああ、そういえば…………」

　イルマタルさんに言われて、壁かべに掛かけてある時計を覗のぞいてみると、二時を回っていた。朝方ここを訪問したはずだが、スカディさんのＭＴ能力喪失問題やら何やらで、もうこんなに時間が経たっていたのか。

「お昼にするには随ずい分ぶん遅おそくなってしまいましたし、どうでしょう？　おやつでも召し上がりませんか？」

「おやつ？」

　テーブルへ目を向けると、そこには既すでに団長がテイクシートして、テーブルに並ぶケーキやらアップルパイやらを貪むさぼり食くっていた。

「うまうまうまうま！　ヒヒーンなのですよ！　正人さん、このお菓か子しサイコーにスィーツです！　星五つの老舗しにせの味なのです！」

　なんか大人しいと思ったら、すっかり餌え付づけされてるじゃねーか。

　団長がああでは今さら俺が遠えん慮りよしても意味はないな。有あり難がたく食わせてもらうことにしよう。

　俺が席に座ると、目の前にはショートケーキが一皿置いてあった。団長が絶賛するだけあり見た目からして旨うまそうだが……。

「アレ？」

　よく見ると、皿の周囲にはフォークもスプーンも置かれていなかった。これは異な。こんなによく出来たケーキを手て掴づかみで食えということか？

「……スカディ、正人さんが困っておいでよ？」

　イルマタルさんがそう言うと、おもむろにスカディさん（ウェディングドレス装備）が俺から見てテーブルの向かい側に座る。

　その手には、ケーキを掬すくうのにちょうどよさそうなデザートスプーンが。これはタイムリーと思ったが、しかしスカディさんは一向にスプーンを渡してくれない。

　どうしたことかと首を捻ひねっていたら、スカディさんはその手のスプーンで、ショートケーキの一部を削り取ると……。

「あ……」

　あ？

「…………あーん、です、正人中ちゆう尉い……！」

　ＷＯーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーッッッ!?

　これはズキューンと来た！　あのスカディさんが「あーん」とは！　思考の空白を突かれたわ！　オーソドックスだがそれだけに凄まじい威力！

「素す晴ばらしいわスカディ！　ディ・モールト（非常に）よいわ！　初めてでも教えたとおりにできるなんて、やっぱりスカディはできる子ね！」

　傍そばでスタンバッてたイルマタルさんが一人で万ばん雷らいの拍はく手しゆを送ってきた。

　って言うかコレやっぱりアンタの入いれ知ぢ恵えかッ!?

「ホラホラ正人さん、こっちを気にしている場合ではないですよ。ウチのスカディはガッツリアナタに甘えてきたのですから、今度はアナタが応こたえる番です」

　た、たしかに……！

　スカディさんが「あーん」と食い物を差し出してきたのだから、その目標である俺が何のアクションも起こさなければ、スカディさんはスプーンを差し出したままだ。

　ここで「あーん」を拒否するのは容た易やすい。「俺、甘いものダメですから」と一言言えばいいだけだ。

　しかし、この顔を真っ赤にしながら俯うつむいているスカディさんの健気けなげさを目の前にして、俺は、俺は……！

　――ぱくっ。

「あっ」

「ふぐっ!?」

　しまった！　頭で考えるより早く体が動いてしまった！

　スカディさんの差し出したスプーンの先が俺の口内に！　ケーキの甘あまさと共に、スカディさんの体温がスプーン越しに熱伝導してくるかのようだ。そんなことあるわけねえ！

「………………」

「……………………」

　俺とスカディさんは無言で見詰め合い、赤面しながら視線を落とした。って言うかそうするしか他になかった。

「お見事ですわ正人さん！　これこそ二人の気持ちが通じた証あかし！」

　とイルマタルさんは少女のようなテンションではしゃぎまわる。その他の人員はどうしたものかと煤すすけた表情だ。

　特に志四郎は、ボーズ頭に血管を浮うき立たたせて怒り心頭といった感じだ。

「おんのれぇぇ、オレの妹とイチャイチャと……！」

「志四郎、アナタがいると色々面めん倒どうくさいからお使いに行ってきてくださいな」

「もうちょっと本音を包み隠さないかな母さん!?」

「そうねぇ……、ファ○タのパッションフルーツ味を買ってきてくれるかしら？」

「それもう販はん売ばい終しゆう了りようしてね!?」

「ちゃんと買うまで帰ってこなくていいわよー」

　くっそぉぉぉぉ！　と志四郎は泣きながら部屋を飛び出していった。

「これで邪じや魔ま者ものは消せたから……。いいわよスカディ、ここまでは上う手まく行ってるわよ！　その意気で、教えられたとおりに進めていくのよ！」

　とイルマタルさんが指示を飛ばすと、スカディさんは俺の口からスプーンを引ひき抜ぬいた。当然スプーンにはもうケーキは残っていない。

　そのスプーンを……。

　スカディさんは、何故か自分の口に含んだ。

「えぇーーーーーーーーーッッ!?」

　なんでっ!?　なんで俺の口から引っ張り抜いたスプーンを舐なめしゃぶっているのですかスカディさん!?

　しかもそんな一大決心したような勢いで！　顔を真っ赤にしながら！　俺の唾だ液えきがたっぷりと付着したスプーンを、じっくりと味わうように！　って言うかコレもしや、かかか、間接キス!?　どういう企き画かくだコレ!?

「…………ぷわっ」

　充分味わい尽くしたのか。スカディさんは自身の口からスプーンをペッすると、今度はスカディさんの唾液まみれなスプーンになったそれを……。

「……………あーーん、です。正人中尉……！」

「もうわけわかんないよ!?」

「あーん」って、今度はスプーンの上にケーキすら乗っけてないよ！　スカディさんの唾液だけだ！　もしやそれが最高の調味料ということですか？　そうかもしれませんが!?

「パーフェクトよスカディ！　我が子の中で一番融ゆう通ずうが利きかないと思っていたスカディが、ここまでできるなんて！　どの子も日々成長しているということなのね！」

　こんなところで子供の成長を実感しないでもらえますか！

「では次はヨルズ！　アナタの成長を母さんに見せてみなさい！」

「いきなりなんですか母上!?」

　急きゆう遽きよ話を振ふられてヨルズさんは「迷めい惑わくが来たっ！」という表情を露ろ骨こつにした。

「アナタも年長者として、スカディに何かアドバイスしてみなさい！　殿との方がたのハートをグシャリとキャッチする秘策をね！」

「今ハート握にぎり潰つぶしませんでした!?」

「アナタだって純之助さんと添そい遂とげた経験から、何かスカディに言ってやれることがあるでしょう？　今こそその経験を活かすときよ！」

「ぐぬぬぬぬ……！　くそっ、スカディ！　来い！」

　なんかヤケクソ気味なヨルズさんに呼ばれて、スカディさんがテテテテテッ……と歩み寄る。

　そしてヨルズさんからスカディさんへ、何かしら耳打ちしているようだが、俺のいるところからでは何を話しているのか全く聞こえなかった。そのための耳打ちだし。

　やがて、ヨルズさんから離はなれたスカディさんが今度は俺の方へテテテテッ……と接近し。顔から湯気が立ちそうなほどの赤面で、散々モジモジしつつ、

「……あ、ああ、あ、あの、正人中尉…………！」

「な、なんです……!?」

「………………………………あ、愛してますワンっ」

　どぎゃーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーんッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ!!

　何を言い出しますかスカディさん!?

　イヤ待て、まあちょっと落ち着けちつけちつこつけちくこちつ……！

　ダメだ全然落ち着けねえ！　ヨルズさんプロデュースだなコレ！　妹になんてこと吹き込むんだあの新にい妻づま！　ド直球すぎるわ！

「スカディめ！　まさかあそこまで真正面に言ってくるとは！」

「凄すごいわスカディ！　これこそまさに姉と妹の協力プレイというところね！」

　各方面から様々な反応が飛ぶも、一番揺ゆさぶられているのは間ま違ちがいなく俺だ！　度たび重かさなる攻こう勢せいでＨＰがガリガリ削られていく！　イヤ、この場合ＳＡＮ値と言うべきか。ゼロになったら正気を失って、重要な書類にも余計なことを考えずサインしてしまいそう！

「お兄さん……、ゴメンナサイ……。アナタを助けてあげられない無力なボクを許して……」

　隅すみの方からフレイヤちゃんの悔かい恨こんの呟きが聞こえてきた。

「よしっ、今よスカディ。相手はもはや青あお息いき吐と息いきだわ。ここで一気にアタックして、正人さんを桃息吐息にしてしまうのよ！」

「……いい加減にしてください母上」

　すると誰かの声がイルマタルさんを遮さえぎった。

　それはスカディさんだった。今まで散々俺のことを萌もえ殺す勢いで来ながら、一体どうした？

「軍人にとって、上官の命令は絶対。ゆえに母、姉の命令に従ってきましたが、もう辛しん抱ぼうすることはできません……！」

　スカディさんは、純白ドレスの裾すそをギュッと握りしめる。

　しかしスカディさん……、その反逆の意志は、できればもっと早く示してほしかった……！

「母上は勘違いをしておられます。私と正人中尉はそのような浮うわついた関係ではありません。私はあくまで正人中尉のことを上官として尊敬申し上げているのです。下衆の勘かん繰ぐりはおやめいただきたい」

「あらそうなの？　でも正人さんはアナタのために、こんな遠いところまでワザワザお越しくださったのよ？　ただ部下を気に掛けるだけならそこまでしてくださるかしら？」

「それは正人中尉が、大変に情の厚い御お方かたというだけです。正人中尉の仲間を思いやる御み心こころは分わけ隔へだてなく海より深いのです」

　オイコラ。

　スカディさんのいつもの買かい被かぶりに、しかしツッコミを容易に入れられる雰ふん囲い気きではない。

「……そう、スカディ、アナタは素晴らしい上官に巡り合うことができたのね。でも、その上官への敬愛は、いずれ別の気持ちに変わるのではなくて？」

「変わりません。私には生しよう涯がい軍人以外の生き方などあり得ません」

　きっぱりと言い切るスカディさん。

　それに対し、彼かの女じよの母であるイルマタルさんは目は無表情なまま、口端だけで笑った。

「何を言っているのスカディ。アナタにはもう軍人の生き方などできないじゃない」

「……ッッ!?」

　それは、今のスカディさんの心臓を一ひと突つきにする文句だった。

　事実、その一言を境にスカディさんの表情は凍こおりついた。

「先ほどの悌一郎との騒そう動どう、私が聞き流しているとでも思ったの？　いつになく落ち込んでいると思ったら、ＭＴ能力がなくなってしまっていたとはねえ。ＭＴ能力のなくなったアナタに、軍人として何の価値があるというの？」

　スカディさんは何も言い返さなかった。というより言い返せないのだろう。ＭＴ能力をこそ自分の拠より所どころとしている我が娘のアイデンティティーを、母親であるイルマタルさんは的確に見み抜ぬいていた。

「軍人としてもっとも有用なものを失った今、アナタは別の生き方を見つけなければいけません。一人の女として殿方に寄り添い、支えとなるのも国家に尽つくす道です。アナタは今からその術を学んでいかなければなりません」

「ですがっ……、私はもう東郷家とは絶ぜつ縁えんし……ッ！」

「絶縁状は、受け付けません」

　お母さんは、袂たもとから一通の封ふう筒とうを取りだした。アレこそが、かつて正義との激闘を前にしてスカディさんが送ったという絶縁状か。

　その絶縁状を、イルマタルさんは俺たちの見る前で、ビリビリと引き裂いた。

「……ッ!?」

「正式にこうするのはお父さまの承しよう認にんを得てからと定めていましたが、私は最初からこうするつもりでした。スカディ、アナタは東郷家の一員です。この私がお腹を痛めて産んだ娘です。そのアナタを、進む道を違えただけで見捨てるなど、どうしてできましょう。絶縁など絶対に認めません。何があろうとアナタは私たちの家族です」

「し、しかし私は悪の組織に……！」

「いらぬ気き遣づかいです。醜しゆう聞ぶん程度でこの東郷家が揺らぐものですか。事実、お父さまは世間から悪とされている斑鳩様の下に、進んでフレイヤを預けているのですよ。何故アナタだけを問題視しなければなりませんか」

　イルマタルさんの宣言は、今回のいくつもある問題の半分近くを一気に解消してしまうものだった。今まで騒さわいでいた俺たちがバカらしく見えるほどだ。

「…………」

「わかりましたかスカディ？　わかったなら、今日からでもＭＴ能力に代わる新たな技能を習得していきますよ。家事全般に礼儀作法、世間との付き合い方。覚えることは山のようにあります。赤ちゃんの世話も、もうすぐ産まれるヨルズの子供で覚えるといいでしょう」

「母上、小官の子供を練習台っぽく言わないでくれますか？」

　ヨルズさんからの抗こう議ぎにも、お母さんはどこ吹く風だ。

「何を言っているのです。アナタだってスカディやフレイヤが赤ちゃんの時に私の手伝いをしたからこそ、今戸と惑まどわずに済んでいるのでしょう？　こういうことは代々受け継がれるものです」

　なんという貫かん禄ろくある母の心得。スカディさんたちのお母さんは完全無欠で、非の打ちどころがないように思えた。

「……………………勝手です」

「え？」

　絞り出すような声に、俺やお母さんだけでなく、全員の視線がそこへ集まった。

　スカディさんが肩かたを震わせ、喉のどを震わせていた。

「皆みな勝手です。……世界最強の軍人になれと言ったり、別の道を歩けと言ったり……！」

「スカディ？　何を言って……？」

「私はもうイヤですッ！　父上たちに私の人生を勝手に決められるのも！　母上のウソに踊おどらされるのも！　何が副官の務めは上官の子供を産み育てることですか！　そんなウソにいつまでも騙だまされ続つづける私だと思いましたかッ!?」

　これまでのスカディさんからは想像もつかない怒ど号ごうだった。そのウソに気づいたのはあくまでフレイヤちゃんの指摘からなのだが、そんなツッコミも許されぬほど、スカディさんの昂たかぶりは激しい。

「スカディ、落ち着いて聞きなさい……！」

「いいえ、もう聞きません！　母上の言うことなどどうせ全部ウソです！　私はもうアナタに踊らされて生きるなどゴメンです！　アナタが許そうと許すまいと、アナタなど親でも何でもありません！」

　それを捨てゼリフに、スカディさんは居間から出て行ってしまった。居間の外側はバルコニーになっていて、そこからすぐ庭へ出ることができる。スカディさんはそこを通って外へ飛び出してしまった。ウエディングドレス姿のままで。

「ス、スカディ待て！」

「ヨル姉こそ待って！　ドジッ娘こ妊にん婦ぷのアンタなんか危なっかしくて外に出せないよ！」

　押し合いへし合いなヨルズさんとフレイアちゃんの横で、イルマタルさんはずっと立ち尽くしていた。心なしか、顔が青ざめているように見えた。

「……ッ!?　危ない!?」

　イルマタルさんの体が急に傾かしいだので、慌あわててその身を支える。

「……ありがとう正人さん。……ふふ、ムシがいいものねえ。娘たちにウソを吹き込んできたのは事実なのに、それを指摘されて狼狽うろたえるなんて」

　お母さんは口ぶりは平静を装よそおうものの、やはり顔色は悪い。実の娘であるスカディさんから「親でも何でもない」と言われたのが余よ程ほど堪こたえたのか。

「正人さんも実際感じておられるかもしれませんけど、ウチの娘たちは皆頭でっかちの軍ぐん人じん気質かたぎでね。放っておいたら一生いい人と出会えないかもしれないと、ついつい余計なことを吹き込んでしまうの。私自身、最高の人に出会えたせいか、やはり女の幸せは結婚にあると信じているのです」

　こんな時に惚のろ気けられても。

「特にスカディは、我が家で初めて生まれたＭＴ能力者で、男性たちの期待が大きくてね。小さいころからワガママも言えずに育てられて。だからあの子が大人になったら、せめて添い遂げる人は、あの子の好きに選ばせてあげたいと思っていたの」

「…………」

「そのために変なウソまでついてしまってねえ。ウソは良かれと思っても、つかれた相手からの信頼を確実になくす。あの子を思っている気持ちだけはウソではないのに、それすら信じてもらえなくなってしまったわ」

「大だい丈じよう夫ぶです……！」

　考える前に口が動いてしまった。思ったことが、そのまま言葉になる。

「スカディさんは、きっとお母さんのことを本心から嫌きらってなんかいません。親が子供を思う気持ちは、黙だまっていても、ウソをついてもきっと伝わると思います」

「正人さん出動ですよ！」

　俺が柄がらにもないことを言っていると、今まで黙もく々もくとお菓子を貪っていた団長が、突とつ如じよ現れた。

「はい！　スカディちゃんのマザーさんから貰もらったお菓子が美お味いしすぎです伊佐波美です！　こんなときこそ正人さんの出番です！　スカディちゃんを追いかけて、慰なぐさめるなり説得するなり既き成せい事実を作るなりするです！」

　最後のは何だ？

「早く行くのですよ～。でないとこの食べかけのケーキを正人さんのズボンに塗ぬりたくるのですよ～！」

　何と言う効果的な嫌いやがらせだ。まあ塗りたくられなくても追いかけるけどさ。

「正人さん……、どうか娘をお願いします。きっと娘は、庭の奥おくにある東あずま屋やにいるはずです。あの子は辛つらいことがあって泣きたくなると、いつもそこに一人で座すわっていました」

「お兄さん頼むよ！　ディ姉は庭の奥の東屋にいるだろうからさ！」

「何をグズグズしている！　東屋にダッシュで走らんか！」

　全員で言わんでいい！　皆みなが皆スカディさんの行き先を予想できるのは、やはり家族愛ゆえだろうか？

　だんだん深みにハマっていくのがわかりながらも、俺は皆に急せかされて外へ駆け出た。





＊　＊　＊






　本当にいた。皆が言っていた東屋にスカディさんが。

　さすがに第二防衛軍幕ばく僚りよう長ちようの自宅だけあって、その庭も結構な広さ。その庭を彷徨さまようように歩いていると、隅の方に小さな東屋を発見した。あんな隅っこに作って、庭の眺ちよう望ぼうを楽しむというよりもただの物置として使われているらしい。事実、その中にあるのは肥料入りの袋ふくろや一輪車といった園芸用品ばかりで、その狭はざ間まにスカディさんが蹲うずくまっていた。
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「……そんなところに座ったら、せっかくのドレスが汚よごれますよ」

　事実スカートの裾が土まみれだ。これは本格的なクリーニングがいるだろう。

「…………私はもう、どうしていいのかわかりません」

　俺の接近を察知したのだろう。スカディさんは顔を自分の膝ひざに埋めたまま呟く。

「……わかってはいるのです。皆優やさしいと。父上も母上も、ヨル姉上も四兄上もフレイヤも、私のことを心配してくれていると。でも、皆で寄ってたかって『休め』と言ったり『立って進め』と言ったり……。そんな真逆のことを同時に言われても、私にはどうすることもできません」

　そう言って、スカディさんは肩を震わせる。俺は無言でスカディさんの頭に手を置いた。そして髪かみを梳とかすかのように優しく撫なでた。スカディさんの震える肩が落ち着くまで、俺はそうしていた。

「……この家の人たちは、いい人ばかりだ。スカディさんがこの家で、皆から愛されて育ったことは見ているだけでわかる」

「はい……」

「でも、今スカディさんが直面しているこの問題は、多分スカディさん一人で乗のり越こえなきゃいけない問題なんだ。どんなに優しい人や、力強い人が傍にいても、一人でやらなきゃいけない時が必ずある」

　厳しい物言いかもしれないが、それが今日スカディさんを見続けてきて俺が出した結論だった。

　今スカディさんを苛さいなむ悩なやみは、スカディさん個人のものだ。当人以外の誰も、それを解決することはできない。

　家族との絶縁問題が、お母さんの一言で解決した以上、残るはスカディさんが自分で自分の心に決着をつけることのみだ。

「……斑鳩さんと戦った時にね、言われたよ。お前には、お前を形作る望みがないって」

　斑鳩さんの名に、スカディさんがビクリと震えた。やっぱりあの人の存在はスカディさんにとってトラウマなようだ。

「生きることは望むこと。何かを望んで、それを叶かなえるために努力すること。人間は望み、それを達成するために行動することで、自分が何者かを知る。……スカディさんは、何を望む？」

「私の望みは、正人中尉の副官として、軍人の本分を……」

　そう、彼女はことあるごとにそう言ってきた。

「でもスカディさんは気づいてしまった、それだけじゃないことに。そこから目を逸らし続ける限り、スカディさん前に進めない」

　スカディさんは今苦しんでいる。その苦しみから脱だつするためには、自分が何を望んでいるか、何をすべきかを正しく知らなければならない。

　今まで彼女は、親兄弟から与あたえられてきた『強い軍人となる』という目標で、それを覆おおい隠かくしてきた。

　でもその誤ご魔ま化かしを斑鳩さんに粉々に砕くだかれた今、スカディさんは自分自身と向き合わなければいけないんだ。

「……言ってごらんスカディさん」

　キミの、心からの望みを。

　それは俺おれ自身にとっても怖こわいことだった。一度言葉にしてしまえば後あと戻もどりできないことだから。

　それでも俺は、腹を括くくるしかなかった。もう泣いたり苦しんだりするスカディさんを見るのは堪たまらなくイヤだから。

「自信はないけど、受け止めてみせるから」

　スカディさんは、呼吸を忘れたように口をパクパクとさせていたが、やがて酸欠に耐たえかねたかのように……。

「正人中尉……、私は……、アナタのことが…………！」




「――小官からも一声かけさせてくれないだろうか？」




　ザッ、と土を踏ふむ足音と共に、不ふ穏おんな声こわ音ねが俺たちに届く。

　スカディさんが吐き出しかけた言葉を飲み込んだ。

　振り向くと、そこにはオールバックヘアの青年将校。その外見には見覚えがあった。

「大事な妹なのでな。小官もできる限りの助けになりたい」

　東郷悌一郎。東郷家の長男、つまりスカディさんの一番上の兄。さっき色々と舐めた口を叩たたかれたのでお返しに蹴け飛とばしてやったんだが……。

「……帰ったんじゃなかったのか？」

　俺が威い嚇かくするように尋たずねると、悌一郎は肩をすくめる。

「帰るも何も、ここが小官の実家だ。思えば昔、スカディは叱しかられるとよくこの東屋に一人引きこもっていた。今日も母と揉もめそうな雰囲気があったので、もしやと思ってね」

　ここに張り込んでいたっていうのか？

　スカディさんの行動を読んでる辺り、コイツも家族なんだなと実感できるが、その目的を考えると……。

「スカディさんが一人きりになるのを狙ねらってたのか？」

　スカディさんを庇かばうように、悌一郎と真正面から向かい合う。

「先ほどは失礼した十王正人君。まさかキミが、かのＭＩＮＯＳ司令の御子息だとは想像もしていなくてな」

「失礼はこっちの方がぶっちぎりだ。もっともアンタとは礼節ある付き合いをする気もないが」

「そう言わないでくれ。……まず聞きたい。ＭＩＮＯＳ司令令息たるキミが、スカディの軍属復帰を拒こばむのは、スカディをＭＩＮＯＳへ引き込もうとしているからか？」

　カチンときた。本当にヒトをムカつかせるのが上手いな、この坊ぼつちゃん軍人は。

「ふざけるな！　俺とあの男はもう赤の他人で、しかも俺は悪の組織の一員だ。殺し合う理由はあっても手を取り合うことなんか金輪際ない！」

　俺の剣けん幕まくが余程予想外だったのか。悌一郎は大きくたじろぐ。ビビりめ。

「そ、そうか……。では改めて君にもお願いする。軍のＭＴ能力研究に協力してほしい」

「死ね」

「何な故ぜそこまで頑かたくななのだ……？」

　そら来たよ、結局コイツの目もく論ろ見みはスカディさんを道具のように利用することなのだ。

　軍のＭＴ能力利用はまだ正式に決定されていないというネタは上がっている。お前一人の勝手に振り回されてたまるか。

「……まだ、先ほどの遣やり取とりに心証を害しているのか？　だとしたら詫わびよう。無礼な発言の数々、本当に申し訳なかった」

「神しん妙みようだな、何を企たくらんでいる？」

「企む？　違ちがうな、小官がこの胸に思おもい描えがくことは、常に国家の安あん寧ねいだけだ。自分が生まれたこの国を、他国の侵しん略りやくから守まもり、国民の生命と権利と財産を保護する。それが東郷家に生まれた小官が負う、誇ほこるべき使命だ」

「そのご大層な使命のために、自分の妹を道具扱いすると？」

「道具扱いなどしていない。部外者たるキミにはわかるまいが、我ら東郷の人間には生まれもった使命があるのだ。もちろんスカディにもな」

　悌一郎の視線が、俺からスカディさんへと移る。

「お前にはわかっているはずだ。東郷家に生まれた者が、何をしなければならないか。国家を守り、国家に尽くすという職務がいかに重要かを。先ほどは、お前自身から答えを聞くことはできなかった。だから一度問いたい。スカディ、軍のＭＴ能力利用を助けるため、軍に復帰してくれないか？」

　スカディさんは、長ちよう兄けいからの問いかけに無言だった。やがて、その沈ちん黙もくに追おい詰つめられたかのように、掠かすれる声で言った。

「………………………………できません」

「スカディ！」

「未練がましいぞ！　本人がイヤだと言っているのに、これ以上何を尋ねる!?」

　迫せまる悌一郎を、俺おれが阻はばむ。スカディさんが答えた以上、彼女の意志を尊重させるのは俺の役目だ。

「……仕方がない。できればキミたちには本心から協力してもらいたかったのだが、国家百年の安寧には代えられぬ」

「なに？」

　バッ、と悌一郎が右みぎ腕うでを上げた。大きく、まるで何かの合図のように。

　すると同時に、俺とスカディさんの周囲、四方八方からケモノめいた影かげが!?

「な、なん……!?」

「正人中尉……ッ!?」

　反応する暇ひまもなかった。突とつ如じよ俺たちに襲い掛かる影は、まったく気配を感じさせずに足元まで接近し、虎とらが獲え物ものを仕留めるような速すみやかさで俺たちを拘こう束そくした。

　スカディさんは今ＭＴ能力を使えないし、俺なんかはただの無能力者だ。多人数に抑おさえ込まれては為なす術すべがない。

　俺たちを襲うコイツらは一体何なのか？

　それすらもわからぬまま、ただはっきりしているのは、また抜き差しならないクライシスが恒こう例れいのようにやってきた。ということだけだった。







第四章　スポーツ尻じり覚醒めざめる







　……一体どれほどの間揺られていただろう？

「ぶえっふ!?」

　東とう郷ごう邸ていから拉ら致ちされた俺とスカディさんの二人は、何処どこともわからぬ場所へ無理やり移動させられていた。

　本当に何処かわからない。拘束された際に頭から麻あさ袋ぶくろのようなものを被せられたため、周囲の状じよう況きようはまったくわからなかった。

　わからないまま十数分。目的地に到とう着ちやくしたのか、地面っぽいものに放ほうられたため、全身もがいて麻袋を外す。

「……ぷはっ！　…………ここは!?」

　袋から脱する。それと同時に鼻を刺さすのは薬品の臭におい。

「正まさ人と中尉……ッ!?」

　一いつ緒しよに拉致られたスカディさんも、ウエディングドレスのままで床ゆかに転がされていた。

　そして見み渡わたす周囲にあるものは、何だか……、学校の体育館のような広くて何もない部屋だった。

　周囲の壁かべも天てん井じようも、抗衝撃材とおぼしきもので覆われている。生活感の欠片かけらも感じない無機質な部屋。

　一体何なんだ、ここは……!?

「ここは、研究所です……！」

　スカディさんが言った。

「かつて私たちも参加していた軍のＭＴ研究機関『柏かしわ』。その本部です。この実戦観察ルームには見覚えがあります。…………でも、ここは『柏』解体に伴ともない閉へい鎖さされたはずなのに……？」

「その答えは、アイツららしいな」

　俺とスカディさんの前には、拉致直前まで俺たちと相対していた悌てい一いち郎ろう。そしてヤツが引き連れている珍ちん妙みような集団がいた。

　珍妙な集団としか言いようのない黒装束の連中だった。

　集団は二十人程度。しかしそのほぼ全員がダイバーの着るような、黒くてピッチリとしたウェットスーツを着ていて、鍛え抜かれた筋肉を浮き彫りにしていた。頭部はメカメカしいゴーグルで顔を隠す。その黒づくめ――影のような印象に、俺はソイツらを一目見て思った。

　暗殺者アサシンかと。

　状況から見るに、コイツらが多勢で俺たちを拉致したのは間違いないが……。

「……これは、預からせてもらった」

　と言う悌一郎が手にもっているのは、まぎれもなく俺のスマートフォンだった。

　クソ、運ばれてる間に抜き取られたか。連れん絡らくの手段を奪うばわれた以上、ヤツらは本気で俺たちのことを拉致監禁するつもりらしい。

「ようこそ『柏』の再出発地点へ。スカディには『おかえり』と言うべきかな……？」

　悌一郎が余よ裕ゆうたっぷりな表情で言う。拉致っといて何を言ってんだ。

「懐なつかしい光景だろうスカディ。去りし日のお前はここで、フレイヤとスパーリングを行いながら、ＭＴエネルギーの微び細さいな変動を調査する実験に協力していた。あの日々が、もうすぐ再開することとなる」

「軍上層部の承認を受ければ、だろう？」

　俺の皮肉に、悌一郎は言葉を詰まらせる。

「もっともこんな違い法ほう行こう為いをやれば、承認なんて絶対出ないだろうがな。お前は、お前の目的を自分自身で潰したんだ。しかもなんだそのアサシン集団は？　まさかトンデモ本とかでよくある軍の秘密部隊とかいうヤツか？」

「違う！　……こやつらは軍とはまったく関係のない……！　伊い具ぐ院いん博士！　だから小官はこやつらに着き替がえさせろと言ったのです！　目立つ上にあらぬ疑いを掛かけられるではないですか！」

　悌一郎が怒鳴り飛ばしたのは、ヤツ以外で唯ゆい一いつアサシンスーツを着ていない白衣の男。三十代ぐらいだろうが病的な痩やせ方かたをしていていかにも神経質そうだ。身なりからして研究者のようだが……。

「伊具院博士。……『柏』のスタッフの一人でした」

　スカディさんが知っているらしい。

「ですが他者とコミュニケーションをとらずスタッフの中から孤こ立りつし、しかも過激な実験方法を提案して度たび々たび問題を起こしていました。『柏』が解体される際も、一番強きよう硬こうに反対していたのですが……」

「革新的テクノロジーは、無知な旧社会から拒きよ絶ぜつされる。世の常だよスカディ君」

　伊具院博士と呼ばれた白衣男は、その病的な外見に似合った甲かん高だかい声を出だす。

「それから東郷大たい佐さ、あまり細かいことをお気になさらず。今回の行動は、吾わが輩はいとアナタだけで踏み出したこと、軍の兵士を使えないからには、こうしたアルバイトで間に合わせるしかないでしょう」

　白衣男のぬめりとした視線が、協力者たる悌一郎を舐める。その怖おじ気けに悌一郎もそれ以上追つい及きゆうできなくなったようだ。

　そして再びヤツらの注意は俺たちへ。

「まずは、強ごう引いんな招待を詫びよう。キミたちがもっと素す直なおであれば、ここまで穏おん便びんに案内できたのだが……」

「俺たちが悪いみたいな言い方するな誘ゆう拐かい犯はん」

「くっ……ッ！　こ、ここで改めてキミたちにお願いしたい。国家のため、平和のため、軍のＭＴ能力研究に協力してほしい」

「犯罪やらかしといて何が平和だ不穏分子が」

「ぬぐっ!?」

　俺たちを強制的に拉致したことをしつこく攻せめると、悌一郎は面おも白しろいほどに狼狽える。そんなにダメージ受けるなら不法な手段に訴うつたえ出でるなよ。

「……仕方のないことだ。小官は、この国を外敵から守るため、汚お名めいは甘あまんじて受けると決めたのだ！」

　国事犯の典型的な自己陶酔だった。そんなのにつき合わされる一般市民の身にもなれ。

「悌一郎兄上……！　このような暴挙に出てどうするというのです……!?　前にも申した通り、私はもうＭＴ能力が消失しています。たとえ協力を命令されても、できないものはできないのです……！」

　スカディさんが悲ひ愴そうな面おも持もちで訴える。

「それに、協力を求めるのなら何故正人中ちゆう尉いまで連れ去ったのです……!?　正人中尉は無関係。東郷の人間でもなければ、軍人ですらありません……ッ！」

「それは、彼かれにも協力してほしいことがあるからだ」

　悌一郎の、含ふくみをもたせるような言い方。

「十じゆう王おう正人君、先日放映されたテレビ番組。下げ賤せんな内容だったが大変興味深いものだった」

　テレビ番組。俺が斑鳩いかるがさんとの勝負で開かい催さいした水着大会のことだな。ＭＴ能力をもった女子多数が選手として参加し、その中には『千越オーバー・えサウザンド』である美み夜や、緩ゆるや花か、そしてスカディさんがいた。

「アレを視し聴ちようしたところ、キミの所属する民間組織にはスカディの他にも有能な能力者がいるようだな。『千越オーバー・えサウザンド』という現在の常識をはるかに越えた能力者が。その方々にも是非とも軍に協力願いたい。キミから口くち添ぞえしてほしいのだ」

「なんだと……!?」

　つまりコイツらは、スカディさんだけに飽あき足たらず美夜や緩花までモルモットにしようというのか!?

「強い者には責任が伴うのだ。自分のもつ力を正しいことに使う責任がな。十王正人君、キミも栄はえあるＭＩＮＯＳミノス司令の息むす子こなら、それを弁わきまえているはずだ」

「そういう理り屈くつの大だい嫌きらいなヤツが、集まってできたのが悪の組織なんだよ……！」

　敵意と拒絶をありったけこめて言う。

　悌一郎はそれに、失望の表情で頭かぶりを振ふった。

「……正人君、キミは何もわかっていない。緊きん迫ぱくした世界情勢もわからず、平和な日本の中でのうのうと生きるキミは、今の日本が置かれた状況をわかっていない」

「なに……？」

「ＭＴ能力は、新時代を代表する革新的分野だ。各国がそれを研究し、いち早く実戦導入しようと鎬しのぎを削けずっている。日本もその波に乗り遅れるわけにはいかない。乗り遅れればそれは即すなわち、自国の滅めつ亡ぼうを意味するからだ！」

　悌一郎の口調に段々と熱がこもってきた。まるで自分で自分の語りに酔よっているかのようだ。

「アメリカ、ロシア、中国、インド、ヨーロッパ各国……。それぞれが技術の総力を挙げてＭＴ能力の軍事利用に血道を上げている。その中で我が国がいち早く『千越オーバー・えサウザンド』を実戦投入できれば、我々が軍事開発レースのトップに躍り出ることができるのだ！　それがいかなる利益を国にもたらすか、わからぬはずがあるまい！」

「そのために、軍隊とはまったく関係のない女の子たちの人生が台無しになっても構わないと？」

「国家繁栄のためだ。キミの組織にいる人材にはそのことをよく理解してもらうし、東郷家に生まれたスカディは諭さとすまでもなく弁えて……、ぐぼわッ!?」

　本日二発目の蹴けりが悌一郎の顔面に突き刺さった。その衝しよう撃げきに耐えきれず吹ふっ飛とばされ、背後のアサシン数名を巻き込んでボーリングのピンのように転がる。

　もちろん蹴ったのは俺だ。

「国を守るのに国民の犠ぎ牲せいが必要なら、軍人の価値なんてゴミ以下だッ！」

　自分が現在囚とらわれの身であることなんて、言われるまでもなくわかっている。下手に暴れれば命に係かかわる、大人しくしていた方が利口だと。

　しかしそんな小理屈はクソ食くらえだ。眼前のバカをブッ飛ばすのに我が慢まんなんかしたくない。

「お前ら軍人は！　普ふ通つうの人たちの生活を守るために存在してるんじゃないのか!?　この国に住むたくさんの人が、それぞれの生活をまっとうするために、お前らみたいな職業軍人がいるんじゃないのか!?　お前らが自分の仕事をせずに、スカディさんや美夜に押し付けようって言うなら、お前らなんかいらねえよ！　ただの穀ごく潰つぶしの役立たずだ！」

　たとえ人じん智ちを越える超ちよう能のう力りよくの持ち主でも、自分の生に望みをもって生きている。美夜は信じた男性と一生を添そい遂とげたい。緩花は剣けんの道を極きわめたいと。

　それを踏みにじり、自分たちの方が高こう尚しようだと見下すヤツがいるならば、そんなヤツから彼女らを守るために俺は悪人になったんだ！

　ドンッ！　と体中を揺ゆさぶる衝撃が走った。

　震しん源げんは腹部だった、見下ろすと、俺の腹に穴が開いていた。

「ご高説結構だがね、吾輩にとっては、それこそゴミにすぎんのだよ」

　そう言ったのは、例の伊具院とかいう白衣男だった。その手には、銃じゆう口こうから煙けむりを立てる拳けん銃じゆうが握にぎられていた。

「―――正人中尉ッ!?」

　スカディさんが、彼女らしからぬ悲鳴を上げて駆け寄る。

　彼女に体を支えてもらい、倒たおれることは避さけられた。が、腹からは当然のように血が噴き出す。
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「吾輩にとって重要なのは、科学の発展だ。人類の進化とは、そのまま科学の進歩であり、科学なき人間など動物と同じなのだよ。よって人間は、いかなる代償を支払ってでも科学を発展させねばならない。そのためならたかが一いつ般ぱん人じんの人生など、喜んで犠牲にすべきではないのかね？」

「伊具院博士!?　なんということを……！　いくらなんでも銃を使うとは……!?」

　立ち上がった悌一郎が白衣男に詰め寄るが、相手は落ち着いたものだった。

「いいではないですか。幸い彼の価値は彼自身にあるのではなく、幾人かの『千越オーバー・えサウザンド』を保有している点にあります。それらを誘き出せればあとは用無し。死のうが生きようが構いますまい」

「しかし……！」

「そうですな。もし人質として効果があるなら肺を潰つぶし、呼吸補助器をつけて脅すというのはどうでしょう？　『逆らえば生命維持を止める』とね。それで『千越オーバー・えサウザンド』数人が言いなりになるとすれば、ガキ一人としては破格の値打ちだ」

「伊具院博士……！　貴様……！」

　スカディさんがケモノの眼光で睨にらみつけるも、それすらあの白衣男には効かない。

「スカディ君、キミもＭＴ能力を失って、さぞや不安な思いをしていることだろう。しかし安心したまえ。吾輩が最先端の科学技術をもって、すぐさまキミの能力を復活して差し上げよう。中枢神経を興奮させる薬を投与してもいいし、脳に直接チップを埋め込んでもいい。かつては倫理などを振りかざすバカのせいでお遊び程度の実験しかできなかったが、これからはあらゆる可能性をキミで確かめることができるよ……！」

　マッドサイエンティスト。

　その一言で言い表せる男だった。人を人とも思わない。

　かつてアザゼルバンクの斑鳩さんも、俺と争う際に「『千越オーバー・えサウザンド』のメンバーをよこせ」などと言ってきた。でも今思えば、あれは完全にただ俺を焚き付けるためのブラフにすぎず。何よりアザゼルバンクの能力者は、むしろ能力者のために組織があるというぐらいに、大事に扱われていた。

　でも今目の前にいる白衣男は違う。コイツは完全に、ＭＴ能力者をただの使い捨ての実験道具としか見ていない。

「スカディさんに指一本でも触れさせるか……！」

　俺は、スカディさんから離はなれ、自分の足だけで立つ。

　腹の銃創から噴き出る血が、シャツを赤く染める。

「おやおや、被験体にもなれないゴミが元気だね。そんな傷で何ができるというんだい？」

　白衣男の指し摘てきは、それなりに的を射ている。

　俺は自分の傷に指をつっこむと、中の弾だん丸がんをほじくり出し、眺めてみる。想像通りの色形で、すぐに投げ捨てた。

「……軍属のクセにパラべラム弾なんか使ってやがるのか。こんなので人が殺せると？」

「吾輩は軍に協力している一民間人に過ぎん。これ以上に威い力りよくの高い銃など、反動が強すぎてこの細腕じゃあ扱えんね」

　だったらテメーが銃をもってること自体違い法ほうじゃねえか、この言うことからやることまで犯罪者が。

　目前には銃口、周囲には例のアサシン集団。実質逃げ場はない。俺はスカディさんを抱き寄せて、周囲にまんべんなく威嚇の視線を送る。

「正人中尉……！」

「スカディさん、動くなよ……！」

　今のスカディさんにＭＴ能力がない以上、頼りないながら俺の腕っぷしが最後の武器だ。

　これでなんとか、スカディさんだけでも脱だつ出しゆつさせられないか。

「待て伊具院博士！　たしかに小官らは軍上層部に逆らい独断で事を進めているが、だからと言って法まで犯していいわけではないぞ！　小官の目の前で人を殺すなど絶対に許さん！」

　悌一郎が、白衣男のもっている拳銃を無理やり押さえつける。その瞬しゆん間かん。

　目の前が真っ暗になった。

　バチン！　と何かのスイッチが落ちる音と共に。

「なっ、なんだ!?」

「くそっ、暗くて何も見えん！　電源か!?　ブレーカーを調べろ！」

　悌一郎と白衣男の騒さわぎ立たてる声。

　この混乱から察するに、突とつ然ぜんの真まっ暗くら闇やみは室内の電源が落ち、しかもヤツらにとっても不測の事態であるらしい。

　チャンス！

「スカディさんこっちだ！」

「きゃあ……ッ!?」

　出入り口の位置は、明るいうちに目視で確認済み、位置もしっかり覚えている。窓もない真っ暗闇の中、アサシンたちとおぼしき障害物を体当たりで押しのけ、出入り口へと向かう。

「スカディ！　何処だ!?」

「待てッ！　逃にがすな吾輩の研究成果を！　捕まえろ！」

　出入り口のドアがあるとおぼしき場所へ、迷うことなき体当たり。幸い狙いはバッチリだったらしい。バタッ、と何かが開く音と共に、俺とスカディさんは壁を擦り抜けた。

「正人ッ！　それにスカディかッ!?」

　ドアを潜り抜けた俺たちに掛けられる声。眼前に懐中電灯らしい光。それを手にしているのは……。

「志し四し郎ろうッ!?　志四郎なのかッ!?」

　東郷家の四男、スカディさんの兄である東郷志四郎だった。東郷邸にいるはずのコイツが、どうしてここに!?

「話は後だ！　全力で逃げるぞぉぉ！」

　志四郎の案には異論の余地がなく、俺は黙って志四郎の背中を追って『柏』の研究所と言われた、この建物の廊ろう下かを駆ける。

「正人中尉……！　私も走ります、なので降ろしてくだ……！」

「いいから！」

　スカディさんは、脱出の際、俺の肩かたに担がれて荷物と化している。だがその方がいい、彼かの女じよが今着ているウエディングドレスでは走るなど困難だろう。

「……志四郎、この停電はお前の仕業なのか？」

　廊下を走りながら尋ねる。

「おう！　……イヤ、母さんから家を追い出された後、どーせパッションフルーツ味のファ○タなんてどこにも売ってねーだろと思って家の周りをブラブラしてたら、たまたまお前らが一兄貴たちにさらわれるところを目もく撃げきしちまったんだ。もう驚おどろくわ慌てるわで、とりあえずお前らの後をつけて、ここまで来たってわけだ！」

　まさか、そんな捨てギャグのおかげでピンチを切り抜けられたとは!?

　この『柏』研究所は、正式には再開されておらず、表向きは閉鎖状態。そんな施設に表立って警備員を置くわけにもいかないだろうから、それが素人しろうとにすぎない志四郎の潜入を助けたのか。

　そしてヤツらの注意が俺たちに集中しているのを見計らい、研究所内の電灯スイッチを見つけて落としたと。

「ヘヘッ、混乱に乗じてお前らを助けようとしたのに、自分らから出てくるとはな。さすがだぜ正人！」

　なんか妙みように高評価なのがわからないが、とにかく脱出のチャンスを作ってくれたのはありがたかった。

「で、助けはいつ来るんだ!?」

「え？　なんで？」

「え？」

　イヤだって志四郎、お前俺らがさらわれる場面を目撃して、ここまで尾行してきたんだろう？

「当然家にいる禅ぜん八はち郎ろうさんにも連絡済で、憲兵なりなんなりがここへ押し寄せてきてる最中じゃないのか？」

「バカ言うな！　さっき驚くわ慌てるわって言ったろ！　尾行するのがやっとで、連絡なんかできなかったぜ！」

「偉そうに言うな！　だったら今からでも連絡しろケータイで！」

「アホ言うな！　軍人を目指すオレが、そんなチャラチャラしたものをもってるわけがないだろう！」

　携帯電話がチャラチャラとはいつの時代の価値観だよ!?　俺のスマホもさっき取られてしまったし、スカディさんもウエディングドレスに携帯なんか仕舞えるはずがない。

「ここに来るまでに部屋見て回ったけど、閉鎖中のせいかガランとしてたぞ。ほとんどイスと机しか置いてなかった」

　つまり、備え付けの固定電話なんかもない。外部への連絡手段は一切ない。この窮きゆう地ちを切り抜けるには、自力でこの研究所を脱出するしかないってことか。

　そこまで状況が整理できた、その時だった。黒一面に塗ぬり潰つぶされた視界が、急に明瞭になった。白色電灯が煌々と輝く。

「……電気が戻もどった。ヤツらが状態を立て直したんだ！　追っ手が来るぞ急げ！」

「やけにピンチに慣れてるなお前!?」

　今俺たちが駆け進んでいる通路の先に、ガラス張りのドアが見える。その向こうは、夜の闇の群青色だった。

　外か！　状況の好転に、俺も志四郎も自然と足に力が入るが……。

　俺たちの脱出を阻むかのように、例のアサシンたちが現れた！

「クソ！　ここまで来て！」

　俺たちと出口を結ぶ通路、その脇わき道みちからワラッと四名ほどの暴漢が立ちはだかる。

「どうする正人！」

「引き返しても、あのクソ白衣やお前の兄貴のとこに戻るだけだ！　押し通る！」

　走る速度を落とさず、スカディさんを肩に担いだまま俺はアサシンたちに突貫する。ヤツらはその手にカタールとおぼしき凶器をもち、こちらを殺す気満々だった。

　まず一人目。振り下ろされる刃をかわしざまに、相手の鼻の下へ中指一本拳を叩き込む。

「ＫＩＫＯＧＵＳＩッ!?」

　それだけで一人目の敵は膝ひざを折り、地面に崩れ落ちた。

　それと同時に、首筋にチリチリとした悪寒を感じた。その直感に従って身をかがめると、それまで俺の頭部があったところを、刃風がビュンと通り過ぎて行った。

　俺はかがんだ勢いのまま、片足を背後へ、馬のキックのように蹴り上げる。それが敵の金的にクリーンヒット。

「ＫＹＯ～～～～～ッッ!?」

　男の急所を潰されてのた打ち回る二人目へ、その背骨に思い切り下段突きを喰らわした。ゴキッと何かが折れる音がして、二人目も沈黙。三人目に向かい合う。

「ＨＹＡＡＡＡＡＡッ！　ＨＵＵＵＵＵＵッ！」

　三人目のアサシンは、両手に装着した鉤爪をこれ見よがしに突き付け威嚇する。

　……ところで俺は、こないだ斑鳩さんと対決することで、生まれて初めて『運命』というものを『体感』した。

　そんな経験は、普通に生きていたらまずできないだろう。自分の行く先が、見えない何かに引きずられていく不思議な感覚。

　その感覚は、俺の生存本能を大きく刺激したらしい。刺激された感覚はシナプスを拡張させ、感覚そのものを大きく拡大させる。

　今まで感じ取れなかったものを、感じ取ることができるように。

「ＫＩＥＥＥＥＥＥＥＥッ！」

　アサシンの振り下ろす鉤爪の、その軌道の先が見えた。俺は相手の動きがあらかじめわかっているかのように、身を捻ひねって、攻撃をかわす。

　狙いを外して隙だらけとなった敵の体へ攻撃を叩き込む。

「ＧＡッ!?」

　後頭部を壁に叩き付けられ、三人目も即そく座ざに沈黙した。

　斑鳩さんとの戦いで『運命』を体感した俺は、修練を積んだ武術家ができるという『先読み』のようなものができるようになっていた。

　でもコレ感覚を研ぎ澄まさないとできないんだよな。普ふ段だんからできていれば、あの白衣男の拳銃もかわせたのに。

　さて、これで倒した敵は三人。最初に現れたのは四人だったから、残る一人は……。

「だっしゃーーーッ!?」

　向こうで志四郎が、最後の四人目に一本背負いを喰らわし、気絶に追い込んでいた。さすが柔じゆう道どうインターハイ出場者。

「よぉし！　これで一人倒したぞ！　待たせたな正人、まだ無事でいるか!?　すぐ応援……に……？」

「全員倒したな、さっさと脱出しよう」

　俺はスカディさんを抱えたまま出口へ走り出すが、志四郎はいまだ呆然と倒れる四人の敵を見下ろしていた。

「何やってんだ!?　敵はそれで全部じゃない！　すぐ追っ手が来るぞ！」

「お前なんでこんなに強いの!?」
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　はめ殺しのガラス窓から見える空は、もうとっぷりと日が暮れていて、綺き麗れいにまたたく星々が窺える。

　アレだけ星が綺麗に見えるということは、それだけ都市部の光が遠いということであり、つまりはこの研究所が、辺鄙な郊外にあるという証しよう拠こだった。

　情報漏洩を防ぐため、人里離れた山間部に建てられたと、スカディさんからの裏も取れている。

　要は、ちっとやそっと騒いだぐらいで気づく近隣住民はいないということだ。

　くっそ。

「……オイ正人、正人！」

　後続の志四郎が話しかけてくる。なんだこのクライシスな時に？

「お前らって、いつもこんなことに巻き込まれてんのか？　何と言うか、まるでハリウッドみてーな……！」

「いつも、じゃねえよ。精々月一だ」

「充じゆう分ぶんいつもじゃねーか！」

　そうかなあ？　と思うのは、俺おれの感覚がマヒしているのかもしれん。ただ今回のコレは、いつものトラブルと色合いが違う気がした。

　美夜の父親が起こした見合い騒動、油あぶら多たの悪巧み、斑鳩さんが俺に課した試練など、俺たちが普段拠点としている東京で起きているトラブルと比べて、だ。

　東京では、良くも悪くもＭＩＮＯＳが一極支配して、それに異を唱えるならば悪の組織となって法の庇護を離れるしかない。しかしその東京を一歩出ただけで、悌一郎や白衣男のように体制側にいながら勝手をしようとする輩が出てきた。

　つまり俺は今、初めてＭＩＮＯＳ以外の正義と戦っているのだ。

　たしかにＭＩＮＯＳだって、法の下に色々勝手をやっている。しかしそれ以上にバカなことをやる白衣男のようなヤツを、東京ではＭＩＮＯＳが抑えている……？

　さっき禅八郎さんとの会談で聞いた言葉。

『――日本のＭＴ能力界は、彼らが支えていると言っても過言ではない』

　それが妙に、鼓こ膜まくの内側で甦った。

　とにかく今は、この研究所から脱出することが先決だ。

　廊下を走り続ける俺は、あるものを目前に捉え、足を止めた。

　研究所の玄げん関かんだ。

　この建物は、侵入者を警けい戒かいしてか窓が全部はめ殺しで開閉不可であり、しかもご丁てい寧ねいに強化ガラスで叩たたいても蹴ってもビクともしなかった。

　つまりあそこを通るしか外に出る手段はないわけだが……。

「……正人中尉、お腹なかのケガは大だい丈じよう夫ぶですか？」

　俺の肩に担がれたスカディさんが、心配げに言う。

「臓器の負傷を侮ってはいけません。腹中に血がたまると最悪命に関わります……！　応急処置だけでも……！」

　それはもっともなのだが、最低でも研究所を脱出するまでその余裕はない。俺は死ぬかもしれないが、それよりもスカディさんの安全の方を優先したい。

　そのためにも時間が惜おしい。弾痕部を中心に広がる赤いシミは、もうシャツを越えてズボンにまで達していた。

　俺が失血で動けなくなる前に、スカディさんを安全な場所へ……！

　などと葛藤していると、背後から志四郎が追い付いてきた。

　ヤツは、出口を前に立ち尽くしている俺へ、急かすように言う。

「どうした正人？　外は目の前じゃないか、さっさとこんなとこオサラバしようぜ！」

「わっ、バカ！」

　咄嗟のことで止める暇もなかった。志四郎はスルリと俺を追い越し、不用意に玄関から外へと飛び出す。

　それと同時に、宵闇で真っ暗だった屋外が、真昼のような光によって照らしだされた。

　サーチライトだ！

「やっぱり待ち伏せがいたか！」

　俺が玄関前で、脱出を躊躇ためらっていたのはコレが理由だった。

　向こうだってバカじゃない。俺たちがここから脱出しようとしていることを容易に想像できるなら、先回りするのは当然のことじゃないか。

「…………志四郎、貴様の仕業だったのか」

　サーチライトの強い光でよく見えなかったが、聞こえてくる声はたしかに悌一郎のものだった。

「く、くっそぉ！　正人来るな！　罠だ！」

　だからそんなのわかってたんだよ！

　どうする、俺も飛び出して志四郎と共に戦うか!?　しかし今俺の肩には、スカディさんが……！

「オレのことなんか構わず逃げろ！　スカディを、スカディをたの……、ぐわぶぅッ!?」

　玄関ドアの向こうから聞こえてくる揉み合いの音。

　俺は唇くちびるを強く噛むと、玄関ドアに背を向け、研究所の奥おくへと逆進した。

「正人中尉……！　待ってください、四兄上が……！　四兄上を助けないと……！」

　スカディさんは、俺の肩の上で叫さけぶが、俺はそれに応こたえることができなかった。

　今外に出たら全員が捕つかまってしまう。そうなったら志四郎の、俺にスカディさんを託たくした意志を無駄にしてしまう。

　自分の無力さと、志四郎から託された大事なものに押し潰されそうになりながらも、俺は懸けん命めいに研究所の廊下を走った。

　その道筋に、無数の血痕を落としながら。
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「くそっ、やっぱどこからも出られねえ……！」

　アレから十数分、研究所内を駆けずり回ったが、結局有効な脱出口を見つけられないまま、ただ無駄に彷徨っただけの俺だった。

　ここは敵の本拠。地理には当然向こうの方が明るい。完全に研究所内に閉じ込められた形だ。外へ助けを呼びに行くどころか、研究所から出ることすらできないとは……。

「すみません……！　すみません……！」

　さすがに息切れがして、俺は誰だれもいない廊下にへたり込む。その拍子にスカディさんも俺の肩から降りた。

　それで、さっきの停電ぶりにスカディさんの顔を見ることができた。

　スカディさんはクシャクシャに泣き腫らしていた。

「すべて私が悪いのです……！　正人中尉がこんな危険な目に遭っているのも、四兄上が捕まってしまったのも……！　私が『千越オーバー・えサウザンド』になったばっかりに伊具院博士から狙ねらわれて……！」

　何を言うんだ。スカディさんはその力で、何度も何度も俺たちのことを助けてくれたじゃないか。

「そのクセ今では力を失ってしまって、ただの足手まといに……！　私は最悪です、どうしようもない役立たずです……！」

　スカディさんは、またそうやって自分を責めるのか。役に立たなければ、自分に価値などないと。

　斑鳩さんの時もそうだった。スカディさんはもてる全力を出し切ったのに、それでも彼女は自分自身を許せなかった。

　そうして彼女は、何度も何度も、自分で自分を傷つけて…………。

　俺が何か言おうと、スカディさんの頬ほおへ手を伸ばした、その時だった。

　カッと窓から差し込んでくる強い光。

　さっきのサーチライトだ。アレだけハデなものを人目も気にせず光らせるということは、やはりここが都心部から遠く離れているという証拠だろう。

「正人君！　スカディ！　聞こえているか!?」

　廊下に悌一郎の声が響き渡る。

　その声は、廊下の天てん井じように備え付けてあるスピーカーから出ていた。

「私は今、外から所内放送を通じてキミたちに語りかけている。逃げ場がないことはもう理解できただろう。いい加減に投降したまえ！」

　どうやら悌一郎たちは、俺たちが研究所内にいるということだけがわかり、正確な位置は把握していないらしい。

「何な故ぜ我々が出口を塞ぐだけで、キミたちを捕えに中へ乗り込まないか、わかるか？　今度こそ、キミたち自身の意思で我々に協力してほしいからだ。キミたちには、どうしてもＹＥＳと言ってもらわねばならんのだ！」

　まだそんなことを言ってやがるのかアイツ。

　だが、あっちの言うことがどんなにバカで理り不ふ尽じんでも、ここから脱出する手段がない限り、いずれはアイツらの言うことに従わざるをえない。

「スカディもわかっているはずだ。正人君の腹に受けた傷は、一刻も早く手当てしなければ手遅れになる。すぐ我々に従い…………！」

「悠ゆう長ちようなことはもうやめるべきですな東郷大佐」

　悌一郎の訴えに割り込む甲高い声。サーチライトに注意しながら、窓の外を覗のぞく。

　するとそこに見えるのは、多数のアサシンに守られながら並び立つ悌一郎と、伊具院とかいう白衣男。それに………。

「……志四郎ッ!?」

　さっき玄関先で離れ離れになった志四郎が、顔中にコブや痣を作りながら抑え込まれていた。

　体をロープでぐるぐる巻きにされ、完全に身動きが取れないようにされている。

「こうすればいいのですよ」

　白衣男は、動けない志四郎の頭へ、さっき俺を撃った拳銃を突きつける。

「五分待ってやる。自分たちの足で吾輩の下まで来るがいい。さもなくばこの男は、ただの物言わぬタンパク質の塊と化してしまうぞ？」

「四兄うッ……!?」

　悲痛な声で叫ぼうとするスカディさんの口を慌あわてて塞ぐ。声から俺たちの位置を知らせないためだが……、あの白衣男！　なんてことをしやがる!?　完全に常軌を逸しているぞ！

「伊具院博士！　どういうつもりだ!?　今すぐその銃を離せ！」

「大いなる科学のためです。犠牲を躊躇ってはいけません」

「ふざけるな！　そやつは小官の弟だ！　我わが目前で弟殺しなど絶対にさせッ……!?」

　ドゥン。と銃声がこだました。

　しかし撃たれたのは志四郎ではない。悌一郎だ。血に濡れた腹を押おさえ、ヨロヨロとよろめく姿が窓の向こうに見えた。

「バカらしい、付き合いきれんよ」

　白衣男が合図すると、アサシンの一人が傷ついた悌一郎を押さえつける。撃たれた悌一郎は、どうやら致命傷は避けたらしい。

　しかしあのアサシンども、悌一郎ではなく白衣男をオーナーとして動いているのか？

「人、国、バカバカしい。そんなもの科学の前ではゴミにすぎんと言うのに。今、人類を繁栄させているのは間ま違ちがいなく科学の力なのだよ。人も国も科学によって生かされているということを知るべきだね」

　白衣男は、悌一郎の手からマイクを奪い、余よ裕ゆうたっぷりに語り始める。

「聞こえているかいスカディ君？　やっとキミを取り戻すことができたね。『千越オーバー・えサウザンド』を目指す吾わが輩はいの、もてる叡智のすべてを注ぎ込んだ最高傑作を」

　相変わらず気持ち悪いヤツだった。

　しかしアイツはどういうつもりなんだ？　悌一郎のヤツを撃っては、軍部との繋つながりは完全に断たれたも同然だ。研究なんて、スポンサーがいなきゃ一歩も進みはしないだろ？

「キミたちはこう思っているだろうな。東郷大たい佐さを撃っては、スポンサーがいなくなってしまうだろうと。しかし金ヅルなど、黙だまっていても向こうから掃いて捨てるほど寄ってくるのさ。吾輩の手に『千越オーバー・えサウザンド』があれば。アメリカ、ロシア、なんだって擦り寄ってくる。ヤツらは科学の奴隷にすぎんのだ」

　白衣男はニタニタと笑いながら、志四郎の後頭部に拳銃を突きつけた。

「さあ、わかったら早くその姿を見せてくれ。キミは、キミのいるべき場所へ戻ってくるのだ。そうでなければキミの大事なお兄さんの頭に風穴が空いてしまうよ？」

「………………ッ！」

　廊下を駆けだそうとするスカディさんの手を掴つかむ。

「ダメだスカディさん！　言ったらヤツの思うつぼだ！」

「ですがっ……！　私が行かなければ四兄上が、それに一兄上も……！　離してください正人中ちゆう尉い……！　私が、私さえ行けば……！」

　スカディさんが投降したところで、白衣男が志四郎たちを解放するとは思えない。あの男の外道っぷりは今までの言動で明らかだ。だからと言って志四郎たちを見殺しにするわけには…………。

「……スカディさん、ここで別れよう」

「えっ……!?」

　唐とう突とつに告げる俺に、スカディさんは呆然とした表情で見詰め返してきた。

「あの白衣男のところへは俺一人で行く。ヤツらは俺が引き付けるから、スカディさんはその間にここから脱出するんだ」

「そんなっ……！　正人中尉……！」

　あのマッドサイエンティストの最終的目的はスカディさんだ。スカディさんが手に入らぬ限りヤツの目もく論ろ見みは達成しないし、その間は志四郎、悌一郎の人質としての価値も残り続ける。

　そして何より、あんなゲス野や郎ろうに指一本でも、スカディさんに触れさせてなるものか。

「俺が囮になって引き付けている間に、なんとかこの研究所から脱出してください。はめ殺しの窓で玄関以外に出られそうにないが、勝手口ぐらいはあるはずだ。それを見つけて、禅八郎さんにこの状じよう況きようを知らせに行ってください」

「ダメです正人中尉……！　あの者たちは常軌を逸しています。行けば殺されてしまいます。行ってはダメです。ダメ…………！」

　スカディさんの目め尻じりから、またしても涙なみだが溢あふれ出だしてくる。

　今日の俺は、彼女を泣かせてばかりだな。本当に情けない。

「スカディさん。……スカディさんは、これまで何度も俺や団長のことを守って戦ってくれた。だから今度は俺が戦う。前に佐さ藤とうさんから言われたんだ、どんなに弱くても男は女を守るものだって。今ぐらいカッコつけさせてくれ」

　という言葉が、ごく自然に口からこぼれ出た。

　男は女を守るもの。言われたその時には白けることしかできなかった佐藤さんの言葉に、俺は何故こう何度も奮い立たされるのか。

　いつもは戦いくさ女め神がみのように強いスカディさんも、今はＭＴ能力を失った、か弱い女の子。

　今こそ男としてスカディさんを守れる、絶好のチャンスだと思え。

「違ちがうのです正人中尉……！　私は、私は……！」

　スカディさんは、死地へ向かおうとする俺に抱きついた。非力ながらも精一杯。俺を行かせまいとする。

「私は、使命や義務感から正人中尉のことをお守りしていたのではないのです……！」

「えっ？」

　その言葉は、俺には少し意外に聞こえた。

「軍人としての責務を果たすため、上官と仰ぐ正人中尉をお守りする……。最初は本当にそうだったのです。でも時が経つにつれて、私の中で違う理由の方がどんどん大きくなっていって、軍人としての私を脇に追いやるようになっていった。斑鳩氏の言う通りです。私は私を誤ご魔ま化かし続けてきたのです……！」

『たまたま与あたえられた大能力に頼りきり、己おのれが真意に気づかぬふりをする者』

　斑鳩さんは、スカディさんをそう言った。そこからスカディさんの苦悩は始まった。

　あるいはフレイヤちゃんが彼女の核かく心しんに触ふれた時からか。俺が彼女の望みを引き出そうとした時からか。

　でも、永遠に続く苦悩はない。

「もうダメ……！　もう私は私の気持ちを誤魔化しきれない。行かないでください正人中尉……！　行ったら正人中尉が死んでしまう。そんなの耐たえられない。正人中尉がいなくなってしまうなんて耐えられない……！　だって私は…………！」

　スカディさんは………………。




「…………正人中尉のことが、好きだから」




　スカディさんの体が、ぼんやりと輝き出した。既視感が俺を襲おそう。

「愛する人を失いたくないから、私は正人中尉を守ります……！」

　彼女から発せられるエメラルド色の光。それはまさしくスカディさんから消えたはずの超ちよう常じようの力。

　全身をくまなく覆っていた緑光だが、まるで次の段階へ移らんとするかのごとく、スカディさんの肉体の、ある一点へ濃縮される。

　尻へ。

「えっ？」

　スカディさんがホタルみたくなっていた。

　お尻が緑色の淡い光を放ち、チカチカと点滅している。

「どっ、どうしたんですスカディさん？　何が起ころうとしているんですか？」

「わ、わかりません。私にもサッパリ……!?」

　当の本人にすら把握できない現象。

　スカディさんの健康美を象徴する、ムッチリ引き締まったスポーツ尻。そこに宿る緑色の光が、今度は段々と膨ふくらんでいき、ついにはスカディさんと分離して人の形を形成した！

『ただし波なみ美みは尻から出る。おしり団団長伊い佐さ波美参上です』

「団長ォォォォォーーーーーーーーーーーーーッッッ!?」

　なんかスカディさんのお尻から放たれる光が団長に変化した！

　光り輝く団長降臨！

　一体何なんだこの現象は!?　団長は、スカディさんのお尻から完かん璧ぺきに分離した今も緑色に輝き、しかも宙に浮いておられる！　腕組みして気取ったポーズでおられる！

　本当にシリアスブレイカーだなぁ団長は！

『今の私はアストラル体なのですよ』

「はあぁッ!?」

『スカディちゃんの奮い立つ愛に呼応して私、次元の壁かべを越えて召喚されてきたのですよ。絆きずなの力が奇き跡せきを呼んだのです。かッとビングですよ』

　団長の言うことがよくわからんのはもはや恒例行事だが、しかし何なんだアストラル体というのは？

　団長の体、緑っぽく発光しているし。なんか向こうの景色が透けて見えるし。何やら幽ゆう霊れいか何かのようではないか。

『私の本体は、今ちょっと所用があって手が放せないのですよ。ですが、おしり団設立からのお友だちであるスカディちゃんが殻からを破ってランクアップするのに立ち会わないわけにはいかないのです。なのでアストラル体でお邪じや魔まなのです』

「団長！　じゃあ、やっぱりスカディさんのＭＴ能力は……!?」

『ですが、まだ足りないものがあるのです』

　何だって!?　何が足りないというんだ!?

『スカディちゃんは、みずからの内に秘めた想おもいを解き放つことで、次のランクにかおす・えくしーず・ちぇんじすることができたのです。ですが、その想いはスカディちゃん一人だけで完成するものではないはずです！』

　ズビシッ！　と団長の指が指し示したのは俺だった。

　そうか、俺か。

　そこまで言われれば、もはや「わからない」なんて言えないな。

「わかりました団長。俺は、スカディさんの気持ちに応えなくてはいけないんですね？」

『さすが正人さんは話が早いのです！　一方通行の愛情では、三分の一も伝わらないのです。相手にぶつけた愛情は、相手からぶつけ返されてこそ完成するのです。そのことに正人さんが気づいてくれたなら、勝利の方程式は揃いました！　……さあスカディちゃん！』

「スカディさん！」

　俺とアスなんとか体の団長が振ふり向むく。事態の急変から完全に取り残され、茫ぼう然ぜんと立ち尽くすだけのスカディさんが。

「な、なんでしょうか？」

　オドオドとするスカディさんに、俺と団長が同時に迫せまった。

「『おしりを揉ませてください!!』」

「わかりました」

　すげえ！　快諾だ！

「私だって、波美や正人中尉と一いつ緒しよに幾重もの死線を潜ってきたのです。お二人がどういう行動に出ても心構えはできています。私の一世一代の告白に、そういう形で応えてくれるのなら…………！」

　スカディさんはクルリと後ろを向いた。否、俺たちへお尻を向けた！

「…………どうか私のお尻に、正人中尉の気持ちをぶつけてください！」

「よぉし、行くぞ！　俺と！」

『スカディちゃんで！』

「『おー・しー・りいッッ！』」

　団長の後押しで、俺の両手がスカディさんのお尻を鷲掴みにした。

　ちゃんと触さわるのはこれが初めてではないだろうか。スカディさんのお尻。スポーツ尻と褒め讃えられてきたそのお尻の感かん触しよくは、グイグイと指を押し返してゴム鞠のような弾力だった。まさにテリブル！

　しかしそれだけじゃない。

　俺はスカディさんが好きだから、彼女のお尻を触るんだ。

　スカディさんも俺のことが好きだから、お尻を触らせてくれるんだ。

　二人の心が、お尻を通じて一つになった……！

『スカディちゃん！　今こそスカディちゃんのすべてをさらけ出すのですよ！』

　再びスカディさんのお尻から緑光が放たれ、しかもそれは眩いばかりの閃光で、俺の視界は一挙に塗り潰されてしまった。

　それと同時にガラスの砕け散る音。研究所の強化ガラスをいともたやすくブチ破り、一陣の風が外へと飛び出していく。

「ななな、なんだッ!?」

　破られた窓の向こうから、白衣男の動どう揺ようの声が聞こえてきた。

　視力が回復すると、最初に見えたのは夜空にかかるオーロラ。無論、緯度が三十ぐらいの日本でオーロラが発生するわけがない。

　その正体は彼女だ。エメラルド色の鎧よろいをまとったスカディさん。




「――――ＭＴアームズ『ブリュンヒルデの鎧』」




　それはＭＴアームズ。ＭＴ値一〇〇〇を越こえる能力者『千越オーバー・えサウザンド』だけが身にまとえる超常の鎧。エメラルド色の西せい洋よう甲かつ冑ちゆうだった。

「ＭＴ能力が復活したのか……!?」

　俺も粉々に砕くだけ散ちった窓から身を乗り出し、夜天に座すスカディさんを見上げた。

　斑鳩さんに心を折られ、失っていたはずのＭＴ能力が、何故今……？

『スカディちゃんは、これでもう大丈夫なのですよ』

　アストラル団長！がまだいた。というか何故この人は実体で来てないんだろう？

『傷つき、折れた心は、もっと強い心になって復活したのですよ。必ず最後に愛は勝つのです！　それでは正人さん！　後はお頼み申すのですよ！　ルールを守って楽しくおしり！』

　あっ、消えた!?

　なんだったんだ今の霊体団長は？　やはり心霊現象らしく多くの謎なぞを残しながら、しかし現場は風雲急を告げている。

「おお、おお……！」

　屋外の白衣男は、陶然とした表情で天空のスカディさんを見上げていた。その手には、拳けん銃じゆうの代わりにガイガーカウンターのような機械が握にぎられている。

「素す晴ばらしい、素晴らしいぞ！　これがＭＴアームズ、吾輩の追い求めた新たなる科学のステージ。凄すごいぞ！　ＭＴ値五三〇四とは、完全無欠の『千越オーバー・えサウザンド』ではないか！」

「えっ？」

　白衣男の浮かれ声に、俺は一点耳を疑った。

　……ＭＴ値五三〇四？　スカディさんの『千越オーバー・えサウザンド』時のＭＴ値は二五〇〇ぐらいじゃなかったか!?

「……お帰りなさい、と言うべきなのでしょうか。私の力。アナタを取り戻せたことで、私は今さらながらに気づきました。ＭＴ能力の、本当の意味を」

　ぶぅん……！

　一陣の辻風が、白衣男やヤツの従えるアサシンたちの間を吹ふき抜ぬけた。そしてその吹き抜けた先には、志四郎と悌一郎を抱えるスカディさんの姿が。

「なっ!?　いつの間に!?」

　人質を奪うばわれた白衣男は大きく動揺したが、アレこそが全ＭＴ能力中最速を誇ほこるスカディさんの能力『ブリュンヒルデの鎧』の真骨頂だ。

『千越オーバー・えサウザンド』としての膨ぼう大だいなＭＴ能力を推進力に変え、最高マッハ三の超スピードで動き回ることができる。

　もはやスカディさんは、完全復活したと言えるだろう。

「ス、スカディ……！」

「兄上たちは、ここでお休みください」

　奪回した志四郎たちを優やさしく降ろし、敵となる白衣男たちへ狼の眼光を向ける。

「私は今まで、一種類の心でしかＭＴ能力を動かしていなかった。それは軍人として強くあろうとする心、前へ進もうとする心。それを斑鳩氏に打ち砕かれたために私はＭＴ能力を失った」

　その時俺は、研究所の窓をまたぎ外に出て、スカディさんの下へ向かっている最中だった。その時チラリと、スカディさんが近づく俺のことを見返した。

「でも私にはもう一つ、力となりえる熱い心があったのですね。それは、軍人としての私には相容れない心でした。だから今まで目を逸そらし、必死に受け入れまいとした。軍人は、色いろ恋こいなどに浮うわついてはならない、と」

「何を言っているのだ？　何を言っているのだスカディ君……？」

　数式や化学記号でしか世の中を捉えられない白衣男が、スカディさんの独白に混乱していた。

「ですが人間はそれほど単純な生き物ではないのですね。この胸の中には、相容れるはずのないたくさんの自分がひしめきあっている。軍人として生きる小官も、一人の男性を愛する私も、同じ自分。その矛盾を受け入れなければ、私は本当の意味で強くなることはできない」

　またスカディさんが、俺の方を見た。

「……受け入れます！」

　スカディさんのまとう『ブリュンヒルデの鎧』に、新たな動作が起こり始める。鎧の関節部にある小さな隙すき間ま、そこが緑色に光ったかと思うと、西洋甲冑の各パーツがバラバラになってスカディさんの体から剥はく離りする。

「なんだッ!?」

　スカディさんが『ブリュンヒルデの鎧』を脱いだ!?　と思った俺は、すぐにそれが間違いだと知る。

　それは変化だった。スカディさんのＭＴアームズは、スカディさんの心の成長に合わせてその形を変えたのだ。

　飛び散った鎧の下から現れたのは、神のドレスと思わせる薄絹の衣だった。スカディさんの胸部からくるぶしまでを覆う衣は、まるでベビードールのようにヒラヒラとたなびく。

　しかもその衣は、布地自体がぼんやりと光を放ち、見る者にその輪郭を定めさせない。まるで空に浮うかぶカーテン――オーロラのようだった。

　スカディさんは今、オーロラを着ている……？




「――――ＭＴアームズ『ブリュンヒルデの鎧・改』」




　そう名付けられた衣は、僅わずかに残った鎧のパーツと共に、スカディさんのことを女神のように彩っていた。

　パージされた鎧は、パーツとなって宙に浮いたままだった。

「私はもう自分の心を偽らない。私の愛する人は正人中尉。軍人としての主従でなく、その枠を越えて私はあの人と繋がりたい。それに気づけた私にＭＴ能力が応えてくれた結果こそが、この新しい姿……！」

　スカディさんが攻撃のＭＴアームズ『ジークの魔剣』をつがえる。

　しかしその名は唱えない。剣の周りをパージされた鎧が飛び回り、そしてまたしても驚おどろくべきことが起こった。鎧のパーツが一つ一つ、次々と刀身にくっ付き始めたのだ。

　鎧のパーツが剣と合体し、別のモノへと変わっていく。

「そしてだからこそ、私は貴様らを許さない。正人中尉を脅かし、血を流させた貴様ら……」

『ジークの魔剣』を骨こつ芯しんとして、鎧が肉となって厚みと体積を増していく。まるで高き塔が独りでに積み上がっていくのを見ているかのようだった。

　しかしその頂点は鋭するどく……。

「よくも私の――――――――」

　鎧は剣と合体し、

「――――大事な人を――――」

　まったく別の形をした、

「――――――――傷つけたな！」

　槍やりとなる。




「――――ＭＴアームズ『殲滅大槍グングニル』！」




　騎槍というヤツか。昔の西洋騎士が馬に乗って使う大きな槍。それがスカディさんの新たなる攻撃のＭＴアームズだった。

　さらにオーロラのように棚引く『ブリュンヒルデの鎧・改』の衣が瞬くように輝き始め、周囲に光を放つ。

　その光はオーロラとなって、スカディさんを中心とするその場の全員を包み込んだ。

『ブリュンヒルデの鎧・改』と『殲滅大槍グングニル』。

　進化したスカディさんの力が、今振るわれる！

「「「「「ＧＵＧＹＡＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯッッッ!?」」」」」

　えっ!?

　今一瞬、何が起きたかわからなかった。気づいた時には、俺たちを取り囲んでいたアサシンたち十数名が宙を舞っていた。

　撥ね飛ばされたのだ。アサシンたちの惨さん状じようと、それと同時に起こったガガガガッという音からそれだけを何とか推測できた。

　俺おれは結果だけを見せられた。あまりに速すぎて一瞬としか思えなかった刹那、あのアサシンたちを一人一人撥ね飛ばしたスカディさんの、早業の結果を。

　何故、一人一人撥ね飛ばしたとわかるのか。

　スカディさんが分身しているからだ。

　アサシンたちの倒たおれるその場所に、アサシンたちと同じ数だけいるスカディさん。

　アレはまさか、かつてのスカディさんの必殺技『ワルキューレ騎行』か？　超スピードでできた残像が、一斉に敵を襲うというあの……？

　進化前はＭＴエネルギーを最大出力にしなければできなかったあの技。それを今は通常状態で使える。

　スカディさんの新しい能力は、その『速さ』をさらに突つき詰つめたものなのか!?

「『速さ』で作り出した残像ではありません」

　俺の思考を見透かすかのように、一戦を仕上げたスカディさんが言った。

「アレらは、確率変動で作り出した『そこに存在していたかもしれない』私です」

「え？」

　残像たちが、テレビの映像を切るかのように消え去り、たった一人のスカディさんだけが残る。

「かねてより思っていました。私のＭＴアームズは美夜女史の『白しら鷺さぎ白しろ無む垢く』や緩花二等兵の『母なる大河アムリタ』に劣ると。『ブリュンヒルデの鎧』は、爆ばく発はつ的な『速さ』を得る代わり、すぐにＭＴエネルギーを使い果たし、ガス欠を起こしてしまう。燃費の悪い、使いづらい能力だと」

　たしかにスカディさんは、初めて『千越オーバー・えサウザンド』になった姉さん戦の時、エネルギー配分を間違えて疲労困憊で敗戦した。

「何故そうなるのだろうと常に考えていました。私の『最速』、美夜女史の『絶対防御』、緩花二等兵の『無形』。特性は違えどＭＴアームズはいずれも人じん智ちを越えた最強の力なのに、私だけが燃費が悪い。……そして、一つの結論に達したのです。私はいまだ、常識の檻から脱していないと」

「常識の檻……？」

「そもそもマッハ二程度の速さなら、現存する飛行機類にも実現可能です。しかしそうした機器が音速を越えるには、空気抵抗との戦いが避さけられない。物質は物質である限り、空気を掻き分けながら移動しなければならない。それはＭＴアームズとて同じでした」

　物質は音速を越えるとき、ソニックブームという現象を引き起こす。超ちよう高こう速そくで引き裂かれた空気が衝撃波となり、周囲と、そしてその現象を起こした飛行物自体を襲うのだ。過去にはそれでバラバラになった高速機もあったという。

　そして超スピードを持ち味とするスカディさんの能力も、膨大な空気抵抗は避けられない問題だった。『ブリュンヒルデの鎧』がすぐにエネルギー不足を起こしてしまう悪燃費な能力なのは、空気抵抗を解決するために多くのエネルギーを消費していたから？

「しかしこの『ブリュンヒルデの鎧・改』は、能力の質を根本から変えました。我が新しき衣から発生されるオーロラの光は、量子的確率を自在に操作することができる。よってオーロラの届く範囲ならどこでも、『私の存在する可能性』を百パーセントにできる。つまり任意の座標において『最初からいた』ことにできるのです」

　量子的確率変動。

　つまりスカディさんの能力は、あのオーロラの届く範はん囲い内ないを、丸ごとシュレディンガーの箱に変えることなのか。そして箱内の猫ねこは他ほかならぬスカディさん自身だ。

　その中でスカディさんは確率という神の領域を操って、任意のどこにでも存在することができる。

『最初から存在する』から、改めて移動する必要なんかない。

　だから移動時間はゼロ秒だ。

　それはスカディさんが、光の速さをも越えたということに他ならなかった。無論空気抵抗もない。

　しかも確率を超常の力で変えるわけだから、『二ヵ所以上に同時に存在する可能性』すら常識を捻じ曲げ実現させることができる。

　それがさっきの分身たちの正体だったんだ。

　分身と瞬間移動を組み合わせたような能力。

　吹っ飛ばされたアサシンたちは、一人残らず地面に伏してピクリとも動かなかった。気絶しているのだろうが、スカディさんの新たな力を披露するにはあまりにあっけなかった。

「……素晴らしい！　すんバラすぃぃぃぃーーーーッッ！」

　そして白衣男だけが元気にはしゃぎまくっていた。

「やったぞ！　ついに吾輩は、誰もなしえていない科学の未踏峰、『千越オーバー・えサウザンド』の開発に成功したのだ！　ノーベル賞ものだ！　世界の科学史に吾輩の名が刻まれるのだァ！」

「それは違います伊具院博士」

　狂喜乱舞の白衣男へ、スカディさんは極きわめて冷徹に話しかけた。

「何を言うんだスカディ君！　キミが『千越オーバー・えサウザンド』になれたのは、『柏』での研究が下地になったからに他ならない！　『柏』が解散しても、その成果はキミの体に残っていたんだ！　表面に現れるのが遅かっただけだ！　さあスカディ君！　吾輩と一緒に学会へ出よう！　学会のバカどもにキミを見せつけてやるのだ！」

「仮に私が学会で紹介されたとしても、『千越オーバー・えサウザンド』となれたのは『柏』の研究とは無関係だと証言します。無論、伊具院博士、アナタの研究も何の成果にも結び付いていないとも」

「なななっ!?」

　スカディさんの言葉に、白衣男は顔色を変えた。

「何をバカな！　スカディ君、キミは大きな思い違いをしているぞ！　最強のＭＴ能力者になれた恩を仇で返そうというのかね!?」

「アナタこそ思い違いをしています。ＭＴ能力は、科学で割り切れるような領域にはない。『柏』時代、私が高いＭＴ値を記録できたのは、軍に貢献したいという東郷の娘むすめとしての使命感から。次に『千越オーバー・えサウザンド』となれたのは、波美や正人中尉と出会い、使命感を越える大切なものを見つけたから。そして今日、『千越オーバー・えサウザンド』として新たな力に目覚めたのは、その大切なものの正体を、しっかりと理解できたから」

　スカディさんが、俺の方を振り向いた。

「私は、正人中尉のことをお慕いしています。その気持ちがこの能力を創り出した。人の心は方程式では解き明かせません。ゆえに、科学ではＭＴ能力をどうすることもできない」

「違う……、違う……！　それは吾輩が作ったんだ。吾輩の研究が、科学が！　かがくががががくがくがくがくが……！」

「能力でアナタを弾き飛ばさず残したのは、そのことをハッキリと言い渡すためです。伊具院博士。アナタが今までしてきたＭＴ能力の研究は、……すべて無意味です」

　何と言う冷酷な宣告。スカディさんは、あの白衣男が今まで積み重ねてきたことのすべてを否定したのだ。

　それほどまでに、あの男の所業が腹に据えかねたのだろう。報復としてもあまりに残酷だが、それだけスカディさんの怒いかりが大きいということでもある。

「違う！　違う！　吾輩は天才なのだ。科学は万能なのだ！　吾輩をバカにするな！　お前らこそバカのクセに、バカバカバカ！　この世は全部バカばっかりだ！」

　白衣男は苛立たしげに頭を掻き、力を入れすぎて掻き毟る。血走った目が、俺の方を向いた。あ、やばい。

「お前か……？　お前のせいだ……！　よくも吾輩の研究成果を奪ったなぁーーー!?」

　白衣男はＭＴ計測器を投げ捨てると、再び拳銃を取り出し俺へ向ける。

　バン、バン、バンと乾かわいた音が連続で鳴る。

　しかしスカディさんの力が戻もどった以上、拳銃などもう凶器ではなかった。銃弾そのものより何倍も速く動ける、今や光速をも越えた速さを手に入れたスカディさんに、それを防げないわけがない。

　銃弾はすべて、俺に届く前にスカディさんの大槍に叩たたき落おとされた。

「あ……、ああ……!?」

　拳銃は、もう引き金を引いても何も口から出さなかった。弾切れとなった銃を落とし、立たち尽つくす白衣男。そこへ……。

「ぐべへッ!?」

　ヤツの無防備な顔面へ、一発のパンチが叩き込まれた。科学バカの蚊トンボのような痩躯が吹っ飛ばされる。

　鉄てつ拳けんの主は、俺でもスカディさんでもない。ヤツに撃たれ重傷を負ったはずのスカディさんの兄、東郷悌一郎だった。

「……小官の妹とその婿むこに、何をするか」

　こうして夜空の下、立っているのは俺とスカディさんと悌一郎の三人だけになった。

　闇夜に輝くスカディさんの新たな衣が、本物のオーロラであるかのようだった。







第五章　スポーツ尻じり宣せん言げんする







　その後、腹の銃創を抱えた俺は、当然のことながら病院に担ぎ込まれた。第二防衛軍直轄の軍病院だったが、診てもらったお医者様からは素手で弾だん丸がんをほじくり出したことをこっぴどく怒おこられ、即刻入院と言われたのを何とか拝み倒して回避し、東とう郷ごう邸ていへと戻るのだった。

「正まさ人と中尉、本当によろしかったのですか？　傷を軽視して、万一のことがあったら……」

「これでも一応、社会に仇なす身ですからね。公費で運営されてる軍病院の世話にはあんまりなれませんよ。それに下手に入院して実家に連れん絡らくがいくと面倒だし……」

　母さんなどに知れたらベッドに縛り付けられて強制送還とかありえるからなあ。傷の治ち療りようも、大まかな処置さえしてもらったら、後はシャーウッドが抱え込んでいた闇医者にお任せできるし。

「なあ正人、前の手のケガみたいに、小っこいお嬢じようちゃんに治してもらえばいいんじゃないのか？」

　俺の隣となりを歩く志し四し郎ろうが、純じゆん粋すいな疑問とばかりに質問する。コイツも無事救出されたが、体中に打だ撲ぼくやら擦過傷が満開状態で、現在はミイラ男みたくなっていた。

「……団長のＭＴ能力は、団長のお尻への愛情が源になってるんだから、本来お尻に関かかわること以外では発動しないんだよ。まあその発動条件も、団長の匙加減ひとつでメチャクチャ曖昧だが……」

「うーむ、なるほどな」

　と志四郎はコクコク頷うなずいていたが、瞳ひとみがメチャクチャ泳ぎまくっていた。口では「なるほど」と言っておきながら何もわかっていないに違いない。

「四兄上は門外漢の上に細かいことを考えるのが苦手なのですから、無理に理解しようとなさらぬ方がよろしいかと」

「ぬぐあっ!?」

　妹からの容よう赦しやない指し摘てきに、顔をしかめる志四郎であった。

　だが次の瞬間、スカディさんは急にモジモジしだして……。

「……ですが、ありがとうございました」

「え？」

「私や正人中ちゆう尉いが今無事であるのは、四兄上の功績であることに疑いありません。四兄上への評価を、上方修正せざるをえぬ事例でした」

　なんだか持って回った言い方だが。要は『助けてくれてありがとう！　見直したよお兄ちゃん！』ということだろう。

　それを聞いた志四郎は満面にニヤけ、俺の首に腕うでを回してきた。

「聞いたか正人？　正人聞いたか？　スカディが！　オレに対してお礼を！」

　うるさいな、いつからそんなに馴れ馴れしくなった？

　そんなことを移動中に繰くり広ひろげて、俺たちは東郷邸に到とう着ちやくしたのだった。
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「……正人君、本当に申し訳なかった」

　屋や敷しきに入ってまず俺たちを出で迎むかえたのは、皆みなのお父さんである東郷禅ぜん八はち郎ろうさんの後頭部だった。

　第二防衛軍幕ばく僚りよう長ちようたるおエライ方が、頭の後ろが見えるほどに平身低頭しているのだ。むしろされる方が恐きよう縮しゆくする。

「あの……、東郷大将？　おやめください世間の目もありますし」

「イヤ、軍部が暴走し、民間人に危害を加えるなど絶対にあってはならぬことだ。軍を束ねる者として責任を痛感しておる。私自身を含ふくめ、関係者全員の処分を検討しているところだ」

　禅八郎さんの後ろでは、お母さん始め、ヨルズさんやフレイヤちゃんが、困った表情で俺を見み詰つめていた。

『なだめろ、何とかなだめろ』と念を送られる。チクショウわかったよやりますよ！

「…………その必要はありません、父上」

　と思った矢先、俺おれたちが入ってきたばかりの玄げん関かんドアを開け、さらなる住人が東郷邸に帰き還かんした。

「……悌てい一いち郎ろう兄上ッ!?」

　声を上げたスカディさん同様、皆が目を見張った。入ってきたのは今回の首謀者と言ってよい東郷家長男、東郷悌一郎だったのだから。

「アンタ、病院にいなくていいのか？　銃で撃たれて重傷なんだし……？」

「それを言うならキミとて同じだろう。処置はもう済んでいる。民間人であるキミがもう帰宅したというのに、小官だけが病室で寝ねていられるか」

　とは言ってもやはり顔色は悪く、足取りもフラフラしていた。痩やせ我が慢まんだなあ。

　悌一郎は俺たちを追い越して、禅八郎さんの前に立つと、禅八郎さんと交代するように深く首を垂れた。

「……今回の一件、すべて小官の独断でなしたことです。小官を軍法会議におかけください。除隊であろうと、軍刑務所に収監されようと、甘あまんじて服するつもりです」

「悌一郎兄上っ……！」

　スカディさんが声を上げるも、彼かれは応えない。

「そして願わくば、小官一人の処分をもって、この件を収めていただきたい。現在、軍上層部は優ゆう秀しゆうかつ心ある人材が揃そろっています。それを小官一人の落ち度によって乱してはなりません」

　詰め腹を切るつもりか。あの暴挙も、それなりの覚かく悟ごあってということだろう。

「……それでいいのか？」

　無意識に、俺は悌一郎へ問いかけてしまった。

「正直俺は、アンタとの決着はついてないと思っている。途と中ちゆうからあの白衣男にメチャクチャにされたからな。アンタの意見とも平行線のままだったし、そんなモヤッとした状態のままお縄に付こうっていうのか？」

　悌一郎は屈していた腰を戻し、鋭く俺を見詰める。

「仕方あるまい。キミたちからはハッキリ協力を拒きよ否ひされたし、実力でも完全に敗退させられた。伊い具ぐ院いんという男の邪心を見抜けず、危うく妹をモルモットにされるところだった。小官はその点、謹んで法の裁きを受けるつもりだ」

「…………」

「だが、それでも小官は、現在の国防にＭＴ能力が必要不可欠だという持論は曲げぬ。軍法会議でもその点を全力で主張してゆくつもりだ。いずれ小官より将器があり、思慮分別に富んだ人材が、ＭＴ能力の軍事利用を実現できるように」

　うーむ、やっぱり変節はしていなかったということか。最後に白衣男を殴なぐったのは、あくまでアイツがゲスだからというだけで、ＭＴ能力者を軍で使おうという野望は潰えていない。

「……そこまで覚悟があるなら」

　と禅八郎さんが言った。この人が喋ると、俺たちは注目せざるをえない。

「少し話さないか悌一郎。軍規に服するとして、警務官も来るまでには時間がかかる」

「は？　……は、はい」

「正人君、それからスカディも来なさい。キミたちにとっても聞いて損になる話ではないはずだ」

　何な故ぜ俺たちまで？　しかし第二防衛軍幕僚長の静かな語気は、俺らごとき若造に拒否を許さず、その背中に黙だまってついていくしか選択肢はないのだった。
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　そうして俺は、本日二回目の東郷邸応接室にお邪魔した。

　今回は、ソファの隣にスカディさん、向かいに悌一郎が座すわり、禅八郎さんは上座というか、俗にいうお誕生日席に座る。

「……父上、お話というのは何なのでしょう？」

　悌一郎はせっかちに禅八郎さんへ尋たずねる。

「もはや彼らとは言葉を尽くしたと存じます。この期となっては、小官はただ法の場において自説を論じたく……」

「控えなさい悌一郎。お前のその堪え性のなさが、今回の軽挙の原因だ」

「は、は……！」

　悌一郎は萎れるように黙り込んだ。長男を黙らせられるのは父親のみか。

「悌一郎。お前は、自分のことを軍におけるＭＴ能力導入の第一人者と思っているな？」

「は？」

　父親からの質問に、悌一郎はあからさまに訝しげな態度を取った。

「四年ほど前だったか、『柏かしわ』の設立を私に提案したのもお前だったし、創立メンバーにも名を連ねておる。今の軍部でも、お前のことをＭＴ能力軍事導入の草分けと認にん識しきしている者が多数だ」

「は、はい。……いかにも小官自身、そう自負しておりますが？」

「違ちがうのだ」

　禅八郎さんは厳かに言った。

「機密となっているが、軍ではお前以前にもＭＴ能力を軍に導入しようという動きがあり、実際に導入された時期があった。今からざっと、三十年前だ」

「なんですとッ!?」

　父から告げられた真実に、悌一郎は心の底から驚いているようだった。アイツ自身ＭＴ能力軍事利用の言いだしっぺを自慢していたっぽいし。お株が奪われたことになるのか？

「たしかに、ＭＴ能力が発見されてから半世紀近く、その間一度も軍内で取り上げられなかったのは不思議だと思っていましたが……！　何な故ぜ軍はそのことを機密に？　ということは、軍事利用は頓挫してしまったのですか？」

「聞きなさい悌一郎。それからスカディ、正人君もな」

　イヤ機密って関係者以外知っちゃいけないアレなのでは？　部外者の俺が聞いていいんですか？

「今から二十七年前、ＭＴ能力は今以上に世界を沸かせていた。突とつ然ぜん人に宿る正体不明の力。研究も始まってすらなく、神が授さずけてくれたギフトだとか、悪あく魔まに取り憑かれた証だとか、口々に言われておった。混沌としていた、というところかな」

　二十七年といえば、俺が生まれる十年以上前だ。そんな時代の出来事など、俺にとっては伝説に等しい。

「当然軍でも、この新しくも正体不明の力を有効利用しようという動きが出た。陸海空の三軍が集まり、協議した結果、ＭＴ能力者だけで構成した特殊部隊を設立しようという結論に至った。当時大たい佐さだった私も計画に参加してね。能力者ではなかったが、隊員の選定などに協力したよ」

「大佐……？」

　何か、聞き覚えがあるような……？

「そうして、晴れてＭＴ能力者のみで構成された特殊部隊が発足した。実働隊員数五十名、規模的にレンジャーやＳＡＳに準じた運営形態をとり、万全を期してスタートした」

　そして、と禅八郎さんの語りは次の場面へ移っていく。

「滑すべり出だしは上々だったよ。主な活かつ躍やくの場は、日米安保やＰＫＯを根拠とした海外活動だったが、紛争地でのテロリスト強きよう襲しゆう殲せん滅めつ、要人警護に人質救出。とにかく目覚ましい成果を上げた。チーム設立に関わった誰だれもが、プロジェクトの成功を確信したよ。あの時までは」

「あの時？」

「軍の上層部の中から、ＭＴ特殊部隊に対して不満の声が上がったのだ。思ったような成果を出せていない、と」

「え？　なんでですか？　特殊部隊は目覚ましい戦果を挙げたんでしょう？」

「そうだ、少なくとも当時現場にいた者から見ればな。彼らの活躍によって、何百人という味方の兵士や民間人が無駄死にせずに済んだ。しかし上層部の一部は、それに満足しなかった。ＭＴ能力に夢を、見果てぬ妄想を抱いていたからだ」

「見果てぬ妄想……？」

「そう、それこそＭＴ能力者ならば生身で弾丸を撥ね返すとか、素手で戦車を破は壊かいできるとか、そういったテレビか映画のような活躍を期待していたんだ。それに比べれば実際のＭＴ特殊部隊の活動はいかにも地味なものだった。効率は遥かに良いが、基本は旧来の特殊部隊とそう変わらぬものだったからな」

　それを聞いて、俺はアホかと思った。弾丸撥ね返したり戦車を破壊したりとか、それこそ『千越オーバー・えサウザンド』でもなければ無理な芸当だ。

　当時の軍上層部というのは、どんだけお花畑な頭をしていたんだ!?

「そこで急きゆう遽きよ、ＭＴ特殊部隊に対して新たなアプローチが加えられることになった。隊員一人一人に対して科学的な能力強化措置を行ったのだ。……それが、すべての崩壊の始まりだった」

「？　どういうことですか父上？」

　悌一郎はよくわかっていないようだが、俺には何となくその先が読めてきた。

「ＭＴ能力強化を目的とした薬物投与ですか？」

「……そうだ」

「クソがっ」

　的中してほしくない予想が当たって、俺は目の前にあるテーブルを叩いてしまった。

　薬物によるＭＴ能力の強化は、かなり古くから研究されている。ステロイドなどの筋力増強剤のように、ＭＴ能力を向上させる薬物があれば誰もが利用したがるだろう。

　しかし、ＭＴ能力の源は能力者自身の心なのだ。心を増強する薬品などがこの世に存在するだろうか。

　結局は、科学的に心の在り処とされる脳に着目して、強制的に躁状態を引き出す薬剤を投与し、ＭＴ能力上昇の阻害となる疑念や不安を精神から追い出すのが関の山だった。そうすることで一時的な増強を図ろうと。

　そしてそういう効果をもたらす薬物といえば、大抵が麻薬なんだ。

「麻薬……ですか？」

　悌一郎も自分で答えに到とう達たつしたらしく、戦せん慄りつの声を上げた。

「多くの隊員が、ＭＴ能力の強化を謳った薬物投与の対象となり、副作用によって精神を壊されていった。無論、途中でおかしいと気づく者もいた。しかし問題の薬物投与を主導する男が常軌を逸していたらしくてね。軍上層部の無知に付け込んで特殊部隊の医学顧問に収まり、対立意見をねじ伏せていった。ＭＴ特殊部隊は、その男の人体実験場に成り果ててしまったんだ」

　ついさっきブチのめした伊具院とかいうマッドサイエンティストの顔が浮かんだ。アイツも相当なクズだったが。科学というお題目のために人を人とも思わなくなる人間は、どの時代にもいるということか。

「そしてついに破局が訪おとずれた。問題の医学顧問が、ＭＴ特殊部隊の隊員によって殺害されたのだ」

「医学顧問が……、隊員に……」

「犯人である隊員はすぐ逮捕され、軍法会議にかけられた。求刑は終身刑だった。上層部は、人体実験の不祥事を含めて、外に漏もらしてはならないと考えたようだね」

「理り不ふ尽じんすぎます！」

　悌一郎がソファを蹴けって立ち上がった。

「その医学顧問とやらは、己おのが罪の報いを受けたようなもの！　上層部もまた責任の一部はあるのですから、被ひ害がい者しやたる隊員に詫びこそすれ、すべての罪を一人に着せるなど……！」

「私も同意見です。それが兵士というなら、国家に尽くす甲か斐いがありません……！」

　スカディさんもまた、事の理不尽さに憤っているようだ。

　彼かの女じよもまた、あの白衣男に危うくモルモットとされかけた。他人事とは思えないのだろう。

「お前たちの言う通りだ。そしてその当時にも、お前たちと同じように考え、行動を起こした者がいた。それは……」

　そう言うと禅八郎さんは首を回し、俺の方を真まっ直すぐに見た。

　何故？

「……十じゆう王おう厳げん破ぱ。正人君、キミの父上だ」

「え？　……何故そこでオヤジが？」

「十王君は、当時警察官僚として軍に出向していた。軍で進められているＭＴ特殊部隊の設立を検分し、有用ならば警察にも取り入れようとな。部外の観察者という立場から、その事件の不自然さに気づくことができた」

　三十年近くも前に、オヤジがそんなことを……。

「ＭＴ特殊部隊は、秘密部隊として結成された。それゆえ人道無視の薬物投与も、身近な関係者にすら知られていなかった。上層部はそれを幸いに、不祥事を闇から闇へ葬ろうとしたが、十王君が気づいた。そして友人を救うための行動を起こした」

「友人……？」

「ＭＴ特殊部隊の医学顧問を殺害した被告。それは斑鳩いかるが青あお盛もり君だ。特殊部隊の隊長を務めていた」

「斑鳩さんがッ!?」

　なんでこう俺の知ってる名前がポンポン出てくるんだ!?

　斑鳩さんが、そんな過去までもっていたなんて。あの人は知れば知るほど底知れなくなってくるな！

「十王君は警察からの出向者。その立場で暴れまわれば最悪、軍と警察の権力闘争に発展しかねない。しかしそれを恐れず十王君は、友人を救うために力を惜しまなかった。実を言うと、私がこの件に気づいたのも、十王君から協力を求められたからだ。特殊部隊が一様の形式を整えてから、私はプロジェクトから離はなれていた。まさかあんなことになっていたとは……」

　正義の親玉であり、何よりも規律に厳しいというオヤジには、らしい行動と言えそうだが。

「多くの協力者を作り、医学顧問の不正を示す証しよう拠こを集め、十王君は軍上層部に戦いを挑んだ。結果は彼の勝ちだったよ。軍法会議では斑鳩君は無罪を勝ち取り、釈放された。それまでに二年がかかったがね」

「……それじゃあまるで、ウチのオヤジが斑鳩さんの命の恩人みたいじゃないですか」

「まさにその通りだよ。十王君と斑鳩君、二人の断金の友情はまさにそこから始まるのだ。釈放された斑鳩君は……」

　と、禅八郎さんはそこで一瞬言葉を詰まらせた。

「……酷くやつれていたよ。彼はあの事件のことをとても悔やんでいた。殺人を犯したことではなく、医学顧問をもっと早く殺さなかったことに。薬物投与のせいで、彼の部下の多くが死亡したり後遺症を抱えたりしたからね。彼自身は、ＭＴ値が規定値を越えていたために薬物投与の対象にならなかったそうだが、それが却って異変に気づくのを遅れさせたという」

「斑鳩さんのＭＴ値は……？」

「当時八〇〇以上だった。今はもっと先の境地へ行っているようだがね。とにかく釈放直後、彼と直接話した時の『あのゲスをもっと早く殺していれば、こんなことにならなかった』という怨嗟に満ちた声を、私は今でも忘れられんよ……」

　そうか、斑鳩さんだって最初から万能だったわけじゃないんだ。あの人の無敵の力『天てん地ち造ぞう化か法ほう』は、そうした言語を絶する経験の積み重ねによって完成されたのだろう。

　ＭＴ能力の強さは心の強さ。心を強くできるのは経験と思考の二つだけで、薬なんかでお手軽に強化することはできないのだ。

「斑鳩君は軍を辞め、いずこかへと姿を消してしまった。風の噂うわさで、傭兵として世界中を回っていると聞いたことがあったが……。一方、十王君も警察に戻り、みずからの行動を始めた」

「と言うと？」

「軍の失態を見て、十王君はむしろＭＴ能力者をとりまく環かん境きようの過酷さを知ったようだね。世間からの無知や偏見、それらからＭＴ能力者を守る必要性を感じたそうだ。彼の主導で警察内に設立されたのが『特殊災害対策室』、ＭＩＮＯＳミノスの前身となる組織だ」

　話が、現在へと繋がっていく。

「十王君が警察と決別し、ＭＩＮＯＳを立ち上げた頃ころだったな。世界中を渡り歩いていた斑鳩君が、ひょっこり日本に戻ってきた。二人の交友を知る者は、誰もが十王君を助けるために斑鳩君が帰国したものと思っていた。ＭＩＮＯＳの副司令なりに収まって、二人三脚で悪と戦うものだと」

「でも斑鳩さんは……!?」

「そう、予想に反し、斑鳩君はアザゼルバンクという民間組織を立ち上げた。今では悪の五大組織だなどと言われているらしいが……。私はあるとき、機会があって彼に聞いたよ、何故ＭＩＮＯＳに合流しなかったのかと。斑鳩君はこう答えた。『十歩ぐらい下がっていた方が、背中を刺そうと近づいてくるヤツがよく見える』と」

「それじゃまるで、斑鳩さんがオヤジを援護するためにアザゼルバンクを設立したようじゃないですか!?」

「実際そうだろう。ＭＩＮＯＳとアザゼルバンク。同時期に成立した二つの組織は官民の両面から違法組織をあぶり出し、挟み撃ちにするように潰つぶしていった。斑鳩君はそれらの成果をすべてＭＩＮＯＳに譲っているようだが、それに思わぬ弊害が出てしまってね」

「え？」

「ＭＩＮＯＳが挙げる華々しい成果に触発され、軍部にもＭＴ能力を利用しようとする動きが再び起こったのだ」

　禅八郎さんの視線が、彼の長男に向く。悌一郎は恐れ入ったように身を縮める。

「軍にもＭＴ能力を取り入れるべきだ、ＭＩＮＯＳのように、とね。……皮肉な話だよ。二十七年前の事件に深く関わった斑鳩君と十王君が、ＭＴ能力の軍事利用復活のきっかけとなってしまったのだから」

「は、はあ……」

　悌一郎は、顔いっぱいの汗あせを拭うばかりだった。

　そこから先は、俺おれにも想像のつく話だった。ＭＩＮＯＳの活躍に浮かれる悌一郎たちは、自分たちもマネをしようと、軍におけるＭＴ能力研究機関の設立を強く訴うつたえた。

　禅八郎さんはかつての苦い経験から乗り気ではなかったが、若い世代はそんなこと知る由よしもない。二十七年前の事件は、機密扱いされたこともあって時の経過の中で風化し、悌一郎たちは存在すら知らなかった。

　ＭＴ能力の『陽』の部分だけに魅入られて、『陰』の部分に気づけなかった。

「結局私は、若者たちに押し切られる形で『柏』を設立せざるをえなかった。しかし最大限に警けい戒かいしていたよ。何せスカディやフレイヤ、実の娘たちがスタッフとして参加しているのだからな。かつての暴走が再び起こったらと気が気ではなかった」

「父上……」

　その回顧談に、スカディさんは耐え切れない声を上げた。その心中は察し得た。家族が、自分のことを思ってくれていると確かく認にんできた瞬間なのだから。

「幸いと言うべきか、『柏』は『千越オーバー・えサウザンド』を生み出すプロジェクトにおいて壁かべにぶつかった。私はそれを好機と、成果が挙がらないことを理由に『柏』を解散に追い込んだ。そのことで悌一郎、お前からは恨みを買ったようだなぁ……」

「父上…………ッ！」

　父親からの話を聞き終えた悌一郎は、ソファから身を崩れ落ちさせ、床ゆかに膝ひざをついた。その体勢が奇しくも禅八郎さんへ向けて平身低頭しているかのようだった。

「申し訳ありません父上ッ！　私が愚かでした……！　ＭＴ能力にそのような闇の部分があるとは露知らず、眼前の輝かがやかしさのみに心を奪うばわれていたとは……ッ！」

　禅八郎さんは何も言わず、平伏する悌一郎の背を優やさしく撫なでた。

　それがすべての決着を示している気がした。悔いる者が悔い、許す者が許した。それが一目でわかるほど、その光景はよくハマっていたから。

　だが俺は、それとはまったく別で、禅八郎さんに聞かずにはいられないことがあった。

「禅八郎さんは、何故この話を悌一郎……さんだけでなく、俺たちにも聞かせたんですか？　スカディさんはともかく、俺なんかはまったくの部外者なのに……？」

「軍とは関係なく、キミには知っておいてほしいと思ったからだ。十王君の息むす子こであり、斑鳩君に師事するキミは、これからＭＴ能力に関する社会を担になう人間となっていくだろう。そんなキミに、この話は有益になるだろう」

　また誤解を。だから俺はオヤジとは無関係だし斑鳩さんとは師弟関係でも……。

「先ほどの話、もう少しだけ続きを語ってもよいかな？」

「え？　……あ、はい」

　しかしまた禅八郎さんの悠然さに口を挟めぬ俺だった。

「『柏』が解散した後、ＭＴ能力者ということで所属していたスカディとフレイヤも『柏』から解放された。それでも私は不安だった。『柏』がなくなってもＭＴ能力に夢見る者は根強くおり、そうした連中が先走りはすまいか、とね」

　俺は横目でじっとりと悌一郎を見た。悌一郎は目を逸そらした。

「だから私は、ひとまず娘たちを、軍部の者の手に届かぬところへ遠ざけようと考えた」

「じ、じゃあスカディさんとフレイヤちゃんが実家から離れて暮らしていたのは……!?」

　政略的な危険から二人を守ろうという、禅八郎さんの親心だったのか。

「問題は、何ど処こに二人を預けるかということだ。フレイヤの方は比較的簡単に決まった。あの子はいい加減なように見えて自立心があるからね、それに常々やりたいことがあるような口振りをしていたから、斑鳩君に預ければ悪いようにはならぬと思っていた。まさかアイドルになるとは思わなかったがね。ハハハ……」

　禅八郎さんは、温かい笑いを漏らした後、急に真ま面じ目めな顔に戻る。

「だがスカディ、お前については正直不安だったよ。お前は真面目でよい子だが、むしろ聞き分けがよすぎる嫌いがあった。私や母さん、それに兄姉の言うことをよく聞きすぎ、己をもてていないのではないかとね」

「父上……」

　父親からの指摘に、スカディさんは寂しげなうめきを上げた。

「他の者たちはお前のそういうところに安心しきっていたが、私は逆に、内心不安でな。イヤ、勝手な話だと思うだろうが、お前にも、自分で自分の道を決めてほしくなってね。そこで寮りようのある都内の学校へ、お前を入れた。軍の色濃い実家から離れ、普ふ通つうの少年少女たちと交わることで、何か変わるのではないかと」

　そこでスカディさんは、今のスカディさんになった。

　団長と出会い、俺と出会い、美み夜やや緩ゆるや花かや他のたくさんの人と出会って、強くて弱い、とても素す敵てきなスカディさんに成長した。

「正人君、礼を言う」

　いきなり禅八郎さんから頭を下げられた。何故!?

「君と出会えたお陰かげで、スカディは自分の殻からを破ることができたようだ。ただ親の言うことを聞くだけの子供ではなく、何が正しいかを自分で決められる一人の人間として。……願わくばこれからも娘むすめをよろしく頼たのむ。軍の長ではなく、人の親として」

「ち、父上……ッ？　おやめください、正人中尉が困ってしまいます……！」

　スカディさんがアワアワと、頭を下げた父親を起こそうとする。

　そうして俺はまた思い知る。スカディさんが家族から愛されていることに。何度も何度も思い知る。志四郎の時も、ヨルズさんの時も、フレイヤちゃんの時も、お母さんの時も、禅八郎さんの時も。そして……。

「……悌一郎さんは、これからどうなります？」

　失礼になるのは承知で、俺は禅八郎さんの頼みとはまったく別のことを尋ねた。

　軍規を犯し、民間人である俺やスカディさんを襲おそってしまった長男、悌一郎。

「……こやつの罪は、申し開きしようがない。法に照らし合わせ、しかるべき処罰を与えなければ兵たちに示しがつかない」

　禅八郎さんは、幕僚長としての厳格さで言った。たとえ身内でも、それを理由に温情を加えれば軍全体の秩序を乱す。

「それは違います」

　俺は、反論した。

「東郷悌一郎大佐は、俺たちを助けてくれたんです。ＭＴ軍事利用推進派という立場から、伊具院博士の暴走をいち早く察知し、弟の志四郎と共に救援に駆かけつけてくれた。伊具院から受けた銃弾の傷が何よりの証拠です」

「何を言っているのだ!?」

　俺の発言に誰より激しく噛みついたのは、悌一郎本人だった。

「小官に情けを掛かけるつもりか!?　侮るな、小官とて一介の軍人として身の処し方は心得ている！　自分の犯した過ちには自分で責任を……！」

「そして、軍におけるＭＴ機関の設立に反対する東郷大将の姿勢にも、賛同できません」

「「「!?」」」

　俺の発言にもはや禅八郎さんも悌一郎もスカディさんも、理解不能のようだった。

　それはそうだろう。俺はさっきまで、ＭＴ能力軍事利用に反対してきたのだから。

「ＭＴ能力者を兵器として利用することは反対ですが、だからといってＭＴ能力を完全無視することもできない、ということです。東郷大将は『柏』を潰すことでＭＴ能力軍事利用の流れを阻そ止ししたように考えられたようですが、伊具院のように暴走する者が現れた以上、その考えは間ま違ちがいと言わざるをえない」

　むしろ細々とでも『柏』を存続させて、伊具院博士ことあの白衣男を組織に縛り付けておけば、滅多なマネもできなかったろう。今回の暴走も未然に防げたかもしれない。

「不穏分子を一点に集め、監視するために『柏』を存続させろ、というのかね？」

「そうです。そしてそれだけではありません。軍がＭＴ能力を利用しようと、無視しようと。次々ＭＴ能力者が生まれ続ける昨今、軍の中にＭＴ能力者が混じるのは避さけられません。そうしたＭＴ能力をもつ兵士と、無能力者との軋轢が起こらないとも限らない。それを解決するためにも、専門の機関が必要なのではないでしょうか？」

「ＭＴ能力者を利用するのではなく、ＭＴ能力者をサポートするための機関を、軍の中に作れと……？」

　ＭＴ能力者であるばかりに、望めるものを望めなくなる。そんな不幸を取り除くために悪の組織を立ち上げた人がいた。そういう悪があるお陰で、超ちよう能のう力りよくと社会の軋轢に悩む人も、少なくとも自分の努力次第で夢を叶かなえることができる。

　その受け売りを、ここで披露しただけのことだった。

「そして、そうした機関を作る場合、それを牽けん引いんするのはＭＴ能力者と普通の人の架かけ橋はしになれるような人材が望ましい。自身が無能力者でありながらＭＴ能力に素す直なおな希望をもてる、そういう人間が……！」

　俺と、禅八郎さんと、スカディさんの視線が、一点に集中した。アホみたいな顔で呆ほうける悌一郎へと。

「……え？　……は？」

　悌一郎自身、何を言われたのかわかっていないという顔だった。それを見て、禅八郎さんは心から愉快そうに大笑する。

「はははははははは！　だからこやつをここで潰すのは惜おしいと言いたいのかね!?　はははは……！　正人君、キミというヤツは本当に……！」
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「……借りを作ってしまったようだ」

　東郷邸ていの玄関先、第二防衛軍の幕ばく僚りよう監かん部ぶへと向かう車を見送るために、俺とスカディさんは表に出ていた。

　その車に乗るのは、先ほどまで応接間で話していた禅八郎さんと悌一郎の親子二人。ただし悌一郎は罪人としてこの車に乗るんじゃない。禅八郎さんの補佐として、新たなプロジェクトを推進するためにだ。

「勘かん違ちがいするな。さっきの話にもあったろ。何かやらかしそうな危険なヤツは、排はい除じよするよりも目の届くところに鎖で繋いでおいた方が扱いやすいんだ」

「なるほど、この借りこそが小官を繋ぎ止める鎖というわけか。……肝きもに銘じておこう」

　俺から言われて、悌一郎が浮かべる苦笑は、しかし邪悪なものではなかった。

「十王正人君……。結局キミにはしてやられてばかりだな。知識、見識、構想、どれも小官など及びもせん。小官はキミより年長なのに、一体何をしてきたかと愕然とするよ」

「俺は一応ＭＴ能力が土俵でね。アンタにとっては国防っていう主任務の一環だろ。比べること自体が間違いだ」

「そうか。……だが今に見ていろよ正人君。キミのアドバイス通り、小官は新たな観点からＭＴ能力者を軍に根付かせていく所存だ。軍がＭＴ能力者を利用するのではなく、ＭＴ能力者が進んで軍に貢献してくれるような、そんな組織改革を成してみせる」

　悌一郎から無言で右手を差し出される。俺もまた何も言わず、その右手を握り返した。

　そこまでを終えると悌一郎は颯さつ爽そうと踵を返し、禅八郎さんが待っている車へと向かう。

「さあ、行きましょう父上！　今いま頃ごろ幕僚監部も大混乱のはずです！」

　大混乱になってる原因が誰なのかを車に乗ってる間に忘れはしないだろうか？

　エンジン音が遠ざかり、テールランプの明かりが闇に埋もれて見えなくなるまで、俺とスカディさんは玄関先で見送っていた。

　これで、すべてが終わったという気がした。

　斑鳩さんとの激げき闘とうから端を発した、スカディさんの失しつ踪そう。スカディさんを取とり戻もどすために彼女の実家にまで押しかけ、様々な人と衝しよう突とつしたりわかりあったり。何やかやを乗のり越こえると得たものも多かった気がする。

　スカディさんは家族との絶ぜつ縁えんもなかったことにできたし、失っていたＭＴ能力も取り戻すことができた。

　そして…………。

「…………正人中尉」

　俺の左手に、冷たい感かん触しよくがあった。隣となりに立つスカディさんが俺の手を握にぎってきたのだ。

「このたびは、正人中ちゆう尉いに多大な迷めい惑わくをおかけしてしまいました。申し訳ありません」

「スカディさんに掛けられる迷惑なら大歓迎ですよ」

　ＭＴアームズを解除したスカディさんは、いまだにウエディングドレスを着ていた。

　着き替がえる余よ裕ゆうがなかったからな。大乱闘を経て汚れだらけ、裾すそも所々ほつれてしまっていたが、月夜に照らし出されるスカディさんのドレス姿は、女め神がみのように美しい。

「……我わが身みの不才を恥じます。私は正人中尉の副官になりたいと申し出ていながら、その役目をまったく果たせていない。私は無能で、役立たずな女です。それでも……、それでも私は……！」

　スカディさんは、そこで一度言葉を飲み込む。喉のどにつかえた想おもいを絞り出すようにして、ゆっくりと唇くちびるを再スタートさせる。

「……正人中尉のお傍そばにお仕えしたいのです。よろしいですか？」

「当たり前だ！」

　俺はスカディさんに握られた手を、胸の前まで引き上げると、もう一方の手を重ねて両手で握る。しっかりと。

「スカディさんがイヤだと言っても、この手を離しませんよ。副官ってのは、生きるも死ぬも上官と一いつ緒しよでしょう？　なら俺はその本分を、スカディさんにまっとうさせます」

「正人中尉……！」

　俺の渾身の告白を前に、スカディさんは恥じらうように目を伏せた。その仕草に、今までのスカディさんにはない色気を感じた。

「……違うのです、正人中尉」

「え？」

「正人中尉の副官になりたい。たしかに私はそう言いました。でも、今はそれだけじゃない。欲深い女になってしまったのです……！　アナタに信任されるだけでは満足できないのです……！」

　スカディさんは俺の胸に飛び込んだ。だがそれだけには飽き足らなかった。

　抱だきつく勢いのままスカディさんの唇は俺の唇をめざし、そこへ到達した。

　スカディさんの唇からは、今日一日の騒そう動どうのためか、土つち埃ぼこりの味がした。

　反射的に俺は、両手でスカディさんの頭を掴んだ。今まで散々してきた彼女の頭を撫でつける行こう為いを、今は唇を重ねながら行っている。

　この行為そのものが、彼女の望みを表していると思っていい。

　愛情表現というよりは、後あと戻もどりできる線を越えようという覚悟の表明のごときキスを終えたスカディさんは、唇を離してから言った。

「正人中尉から一人の女として見てほしい……！　自分の中にある淫らな願いに、私は気づいてしまった……！　気付いてしまったからには、もう目を逸らすことはできません。……正人中尉にも様々なご事情があり、私のワガママだけを受け止められないのは知っています。……でも……！」

「スカディさん……」

　ＭＴ能力の消失、そして復活。それはＭＴ能力と直結するスカディさんの心が、葛藤の中に乱れ、そして葛藤を乗り越えたことを意味する。

　それを経た結論がこれなんだ。だからこそ俺は、生半可な答えを返すことはできない。

　俺はスカディさんの顔を真っ直ぐみられるようにした。その上で、俺は、言う。

「スカディさん、俺は……！」

「二人とも準備ができたわよー？」

　玄げん関かんのドアをガチャリと開けて、お屋や敷しきの中から出てくる夫人。スカディさんたちのお母さん、イルマタル・Ｗヴアイスマン・東郷さんだった。

　俺とスカディさんは慌あわてて抱き合った体勢から一挙に二メートルほど飛び離れる。それを見たイルマタルさんは、目敏く何かを察したようだった。

「……私としたことが絶好のタイミングに水を差したようね。チッ」

　露ろ骨こつに舌打ちしやがったよこの人。
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　信じがたいその行為もまるでなかったかのように話を進めるお母さん。

「さあ二人とも、今日は大変なことがたくさんあって疲つかれたでしょう？　いつまでも外に突っ立ってないで家にお入りなさい」

「…………あの、母上」

　朗ほがらかに俺たちを家の中に迎むかえようとするお母さんに、スカディさんが恐る恐るといった風に話しかける。

「先ほどは、申し訳ありませんでした。親でも何でもない、などと言って……！」

　その発言に、俄にはしゃぐような雰ふん囲い気きだったイルマタルさんが静まった。娘の気持ちがすべて言葉となって表れるのを、ジッと待っているという感じだった。

「……皆みなが心配してくださっているというのに、自分のことしか見えず。あまつさえ酷ひどいことまで言って……！」

「いいのよスカディ」

　イルマタルさんは、スカディさんのことを包み込むように抱きしめた。

「人間だもの。癇癪も、弱音も、吐きたい時は誰にだってあります。そういうものを受け止めてこその親なんだから……」

　この人こそ、まさに理想の母親というべきなのかもしれない。伊達に十一人も子供を育て上げているわけじゃないなあ。

「さ、湿っぽい話はもう終わりにして、早く家に入りなさい。もう準備はできているんだから」

　準備？　さっきもそう言っていたけど、何の準備ができたんだ？

　そんな俺たちの訝しむ顔に、イルマタルさんは可愛げに「フフフ」と笑う。

「御馳走もたくさん用意してありますよ。何せ重大イベントですもの。それに見合うように腕うでによりをかけた御馳走を作りましたからね」

　重大イベント？

　一体何のことだ？

「何の準備ができたかというとー…………！」

　屋敷の中に入ると、室内はパーティ会場のように飾り付けられていた。




「婚約記念パーティの準備でーすッ！」




「うおおおおおおおおおおおおおおおおッッッッッッッッッッッッ!?」

『正人君、スカディさん、婚約おめでとう』という横断幕が壁に垂れ下がっとる!?

　いつの間にこんなめでたい内装が!?　案内された食堂は、それこそ正月とクリスマスがいっぺんに来たような賑やかさに包まれ、煌びやかな飾り、豪華な料理、居並ぶ出席者、非の打ちどころがない！

「おめでとう」

「おめでとー」

「おめでとさー」

「おめでとうですー」

　まあ全員東郷家のご家族さんなんだけどさ！　ヨルズさんとフレイヤちゃんが心底くたびれた顔で拍はく手しゆを鳴らし。……えっと、その隣にいる小学生ぐらいの二人は。

「正人中尉、アレは我が兄弟の末子たちで、ランと剣けん五ご郎ろうです。双子で、昼間は小学校に通っていたので姿がなかったのですが……」

　なるほどー。でも今はそんなことにかまっている余裕は一切ないんだけどね！

「おふくろー、部屋の飾りつけ、これくらいでいい？」

　さっきの戦いで満まん身しん創そう痍いになっている志四郎が働いていた。

「やめろよ！　ケガ人なんだから休ませてやれよ！」

　とにかく、またハメられた、このお母さんに！

　隙あらば自分の娘を男とくっつけようとするイルマタルさん。まさかこんな直接的な手段で既成事実を作りに来るとは！

「もうっ、だから言ったでしょう！　お兄さんのグズッ！」

　惰性で拍手していたフレイヤちゃんが、ついにキレた。

「あんだけお母さんに注意しろってアドバイスしたのに、それを無視してバトルやらに現を抜ぬかすんだから！　そういうつもりならボクだって考えを改めるよ！　ここからお母さん側に回って、全力でお兄さんとディ姉をくっつけにかかるからね！」

　えぇーーーー!?

　東郷家における貴重な味方が……！

「バトルに現を抜かすって言っても、俺けっこう頑がん張ばってスカディさんを守ろうとしたんですが……!?」

「だったら一生ディ姉の傍にいて守り通せばいいじゃない！」

　そんなパンがなければお菓子的な言い方されても！

　スカディさんはというと、ドレス姿でモジモジと俯うつむいている。

「まあまあフレイヤも、お義に兄いさんとなる方にあまり失礼な口をきいてはいけませんよ？　正人さんも、これから家族の一員としてよろしくお願いいたしますね？　スカディは石頭に見えて、懐くと子犬のように可愛かわいいところがありますのよ？」

　知ってます！　ですがそれと今のこの状じよう況きようとは無関係……のはず！

「あああ、あのですねお母さ……もとい！　奥おくさん！　こういうことを本人の了承もなしにやられるのは、性急と言いますか、問題ありと言いますか……！」

「アラ、では正人さんは、ウチのスカディのことをお嫌いなのですか？」

　また返答に超困る質問をーー!?　この人わかってる！　俺に『嫌い』と明言できないことをわかってて質問している！　なんてヒトを追い詰めるのが上手なんだ!?

　などとしどろもどろしている俺の隣から……。

「わ……、私は…………！」

　スカディさんが、俺の服の裾をギュと掴んだ。

「まま、正人中尉のことを……、あ、愛して、いますの……です、が……」

「あらあらあら！　スカディったらいつの間にそんな積極的になったのかしら！　これはもう本決まりね！　お互い好きあってるなら何も問題ないわ！」

　あわあわあわわわわわ……。あの、ちょっと！

「ああ！　こんなことならお父様たちを引き留めておけばよかったわ！　待っていてくださいね正人さん！　今からここにいない兄弟たちも片っ端から呼びつけますので、顔合わせしてやってくださいね！」

「あのォーーーーー!?」

　俺の制止も一切聞かず、イルマタルさんは携帯電話をピポパ。

　ヤバイ！　このままでは本当にゴリ押しで俺とスカディさんの結納が本決まりしてしまう。




　リンゴーン。




「アラ、もう来たわ」

「うそぉ!?」

　今イルマタルさんが電話で呼んだ人が!?　こんなに早く!?

「ハイハイただいまー」と言ってお母さんが玄関へと向かう。そして、お母さんが連れてきた人影は、やはり見覚えのない人……のものではなかった。

「美夜？」

　超見覚えがあった。

　艶めく黒くろ髪かみ、豊満な体付き、言外の色気。女性特有の美というものをこれでもかというほどに強調した立ち姿は、まさしく俺たちおしり団の仲間、橘たちばな美夜さん。

「ごめんくださいませ……。あっ、正人さん、スカディさん！　よかったご無事なんですね!?」

　俺たちを認めた美夜が駆け寄ってくるのだった。

「美夜女史……？」

　スカディさんも戸惑いを露わにしつつ、とりあえず美夜を迎える。

　しかし何な故ぜ美夜がここに？　今回彼女は、他のメンバーともども留守番役としてアジトに残っていたはずでは？

「出で迎むかえに玄関先に行ったら、この子が立っていたのよ。スカディたちのお友だちかしら？　とてもきれいなお嬢さんねえ……？」

　美夜の後ろから部屋に戻ってきたイルマタルさんも、状況が呑み込めずに戸惑い顔だ。ここは両方と面識ある俺が場を収めるべきだろうと、歩み出んとしたが、それよりも先にもう一人の、両方と面識のある人が動いた。

「美夜女史は、正人中尉の正妻にあらせられます」

　と、スカディさんが言い放ったのだ。彼かの女じよの家族の半数が集つどうパーティ会場で。

　………………。

「「「「えっ？」」」」

　えっ？　ってなりますよねーッ！

　スカディさん何言ってんの!?　何簡単にぶっちゃけてんの!?　バルカン火薬庫に焼夷弾ブチ込むようなその一言ですよ！

「……あー、そういうことですか」

『婚約おめでとう！』の横断幕を見た美夜が何かを察した!?

「何と言いますか、スカディさんおめでとうございます」

「ありがとうございます美夜女史」

　そしてなんか美夜とスカディさんの心が通じあっとる!?　何コレ？　一応修羅場なの？　凄すごいまったりしてるけど修羅場なの!?

「正人さん……？　これはどういうことかしら？」

　そして別の方向から真の修羅場の影が!?　スカディさんのお母さんが背後からユラリと、怨霊のように迫せまってきた！

「ウチの娘というものがありながら、今度のお婿様はとてもヤンチャなようねえ。義母として指導のし甲が斐いがありますわ」

　イヤ、ヤンチャというかですね。別にやましい気持ちがあったのではなく、すべてにおいて一生懸命になった結果というか……！

「おのれぇー！　やっぱり妹を弄んでやがったな死ね正人ぉー！」

「小パンチ！」

「ぐほぉッ!?」

　毎度のように襲い掛かってくる志四郎を手慣れた動作で殺す。

　もう何なのコレ!?　収集つかなくなってきてるんですけど!?

　第一何故、美夜がここに来ているの!?　一体誰だれが美夜をここへ呼んだんだ!?

「私がミャーさんを呼んだのですよー」

　その声は団長だった。

　俺たちが戻ってきてからずっと姿が見えないと思っていたら、パーティの饗し物である刺身の盛り合わせをバクバクと貪むさぼっている!?

「こんなこともあろーかと、爆弾とーかの準備を進めておいたのですよ！　そのために正人さんのとこにはアストラル体しか送れませんでしたが、皆さん驚いてくれて企き画かく、大・成・功！　なのです！」

　なんと！　俺たちのピンチに霊体だけしか来なかったのにはそんなわけがあったのか！　他にもなんかパロくさい動機が隠れていた気もするが！

　凄いですよ団長！　諸しよ葛かつ孔こう明めい並みの先見じゃないですか！　魯ろ粛しゆくあたりから「団長の智謀は神をも欺きますな！」とか言われそうですよ！

「皆、お静まりください……！」

　とスカディさんが、大混乱の会場に向けて言い放った。静かな声であったが、その中にある強い語気に全員即そく座ざに黙り込み、シン、と静まり返る。

「軍人の範たる東郷家の者が軽挙妄動はおやめください。そもそも私は、正人中尉の妻となる予定はありません」

「「「「ええッ!?」」」」

　パーティ会場に集うほとんど全員が、スカディさんの発言に驚愕する。

「ででで、でもディ姉！　ディ姉はこのお兄さんのこと好きなんでしょ!?」

「肯定だ。もはや我が心偽るはただの不覚悟。私は、正人中尉のことを愛している」

「うわ言い切ったよ……！　でも、それじゃあディ姉は、お兄さんのこと好きなのに、この巨乳さんに譲って身を引くってことなの？」

「そんなつもりはない」

「ディ姉の言うことがますますわかんないよ……」

　俺もますますわかんなかった。

　つまりスカディさんは、俺と結けつ婚こんしないけど、その想いは絶対遂とげると言っている。それはどういうことなんだ？

「私は、一人の女として正人中尉と添い遂げたい。ですがそれとは他に、もう一つの望みも私にはあるのです。東郷の者として、世界最強の軍人となる望みが」

「え？」

「最初にもっていた私の望み。一度は挫くじけた夢ですが、やはり諦めたままではいられません。己おのれの心底を明らかにできた今だからこそ、己が進む道を示し直すべき。…………そこで正人中尉」

「なんでしょう!?」

　俺は直立不動でスカディさんに応じる。この話が何処に行き着くのかもう完全に予測不可能だ。

「改めて正人中尉にお願いいたします。私を――小官を、正人中尉の副官にしてください」

「は？」

　スカディさんの一いち人にん称しようが、『私』から『小官』に戻った。

　コレはつまり……。

「軍人として己を鍛きたえ上あげるために、女としての幸福を得るために、正人中尉のお傍に置いてください。それが小官の望みを満足させる最良の道だと判断したのです。そしてゆくゆくは、副官としてもっとも崇高な使命を果たさせてください」

「崇高な使命？」

「それは…………」

　スカディさんは一度言葉を切り、深呼吸した。




「正人中尉のお子を産むことです……！」




「「「「えええええええええぇぇぇぇーーーーーーーーーーー!?」」」」

　皆さん大絶叫。

　東郷家の食卓は、予想の斜め上を行く感じで、宴もたけなわとなった。







エピローグ　スポーツ尻じり帰き還かんする







　さて、これですべてが終わったかにも見えるが、一つだけ、まだ真相が語られないまま放ったらかしにされていた件がある。

　あの白衣男＝伊い具ぐ院いん博士が引き連れていたアサシンたちだ。

　あの恐ろしい変態集団。ヤツらがカタールやら鉤爪やらを振り回して俺おれたちを追い回したからこそ、今回のトラブルは大ピンチであったわけだし。そんな変態たちをどうして白衣男は率いていたのか。軍とはどんな関係があるのか。謎なぞのままだ。

　実を言うと、その謎を解き明かす出来事が、すでに起きていた。

　それは昨夜、スカディさんが能力を復活させ、アサシンや白衣男を殲滅させた直後のこと。

『柏かしわ』研究所での出来事だ。





＊　＊　＊






「なんだお前らは!?」

　突とつ如じよ現れた背広集団に、俺は正直ビビっていた。

　白衣男たちの倒たおれる研究所の庭先。そこへいきなり数台のトラックが乗り入れられ、さらにその中から数十人もの屈強そうな背広を着た男たちが下りてきたからだ。

　男たちはサラリーマン然とした背広姿なものの、服の上からでもわかるほどに鍛え抜かれていて、佇たたずまいからもカタギの人でないことは一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　どちらかといえばシークレットサービスか、ＭＩＢといったような雰囲気。

　俺と共にいるスカディさんや悌てい一いち郎ろうも最大限の警けい戒かいを示すが……。

「男の子がオタつくんじゃあないよ。こちとらケンカしに来たんじゃねえ」

　背広集団を掻き分け、一人の綺き麗れいな女の人が現れた。

　年ねん齢れいは二十代後半だろうか？　下半身をピッチリしたジーンズで包み、野性的なショートカットで、瞳ひとみに力があり、目があった瞬しゆん間かんに痺れるような錯さつ覚かくを覚える。

　どうやらあの背広男たちは、彼女が率いているらしい。

「顔合わせは初めてだね。こないだはウチのオカマオヤジが世話んなったらしいじゃない」

「オカマオヤジ？」

「一応自己紹介しとこうか。アタシは岸きし母も美み香か、アザゼルバンク内部監査部門のモンさ」

　アザゼルバンク!?

　それは悪の大ボス、斑鳩いかるが青あお盛もりさんが立ち上げた悪の組織じゃないか!?

　じゃあこの人は、斑鳩さんの部下？

「苗みよう字じは違ちがうが、あのオカマオヤジとはれっきとした親子でね。二世同士、仲良くやろうじゃないか」

　右手を差し出してくる美香さん。……ってか娘!?　斑鳩さんてお子さんいたの!?

　まあ斑鳩さん、あんなナリでも年齢は四十後半だそうだし、こんな大きい娘さんがいてもおかしくないのだろうが。

　俺は、求められた握手に応じつつ、こわごわ尋たずねる。

「……で、その斑鳩さんの娘さんが、ここへ何の用なんです？」

「回収作業さ」

　そう言って美香さんは、周囲で倒れているアサシンたちに視線を向けた。……つまりコイツらは、悪の組織アザゼルバンクのメンバーなのか？

「コイツらは、元は悪の組織『タナティズム』の使い捨て兵どもさ」

『タナティズム』？

「今の五大組織より前の世代に暴れていた組織でね。終末論を説いて世界を滅ぼそうとしたカルト教団だ。コイツらは『エンゼルトランペット』と呼ばれた末端兵で、薬漬けで正常な判断力を奪うばわれロボットみたいに戦わされてきた。アタシとアンタの父親どもが協力して組織を壊滅させた後、ウチで引き取ったのさ」

　この黒づくめの変態集団に、そんな出自が……。

「『タナティズム』が壊滅した後も、コイツらのゾンビ状態が解けることはなかった。ヤバい薬と同時に何らかのＭＴ能力が作用しているらしくてね。ウチの薬学部門が何年もかけて治ち療りようしているが、芳しくない。……そして、その薬学部門の研究者の一人が、そこに転がってる男さ」

　ギロリ、と美香さんのライオンのように禍々しい眼光が、あの白衣男を捉えた。

「ヒイッ!?」

　白衣男は、悌一郎に殴なぐられ腫はれ上あがった頬ほおを押おさえながら、無様に後ずさる。

「ソイツは、軍の研究機関が閉へい鎖さされてから、持ち前の捻くれ曲がった根こん性じようのおかげで研究所を転々としてね。最後に辿たどり着ついたのがウチだったってわけさ。ウチのオカマオヤジは、己を突き動かす欲望をもつ者なら誰だって受け入れるからね」

　周囲では、美香さん率いる背広男たちが、ぐったりとした黒づくめアサシン――『エンゼルトランペット』だっけ？　を回収し、一人一人トラックへ乗せていた。

　その作業の中で、美香さんと白衣男は一対一で対峙する。

「さて伊具院サン？　アンタ、自分のやったことがわかってるんだろうね？」

「わ、吾わが輩はいのやろうとしたことは世紀の偉業なんだ……。科学の発展に寄与し、世の中のために……」

「そんなお題目が、ウチに通じると思ったかい？」

　白衣男の細い体が、マナーモードの携帯電話のようにブルブル震ふるえる。

「悪の組織アザゼルバンクがもっとも尊ぶのは、個人のもつ欲望。ウチに所属する一人一人がいかなる欲望をもち、それを叶えるためにどう行動するかがその者の価値を決める。その結果世間様に貢献するか、迷惑をかけるか。その辺はウチの気にするところじゃないね」

　その物差しで言えば……、と美香さんは薄く笑った。

「アンタはなかなか自分の欲望に忠実じゃないか。自分が以前関わっていた金の卵が孵った途と端はし、サッサとウチを出しゆつ奔ぽんするんだから。おまけに研究療養中の『エンゼルトランペット』どもを、指揮者の命令を忠実に聞くってのをいいことに自分の手駒として連れて行くとはね。なかなかイカした欲望じゃないか」

「で、では……！」

　美香さんの好意的とも思える口調に、白衣男の顔が明るくなった。希望を見出したのか。だがそれは、あの組織の大ボスたる斑鳩さんと接した俺からすれば希望的観測すぎる。

「だがアンタは、大事なことを忘れているようだねえ。アンタが自分の欲望のために他人を踏ふみにじるなら、アンタだって他人から踏みにじられることもあるってことをさ」

「へ……？　ひ……？」

「第一、ウチのオカマオヤジが何と言おうと、アザゼルバンクは基本的に会社なんだよ。会社ってのは、そこに所属するヤツが協力して利益を求める集団のことだ。その中で、一人が勝手して利益を損ねるようなことがあれば、そんな舐なめたマネしてくれるヤツをシメてやらなきゃ内部監査役であるアタシのいる意味ねぇだろ…………!?」

「ひへぎゃぁぁぁーーーー!?」

『エンゼルトランペット』たちの回収が終わり、背広男たちが両側から白衣男を捕まえ、引っ張り上げた。まるで囚人を電でん気き椅い子すへと送る看守のようだった。

「ウチの社名、アザゼルバンクの『アザゼル』とは、人に知識と文化を与えた悪あく魔まのことだ。悪魔は、契約破りを絶対に許さないんだよ。ウチを甘く見たね」

「イヤだァ！　イヤだァ！　誰か助けてっ、誰かぁーーーー!?」

「なぁに、そう大したことじゃあないから安心しな。ちょっと南米まで旅行に行ってもらうだけだよ。パスポートなしで」

　泣き叫ぶ白衣男を最後に放り込むと、トラックの荷台の扉とびらは、地じ獄ごくの釜に蓋をするかのように大仰な音をたてて閉まった。

　すべての『落とし前がついた』後、美香さんの視線が俺へと向いた。ビビりで全身が硬こう直ちよくする。

「今日はすまなかったねえボーヤ。アンタには、別の件でもエラく世話になったっていうのに……」

「？」

「こっちの話さ。ああ、もしよかったら田た中なかのヤツに伝えといてくれないかい。ケータイの番号は変えてないってね」

　最後の言葉だけ意味不明だったが、そうして岸母美香さんを始め、背広男たちをも収容したトラックたちは走り去り、俺たちだけが取り残されたのだった。





＊　＊　＊






　回想終了。

　俺がウソの証言で悌一郎を庇いだてできた理由もここにある。

　要は、俺たち以外に事件の当事者が消えてしまったのだ。だから俺が「悌一郎は助けてくれた」とウソをついてもそれを否定する者もなく、すべて丸く収めることができた。

　軍部は白衣男たちの行方ゆくえを追うだろうが、捕まえるのは無理だろう。

　アザゼルバンクが、というか斑鳩さんが、自分の都合の悪いことを消し損ねるミスなんか犯すとは思えない。

「おい正まさ人と！　……聞いているのか!?」

　アザゼルバンク内部監査部門、岸母美香。

　これもまた、今日俺が出会うことができたＭＴ能力の闇の部分だ。社長である斑鳩青盛さんの人物の巨きよ大だいさを思えば、会社自体に闇の一面があることは意外でも何でもない。

　あの白衣男の凶状や、『タナティズム』とかいうかつて存在した凶悪組織も然り。

　そういった闇はＭＴ能力の社会にたしかに存在していて、俺の仲間たちをいつもどこからか狙ねらっている。

　俺が戦うのはＭＩＮＯＳミノスだけではないと、肝きもに銘じておくべきだろう。

「聞いているのかと言っているんだ！　上官から問われたら復命せんかッ！」

　バキッ！

　痛い！　頭を殴られ、物思いを強制的に中断させられた。

　俺の前には東とう郷ごう兄弟の長女、ヨルズさんが立っていた。殴ってきたのはこの人か。

「人が話しているというのに上の空とは何事か!?　そんな集中力のなさでは戦場に出たら五秒で死ぬぞ！　気を引き締めんか！」

「は、はあ……！」

　ここはＪＲ横よこ須す賀か駅えきのホーム。激動となった東郷邸ていでの一日が明けて朝。すべてを解決させた俺たちはスカディさんを連れておしり団のアジトへ帰る。

　その途と中ちゆう……、そうだ、ヨルズさんから話があるとか言われて、なんか二人きりにさせられたんだけど。

「……どこまで話したか。そう小官の夫の話だ。我が夫、秋あき山やま純じゆん之の助すけは、元々第一防衛軍の同どう僚りようでな。階級も同じ中ちゆう佐さだったが、正直出会った時はこの男と結婚するなど夢にも思っていなかった。何かとヒョロヒョロしていて、覇気がなく、愛想笑いばかりが目立つ男だ。ウチの兄弟と比べても男らしさに欠け、生しよう涯がいの伴はん侶りよどころか、出世レースのライバルとすら思えなかった。すぐに脱落して地方に飛ばされるだろうとな」

「…………はい？」

「だがな、同僚として長く付き合ううちに、小官は考えを改めるようになった。男も、軍人も、強いだけでは大切なものを守れない。強い上に優やさしさがあってこそ、本当の意味で守るということを成せるのだと。純之助は小官にそのことを教えてくれた。だから小官は、彼かれと生涯を共にしていいと思えた」

　……なんすか？　改まってされる話がダンナさんとのノロケとは。やめてください砂を吐きそうです。そろそろ帰っていいですか？

「……正直言って小官は、スカディの相手がお前になることに反対だ」

　…………え？

「……そりゃまあ、あんなことがあれば当然ですよね。二人の女性を選べずにそのままなんて、たしかに褒められた話じゃ……」

「そのことではない。お前が屋敷に来てすぐのことだ。小官や志し四し郎ろうに責められるお前が、スカディに会うために何をしたか、忘れたわけでもあるまい」

「……あ」

　スカディさんに会わせてもらうために、俺がしたこと。ヨルズさんから引ったくった矢で自分の左手を突き刺し、血をビュービュー出したことか。

　アレをもって俺の覚悟を示し、ヨルズさんたちの怒いかりを鎮めてもらおうとしたのだが。

「アレを見たとき、志四郎などはお前の豪胆さに感心していたが、小官は逆だった。むしろ、こんなことをできるヤツの傍そばに妹を置いていいものかと怖こわくなった」

「怖い……？」

「さっきも言った。男も軍人も、強いだけでは本当に大切なものを守れないと。優しさも必要なのだと。……自分を簡単に傷つけられるヤツは、他人だって簡単に傷つけられる。小官はそれが怖いのだ」

　ヨルズさんの言葉に、俺は咄嗟に反論することができなかった。俺が、俺自身のことを何より粗末にしていることは事実だったから。スカディさんや団長や美み夜やや、その他多くの仲間を守るためなら、俺なんかいつなくなってもいいと、たしかに思っていたから。

「もっと自分に優しくしろ。きっとそれが、スカディに優しくすることにも繋つながる」

　そのアドバイスには、ヨルズさんの妹を思う気持ちがこもっていた。そして、多少なりとも俺のことを認めてくれている気持ちも。

　話が済み、二人して駅のホームにいる本隊に合流すると、お母さんのイルマタルさんがまだスカディさんへの説得を試みていた。

「いいスカディ？　たしかに軍人としての道も大事だと思うけど、結婚とか、女の幸せとかは、また別に考えた方が……！」

「渾然一体とすることは可能だと小官は考えます。副官の任務は、愛する上官の子を産むことだとお教えくださったのは母上ではないですか」

　まあ、それはイルマタルさんが吹き込んだウソなのだが。

　しかしスカディさんはそのウソを逆手に取り、自分の中の矛盾を解消させる決め手としたらしい。

　それでスカディさんが吹っ切れたというなら、俺から言うことはないが。

「小官が副官としてお仕えすれば、正妻であらせられる美夜女史との関係も円えん滑かつにできます。まさに良策。母上からの教えが大変役に立っております」

「んもう！　スカディったら！」

　……もしかして、ある種の意趣返しではないのだろうか？

　その様子を見て、東郷家父である禅ぜん八はち郎ろうさんがいつものようにカラカラ笑っていた。

「イルマ、いい加減に観念しなさい。娘むすめたちを嫁とつがせるためとはいえ、変なデタラメを吹聴し続けたツケが回ってきたのだよ。これに懲りたらフレイヤやランには、もうウソを吹き込まないことだ」

「あぁん！　アナタまでっ！」

　お母さんが年の割に可愛い怒り方をした。

　ヨルズさんに、お母さん、禅八郎さん、それに志四郎や悌一郎や、他に今日初めて見る顔の家族の人まで、横須賀駅のホームに集ってくれた。

　皆、アジトへ帰る俺たちの見送りに来てくれたのだ。

「正人君、改めて娘を頼たのむ。スカディ、お前の思う通りの道を進みなさい。私はいつでもお前を応援しているぞ」

「はい、父上……！」

　スカディさんが、電車の内側で敬礼するのと同時に、発車のメロディが鳴り響く。

「正人！　妹を泣かすんじゃねえぞ！」

「おう」

　志四郎と拳こぶしを重ね合い、悌一郎とは目配せだけを交こう換かんした。

　ドアが閉まる。電車が動き出し、横須賀の地と、そこに住む温かい人たちが遠ざかっていく。

「……いい人たちだったな」

　窓の外へ手を振りながら、俺は自然と言葉を漏もらした。

「はい！　ケーキやお刺身をくれましたし、いろんなタイプのおしりが楽しめてグッドなファミリーでした！」

　俺の独り言に、団長が元気に答えた。シートに座すわるスカディさんの太ももの上で、足をブラブラさせている。

「……波なみ美み、今回は本当に申し訳ありませんでした。美夜女史も」

「いいえ、スカディさんの心が吹っ切れたのであれば、それはとても素す晴ばらしいことです。私にも覚えがありますから」

　スカディさんの隣となりで、同じ『千越オーバー・えサウザンド』である美夜が微笑む。

「スカディさん。私ね、正人さんのことを好きになった時、スカディさんに申し訳なく思ったんです。だって正人さんと出会ったのはアナタの方が先なのに。抜け駆けしたような気分になってしまったから」

「美夜女史……」

「だから、今回は『おめでとう』と言わせてください。大だい丈じよう夫ぶですよ、正人さんは女二人ぐらい幸せにできる器量はおもちです」

「美夜女史……ッ。我わが戦友よ……ッ！」

　こういうやりとりはせめて本人のいないところでやってほしい。

　家族から送り出され、その先には仲間がいる。そんなスカディさんは真の意味で幸せだろうと思った。

「おーおー、熱血だねー、おしり団さんは」

　スカディさんの隣に座る、美夜のさらに隣のシートから冷やかすような声。

　そこに座っているのは……。

「フレイヤちゃん？　フレイヤちゃんも電車に乗っていたのか？」

「ったり前じゃん！　ボクだってアイドルの仕事があるから新宿に戻るの！　急な里帰りのせいでスケジュールガタガタだよ！」

　アザゼルバンク所属のアイドルであったフレイヤちゃんは、今回姉であるスカディさんのために、仕事そっちのけで俺たちに付き合ってくれたのだった。

　最初にヨルズさんや志四郎を取り成してくれたり、要所要所でアドバイスをくれたりと、彼女には数多くお世話になった。

　本当にしっかりした妹さんだ。

「……フレイヤちゃん、今回は本当にありがとう」

「なぁに、いいってことよ、未来のお義兄さんへ貸し一つってことで。今回はボクも楽しかったよ。またなんか面白そうなことあったら呼んでね。またイベントやってよアイドル的な」

「軍人として、もうそういうのは御免こうむりたい……！」

　スカディさんが震えるように呻くのだった。

「まあ、とりあえず行く先は違うけど、武蔵小杉辺りまでは一いつ緒しよに……、あ！」

　賑やかそうに囃し立てるフレイヤちゃんが、急に言葉を飲み込む。

「………………」

「フレイヤ？　どうした？」

「ゴメン、ディ姉、お兄さん。やっぱボクここで失礼するわ！　それじゃあね、また連れん絡らくしてね！」

　いきなり様子が変わったフレイヤちゃん。俺たちが様子を窺う間もなくシートを立って、どこぞへと駆け出してしまった。

　なんだどうした？

　その向かう先は、ちょうど車両の端はしの方、ドアの前に立っている中学生ぐらいの男の子。

　……中学生ぐらいの、男の子？

「オッス！　由ゆ記き人と！」

　フレイヤちゃんの声が聞きとれた。

「うわっ!?　……え!?　フレイヤさん!?　どうしたのこんなところで!?」

　と言うのは、件の男の子。

「どうしたじゃないわよ！　アンタまったく連絡寄越さないんだから！　マメじゃない男は芸能界じゃ通用しないわよ！」

「イヤでも、前にメールしたのは先週…………」

「メールぐらい二日おきに出しなさいよ！　いい？　ボクの東郷家とアンタの山やま本もと家は同じ軍人家系。子供同士でも親交を深めておいて損はないんだから！」

「ハ、ハイ、そうです。たしかにその通りでした……！」

「そう、わかったのね？　だったらメールくれなかった埋め合わせに今から遊びに行こ！　横浜で降りてコスモワールドの観覧車に乗ろ！」

「今から!?　でもフレイヤさん、アイドルの仕事とかで忙いそがしいんじゃ？　……イヤそれ以前に、アイドルがそんな人目に付くところでデートとかまずいんじゃ!?」

「誰がデートするのよバカ！　これは……、アレよ。アイドルとして芸の幅を広げるためにデートも経験しておいた方がいいって話よ！」

「やっぱデートじゃん！」

「うるっさいわね！　いいのよ、アイドルになればデートしてもキスしても結婚しても、芸の修業で許されるって、お母さんが言ってたもん！」

「騙だまされてる！　キミはお母さんに騙されてる！」

　という会話が、電車の駆動音に紛れながらも、何とか俺の耳に届いてきたのだった。

　…………。

　…………ごっ。

　…………五人目の被ひ害がい者しやが既すでにッ!?
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あとがき







　少なくとも次女と五女はウソだとわかっている上で騙されています。




　岡おか沢ざわ六ろく十じゆう四よんです。初めましての方は初めまして。お久しぶりの方は、四巻以来のご無沙汰です。お買い上げ継続いただきありがとうございます！

　最初の一行目に書かれていることは、本編のネタバレに関わることです。あとがきからまず読む系の方はご注意くださいね。




　というわけで『悪に堕ちたら美少女まみれで大勝利!!』第五巻を無事お届けすることができました。

　感無量です！　これもこの本を読んでくださる読者の皆様の応援の賜物と思い、そのお礼に少しでも面白いお話を提供できればと励んでおります。

　今回五巻は、前巻である四巻で畳み切れなかった風呂敷、スカディさんに関するアレやソレやの解決編となりました。

　四巻ラストで『スカディさんがおしり団を辞めてしまったんです！』というあからさまな引きから四カ月、モヤモヤさせてしまった方には本当に申しわけないです。実は、できるだけやりたくなかったんですよね。こういう続き方。

　一番気になるところで以下次号！　みたいな引きは、週刊マンガ誌みたいに短いスパンで刊行できる媒体でこそ許される手法で、ラノベみたいに次巻が出るのが三カ月とか四カ月とかずっと先になる場合、そんなに長く待たされる読者の身にもなれ！　と思うのです。

　しかもそれだけ長い期間置くと、前作ラストで感じたドキドキも確実に冷めてるでしょうしねえ。

　だから僕の作品制作の手法としては、一巻一巻でそれなりの決着をつけながら進もう、と心がけているのですが、今回はどうしてそれが守れなかったんだろう……？

　大体斑鳩さんのせいですね。あと正人。コイツらが話の枠を無視して暴れ回るもんだから、スカディさんの物語に決着付けられないまま次回にもち越されちゃったんですよ！　チキショーメ！　オッパイブルンブルン！




　という反省を踏まえつつ、前回の勢いのまま突入した五巻ですが、お陰で最初から最後までスカディさん尽くしで進められまして、一巻から陰となり日なたとなりこのお話を支え、花を添えてくれた彼女にやっと報いることができました。

「早くスカディさんメイン回こねーかなー」と思っていた読者さんにも、ご満足いただけたらサイコーです。

　今回のテーマはやっぱアレですかね。『家族愛』ですかね。

　十王家とか橘家とか、家族仲がアレなところの多い本作ですが、やっとそういう方面が描ける人々が出てきました。やっぱり家族は仲がいいに越したことはないですからね。

　この東郷家を描くのに、構想の起点となったのは、恐らくは映画『サマーウォーズ』からの影響だと思います。

　僕はこの映画が好きなのですが、その中で描き出される『大家族の中に迷い込んだ孤独な少年』という構図が、本作の中に色濃く投影されていると自省するのです。

　本作でその役割を与えられた正人は、『サマーウォーズ』の主人公・健二君以上に孤独を明確に意識し、むしろ孤独を好むところすらあります。

　そんな正人が、虚飾のない家族同士の思いやりに直面した時、どういうリアクションを取るのか？

　日頃悪ぶっているヤツが、掛け値なく美しいとしか言いようのないものに接触する。それを肯定することは悪党気取りにとって敗北でしかないのですが、意地を張って心にもない否定をするのか？　それとも敗北を受け入れるのか？　そうした葛藤に正人を放り込み、らしくないところをさらけ出させるのが作家としてとても楽しい。

　読者の皆様にも、楽しんでいただけたらと思います。もちろん他にも楽しんでいただけるポイントを多々用意したつもりではいますが。

　そういう点では正人は『サマーウォーズ』に照らし合わせると、健二君というより侘助さんなのかもしれませんねぇ。




『サマーウォーズ』は本当に夏になると必ず見たくなる映画です。

　今年は金曜ロー○ショーでは放映されなかったので、レンタル屋さんに行って借りて観たのですが。

「今年はちゃんと野球の試合も見れたぜー」と満足してレンタル屋さんに返却して帰ってみたら、ニ○動で「サマーウォーズ放送！」とか告知が出てるんですよ。

　うごおおおおおおおおおおおお！

　今年の夏は『サマーウォーズ』が二回も観れるぜ！　ひゃほぉぉぉぉう！　てな感じですよ。ポジティブシンキングですが。ハイ。




　てな感じにつれづれなるままに書き連ねて紙面も埋まってきましたし、そろそろ締めに入ろうと思うのですが、まず謝辞を。

　担当の南部様、今回も色々と振り回してしまい申しわけありませんでした。イラストのむつみ様、いつも変わらず美しいイラストをありがとうございます。

　その他この本の作成に関わったすべての方。そしてもちろんこの本を読んで、楽しんでくださる読者様。

　本当にありがとうございます。そして願わくば、次巻もよろしくお願いします。




　最後に、ツイッター始めることにしました！　デビューから大分時も経って今さら!?　という感もありますが、見ていただければ幸いですー。


https://twitter.com/rokuyonokazawa









◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


岡沢六十四先生／むつみまさと先生
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